
        
            
                
            
        

    

























































魔女の旅々１９









白石定規







[image: ]









本書に掲載されているコンテンツの著作権等の知的財産権およびその他すべての権利は、ＳＢクリエイティブ株式会社または正当な権利を有する第三者に帰属します。

本書の内容を権利者の許諾なく複製・複写・翻案・放送・出版・データ配信（送信可能化を含む）などすることはできません。








カバー・口絵　本文イラスト

あずーる









CONTENTS




投書話１　イレイナさんの一日

第一章　シャロン様と未来が見える少女の話

投書話２　とある姉妹の話

第二章　危険なお薬を売る魔法使いと歴史探訪

投書話３　元気が出るお薬の正しい広め方

第三章　ほうきさんの非日常

第四章　時計郷の悪夢

第五章　イレイナさんの日常

第六章　旅の終わり、旅の始まり







[image: ]







　あるところにそれはそれは美しい魔女がおりました。

　たなびく長い髪かみは灰色はいいろ、瞳ひとみは真冬の海のような瑠璃色るりいろ。顔立ちはどの角度から見ても美しく、ひとたび美術館に立ち寄れば「あらやだ展示品だと思ったわ」と驚愕きょうがくされることはまず間違いないでしょう。大体毎朝、鏡かがみの前に立ちながらそんなことを考えつつ歯を磨みがいている彼女は魔女であり旅人でした。

　本日もいつものようにいつもの時間に起きた彼女は簡単に身支度みじたくを整えて、ローブに着替えて宿を出ます。

　旅人とは自由気ままに国から国を渡り歩く人のことを言います。

　にもかかわらず見るからに規則正しい生活を送っている彼女の様子はまるで会社に勤つとめる社会人のようでした。

「あらイレイナさん。今日も早いわね！　おはよう！」

　というより普通に勤めていました。

　魔法統括とうかつ協会。

　とある国の支部。

　ほかの従業員よりも早めの時間に出勤しゅっきんしてきたイレイナさんの肩かたを叩たたきながら、支部の代表は朝には少し眩まぶしい笑顔を向けました。

「いやあイレイナさんがお仕事を延長してくれることが決まって助かるわぁ。投書係とうしょがかりの仕事、落ち着くまでもう少しかかりそうだったし」

　これ飲んでね！　と代表はイレイナさんの目の前に紅茶こうちゃを置きつつ微笑ほほえみます。

　本来事務室に籠こもって雑務ざつむをこなしているはずの代表がわざわざ現場に駆けつけなければならないほど、現場は切迫せっぱくしていました。

　投書係のお仕事。

　というのは魔法統括協会が最近ノリで始めた相談請負うけおい業務のことを言います。主に魔法使いたちからのお悩み相談という名目めいもくでお手紙を募集し、専門の投書係がお悩みに答えて差し上げる仕事のことを言います。

　つまるところ悩なやめる人々を導いて差し上げる、とても貴とうといお仕事ということです。

　それでは本日も魔法統括協会へと送られた悩みの数々を見ていきましょう。

　魔女イレイナさんは席につき、山のように重ねられたお手紙を一つずつ手に取りました。

『鏡を見ると「私って世界一可愛かわいいのでは？」と思ってしまうのですが、これっておかしいですか？』

　イレイナさんは『そうですね、自分自身を可愛いと思い込むなんて相当おかしいですね。ちょっと頭の具合がよくないのかもしれません』と返しました。

『ふふ……ふふふ……君、いま下着は何色──』

　イレイナさんは破り捨てました。

　投書係をやっていれば変なメッセージも来るものです。

『罵倒ばとうしてくれ！』

　イレイナさんは無視しました。

『放置か……！　それもそれでぞくぞくする……っ』

　無敵ですか？

『大変。私の姉さんが可愛すぎて辛つらい』

　明らかに知人からのメッセージだったのでイレイナさんは『よかったですね』とだけ返しました。


『…………』



　白紙のお手紙に現金が包つつまれて送られてきました。明らかにさっきの知人の姉からのメッセージだったのでイレイナさんは『あなたのお姉さん、また私にお金渡してきたんですけど』と知人に苦情を送っておきました。

　大体そんな感じに今日もそつなく仕事をこなすイレイナさんでした。


　…………。



　一通り作業が落ち着いたところで、彼女はペンをおきながら、呟つぶやきます。

「私のところだけ変な投書届きすぎでは……？」

　なんだか日を追うごとに投書の山も増えているような気がするんですけど……？

　人々の悩みにお答えしながらも自身もそこそこ奇妙きみょうな悩みを抱えるイレイナさんでした。

　ところでこのように魔女であり旅人でありながらも勤勉きんべんにお仕事に向き合うイレイナさんとは一体誰でしょう？

　そう、私です。

「まったく……みなさんお暇ひまなんですねえ……」

　此度こたびはのっぴきならない事情にて魔法統括協会のお仕事を手伝っていますが、本来の私はローブを纏まとって外の世界を旅する魔女。

　丸一日座すわってお仕事をするなど性しょうに合わないのです。

「この仕事が終わったらぱーっとお金を使うことにしましょう……」

　魔法統括協会からは一週間の仕事を請け負えばまあまあの金額を給料として支払ってもらえることになっています。

　自分へのご褒美ほうびとして贅沢ぜいたくしてみるのも悪くないかもしれません。

　などと思考を巡めぐらせながら私は投書に手を伸ばします。

『やんごとなき事情で大金が突然手に入ったのですけれど、何に使えばいいと思いますか？』

　はて何に使いましょう？　カジノでしょうか、旅行でしょうか。それともまったく違う使い道でしょうか。

　私はいただいた紅茶こうちゃを飲みながら、投書への答えに頭を巡らせるのでした。
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「ふふん」

　市街しがいローレントと呼ばれる国の門をくぐりながら、シャロン様は得意とくいげに鼻はなを鳴らしていました。

　着込んでいるのは青のローブ。随所ずいしょにレースをあしらった代物しろもので、スカートにはフリルが幾重いくえにも折り重なっています。自信に満ちた彼女の表情によく似合にあうおしゃれな衣装といえるでしょう。

　胸むねのあたりには星をかたどったブローチがこれまた誇ほこらしげな様子で提さげられていました。まるで「ボクは魔女だよ。いいね？　誰が何と言おうと魔女なんだ……」と誰も聞いてもいないのに説明しているかのよう。

　そして彼女は見ての通り魔女でした。

「ふふん」

　というのは噓うそです。

　ローブは自作。ブローチも自作。魔女っぽく見せているだけで実のところただの魔女のコスプレ女であり、得意分野はお裁縫さいほう。要するに見かけ倒しの偽物にせものでした。

　であるにもかかわらず彼女がこのようなややこしい格好かっこうをやめないのは、ひとえにそのほうが気持ちいいからでした。

「おお魔女様ですか……！　それではこちらをどうぞ。我が国では魔女様の入国の際はこちらを贈ることになっているのです」

　何より魔女様の格好をすると何かといいことがありました。


　例えばこの国、市街ローレントでも、入国と同時に斯様かような言葉とともに花束はなたばを贈られましたし、少し街を歩けば「きゃーっ！　魔女様！」と手を振られたり、「ぜひうちの店で商品を買ってください！」と手を引かれたり。



　ああ何と心地がいいことでしょう。

　もちろんシャロン様は呼びかけにすべて応えました。手を振られれば振りかえし、商品の購入を求められれば、

「それじゃあこの店で一番良いものをもらおうか」

　と語ります。花束をもらいました。シャロン様を呼び寄せた店は花屋でした。まさしく両手に花。シャロン様はおめでたい格好になりながら、したり顔を浮かべたまま街をゆきました。

　その日シャロン様が訪れた国は、治安が特別良いとも悪いとも言えない普通の国だったようです。

　街を少し進めば堅苦かたくるしい黒いジャケットを着込んだ集団とすれ違いました。腕には赤い腕章わんしょうをつけており、公的な組織であることが見て取れました。

「ちょっと、そこの魔女様」

　どうやら彼らは『市街ローレント治安維持局』などという組織の人間であるのだそうです。

　集団の一人がシャロン様を呼び止めて、手帳を掲げて見せました。「ひょっとして旅の魔女様ですか？　こんにちは。私は治安維持局の職員です」

　治安維持局とは言葉の通り、市街ローレントの治安を守るための組織であり、現在は巡回中じゅんかいちゅう。怪あやしい人間がいないかどうかを監視する業務についているのだと職員は語りました。

　怪しい人間……。

　シャロン様は「はわわ」と思いました。

　──ひょっとしてボク、疑うたがわれてる？

「ああ、いえ。あなたを疑っているわけではありませんよ。魔女様」職員は軽く笑って首を振りました。「魔女ともあろう者が悪いことをするわけがないじゃないですか」

「そ、そうだね。その通りだね。ははは」

　魔女ともあろう者が悪いことなどするはずがありません。

　大事なことなので復唱ふくしょうしました。

「実はここ最近、我が国に強盗団ごうとうだんが潜伏せんぷくしているという目撃情報がありまして、魔女様にも注意を払っていただきたいのです。強制をするつもりはありませんが、もしも見かけたりなどしたら、我々に報告を頂ければと──」

「なるほどね」そういう事情ね、と頷うなずくシャロン様。

　治安維持局の職員は強盗団の情報を口頭で並べたてます。合計五人組の若い男女。魔法使いの女性が一名、残り四名は武器を持った男たち。

　時折街に現れては店を襲い盗みを働いているという。

「奴らを捕まえるためにご協力いただけますでしょうか？」

「もちろんさ！」

「ありがとうございます！」

　敬礼けいれいする職員。

　シャロン様はふふんと敬礼を返しました。

　ところでシャロン様はまあまあ調子にのって口を滑すべらせる悪癖あくへきがありました。

「まあひょっとしたら、勢い余って強盗団をやっつけちゃうかもしれないけどね」

　まさしくこの言葉もただ調子にのって口を滑らせただけでした。本当はやっつける力などありません。

「本当ですか！」

　しかし治安維持局の職員は彼女の戯言たわごとを真まに受けました。

　即座に仲間のほうを振り返る職員。

「おい！　お前ら聞いたか！　この魔女様が強盗団を一人残らずやっつけてくれるそうだぞ！」

「え」

　一人残らず、とは言ってない──。

「やっつけてくれるってマジですか？」「さすがは魔女様だ……！」「めっちゃ頼りになるじゃん」

「いや」

　何かいっぱい集まってきた──。

「俺たち治安維持局でも手を焼いてる強盗団を捕まえるなんて……！」「さすがは魔女様です」「私たち、感動しちゃいました！」「さすがです！」

「あの」

　もう捕まえた気でいる──。

「ところでお名前を聞いてもいいですか？」

「……シャロン」

「シャロン様！」「良い名前だ」「シャロン様万歳ばんざい！」「万歳！」「万歳！」「シャロン様！」


「…………」



　シャロン様は治安維持局の面々めんめんに囲まれ拍手喝采はくしゅかっさいを受けながら「わあやばいことになったかも」と心の奥底でぼんやりと思いました。

　思いましたが彼女は悲しいほどの八方美人はっぽうびじんでした。

　再びしたり顔を浮かべながら彼女は言います。

「まっ。ボクがその気になれば強盗団なんてちょちょいのちょいさ」

　ひゅー、さすが！　と治安維持局と街の人々から黄色きいろい声援せいえんが浴びせられます。

　シャロン様はまあまあ気持ち良くなりました。

「治安維持局くん。君たちの今日のお仕事は終わりだよ。あとはボクに任せて帰っていいよ」

　どやぁっ、と彼女は胸を張りながら言いました。内心では目に涙なみだを浮かべていましたが、彼女の胸の内を理解できた人間はおそらくその場にはいなかったことでしょう。

　街の人々の声援を受けながら彼女は両手の花束を抱えつつ、宿を探すために歩き出すのでした。




　両手に花束。魔女の格好。

　どこから見ても派手はでな印象しかないシャロン様は実に目立ちました。街の人々は相変わらずシャロン様に手を振り、笑顔を向けます。

　しかし彼女に視線を向ける人々は、いい人ばかりだとは限りません。


「…………」



　物陰ものかげからじっと彼女を見つめる少女がいました。

　シャロン様が本物の彼女であるのかを注意深く確かめるように、深くかぶったフードの奥から、じっと彼女を見つめていました。

「どうしよう……ううん、でも、今やらないと……」

　呟きながら、焦あせった様子で彼女は自身の近くを通り過ぎるシャロン様の後を追いかけます。

　その手には大きな袋ふくろが握られていました。コーヒー豆まめを入れる用途ようとで使用されている袋です。まあまあの大きさで、例えば人に被かぶせてみれば頭からお腹なかの辺りまですっぽりと収まることでしょう。

「えいっ」

　そして実際にすっぽりと収まりました。

　シャロン様が路地ろじを折れて人通りの少ない場所に入った直後のこと。少女はシャロン様の後ろから袋を被せていました。

「はわわ！」

　驚おどろきあわてるシャロン様。おそらく直前に聞いた強盗団の話が頭をよぎったのでしょう。蚊かの鳴くような小さな声で「ご、ごめんなさいぃ……」と呟きました。

　少女は無視むししました。

「こっちにきてください」と冷静に布の中のシャロン様に耳打ちしてから、彼女を引っ張り、路地の闇やみの中へと引っ張ります。

「ぼ、ボクのことをどうするつもり……？」

「いいから早くこっちに来てほしいかも」

　ずるずると引っ張る少女。

「はわわ」

　こうしてシャロン様は両手に持っていた花束をその場に残し、街の通りから姿を消したのでした。





○






「ボクをどうするつもりだい？　言っておくけどね、ボクが本気になれば強盗団なんてちょちょいのちょいだからね！」

　シャロン様の声が部屋の中に響ひびきます。

　なぜか無駄むだに自信に満ちた声でした。

　攫さらわれた直後は子犬のように静かだったのに一体何があったのでしょう？

（ボクを攫ってから今に至るまで何も攻撃されなかった……ということはボクには危害きがいを加える気はないってことだね！）

　彼女は変なところで肝きもが据すわっていました。

「へいへい強盗団くんー？　ボクにこんなことしちゃっていいのかなー？」

　椅子いすに座らせられ、両手は縛しばられ、上半身は布袋。目の前には今しがたシャロン様を攫ってきた少女が一人。

「ボクがその気になればこんな縄なわなんてちょちょいのちょいだよ！　降参こうさんするなら今のうちだよー？　いいのかなー？」


「…………」



　沈黙ちんもくする少女に構わずシャロン様は語り続けました。

「あれれー？　本当にいいのかなー？　ボク、魔法使っちゃうよ？　倒しちゃうよ？」


「…………」



「……あれ？　ねえ聞こえてる？」

「聞こえてる」

「聞こえてた」

　よかったぁ、とため息を漏もらすシャロン様。漏らしたあとで全然よくないことに気がついて「いいからとっととボクを解放しなよ！　でないと痛い目見るよ！」と再び虚勢きょせいを張りました。

　そんな彼女を眺ながめながら、少女は一人、頭を抱えます。

「……どうしよ」

　勢いで連れてきてしまったものの、この後のことを考えてはいなかったのです。

「とりあえずボクの布袋をとってほしいな！」

　視界が覆おおわれたままで不安のようです。少女は考え、布袋をとっても未来に悪影響がでないことを確認してから、布袋を取ってあげました。

「……！　ふふん、ようやく取ったね」

　あくまで「べつにボクはこんな状況へっちゃらですけど？」と言いたげな雰囲気ふんいきを醸かもしながらシャロン様は自身をここまで連れてきた人物を見つめました。


「…………」



　それはおおよそシャロン様とさほど歳が変わらない少女でした。

　後ろ一つに束たばねる髪は淡あわい青色。じっとこちらを見つめる瞳ひとみは瑠璃色るりいろ。身にまとう服は春らしいワンピースとカーディガン。強盗団の一員にしてはとても華はなやかな格好といえました。

　一体どなたでしょう。

　少女は言いました。

「アネモネ」

　まるで名前を尋たずねようとしている未来が見えていたかのように、少女はシャロン様の目を見て、言いました。「私の名前はアネモネ、かも」




「なるほどね、アネモネさんね。それで、ボクに何の用かな」

　何の用なのか。

　尋ねられてアネモネは困こまりました。

（どうやって答えればいいのか返答に迷うかも）

　例えば事情を正直しょうじきに答えた場合はどうでしょう。

　瞳を閉じて彼女は未来に目を向けます。

　見えた景色けしきの中で、シャロン様はぽかんと口を開けていました。若干じゃっかん引きながら頷き、やがて椅子にかけていた拘束こうそくを解かれてもどこかよそよそしい──そんな様子が見えました。

（たぶん事情を打ち明けても信じてもらえないっぽい、かも）

　アネモネは未来の情景じょうけいを見通す力がありました。

　今いる現在から、選択によって幾いくらでも変わる未来の数々を、彼女は見ることができました。

　アネモネがシャロン様の存在を知ったのは、彼女が市街ローレントの門をくぐるよりも少し前のこと。

　最初に見たのは強盗団が街で悪事を働く未来。アネモネは事件を未然みぜんに防ぐためにあらゆる手段を講じました。しかし未来の至いたるところにシャロン様の姿があり、そしてその未来の多くでシャロン様が捕まり、多くの血が流れる結果が待っていたのです。

　つまり彼女の未来を救わない限り、強盗団も捕まえられません。

　救わなければならない──使命感に駆られたアネモネは路上を歩いていたシャロン様に袋をかぶせて誘拐ゆうかいする道を選びました。

　やや強引な手ではありましたが、そうしなければ道の向こうで強盗団と遭遇そうぐうしているところだったのです。背せに腹はらは代えられません。

　とはいえそんな事情を正直に話したところで理解されるはずもありません。

「じ、実は……えーっと」

　アネモネはしばし考えたのちに、結局誤魔化ごまかすことに決めました。「わ、私、強盗団を退治たいじしようとしているんだけど、よかったら一緒いっしょにペアを組めないかなーって思った、かも」

「ペアを、組む……？」

　咄嗟とっさに出てきたのはやや強引な噓うそでした。

　怪あやしまれるでしょうか？

「ふふん！　なるほどね。ボクの凄すごさに見惚みとれてしまったということだね？　まったくもう、仕方ないなぁ」

　わあ能天気な人で助かった。

　胸を撫なで下ろすアネモネでした。

「ところで拘束を解いてほしいんだけど？」

「あ、ごめんね？　今解くかも」

　アネモネはシャロン様の後ろに回り込んで、椅子と繫つなげていた縄を解きました。

「ふふん。君ぃ、危ないところだったね。あと少しでも遅かったらボクが魔法で君をちょちょいと蹴散けちらしちゃってるところだったよ」

「はあ」

　無論むろんこれまで見てきた未来の中でシャロン様が魔法で人をちょちょいと蹴散らしている場面など一度たりとも見たことがありません。

　どころか大抵たいていの未来で強盗団から逃げ惑まどう羽目はめになっていました。多分魔法が使えないのでしょう。未来の数々の状況からアネモネはシャロン様の素性すじょうを推察すいさつしていました。

「それで、何だっけ？　強盗団を倒したいんだっけ？」

「そんなところかも」

「ふふん、このボクにお任せあれ。ボクがこの国の門をくぐった時点で強盗団は捕まったも同然さ」

　魔法が使えないのに何でこんなに自信満々なの……？

　戸惑とまどいながらも「わあすごい」と手を叩たたくアネモネ。

「ま、そういう事情なら分かったよ。それじゃあアネモネちゃん、ボクについてきておくれ！」

　ばさあっ！　と無駄にローブを翻ひるがえしながらシャロン様は堂々どうどうと語りました。「今からボクが強盗団を倒しに行ってあげるから！」

「え、今から？」

　話が急すぎるかも。

　戸惑いを隠せないアネモネを放ってシャロン様は歩き出してしまいました。

「ははははははははっ！」

　ノリノリで外に出るシャロン様。

　未来が読めても行動がまるで読めないシャロン様に戸惑いながらも、アネモネは彼女が未来で怪我けがをしないように、彼女の背中を追いかけました。





○






　例えるならば写真を見るようなもので、アネモネは未来の光景を見ることはできますが、そこでどのような会話がなされているのかは分かりません。

　今日の昼に市街ローレントに訪れることが決まっていたシャロン様という人物を知った直後から、アネモネは興味を抱いていました。

「ふふんっ」

　いかなる未来であっても斯様かように得意げな顔を浮かべる彼女。強盗団に囲まれている未来であっても表情は変わりません。何と不思議で魅力みりょく溢あふれる人なのでしょう。

　彼女が血まみれになってしまうような未来になってはなりません。

「シャロンさん、わたしの近くを離れないでほしいかも」

　ゆえにアネモネは彼女の未来を守ることを心に決めました。

　決めましたが視線を向けた先にシャロン様の姿はありませんでした。

「あれ？」

　いったいいずこへ？　辺りを見渡しながら未来を見通すアネモネ。脳裏のうりに過よぎるのは道端みちばたで泣いている女性に花をあげるシャロン様。露店ろてんの前でしたり顔を浮かべているシャロン様。それからその辺の子供に服を自慢じまんしてるシャロン様。

　たった一瞬いっしゅん目を離した隙すきに数多くの未来がアネモネには見えるのでした。

「み、未来が多い……！」

　げんなりしながら街を捜さがすアネモネ。結果シャロン様は泣いてる女性の前でしたり顔を浮かべていました。

「ふふっ、君ぃ。このお花、綺麗きれいだと思わない？　ボクが買ってきたんだ」

　両手に持っているお花を女性に渡すシャロン様。

「すてき……」

　きゅん、と女性がときめいていました。ちなみに花はさっきシャロン様が手に持っていたものであり、買ったものでもなんでもありませんでしたが、アネモネにとってはどうでもいいことだったので黙だまりました。

「シャロンさん、離れないでほしいかも」

　頰ほおを膨ふくらませるアネモネ。

　一分後にシャロン様はまた行方不明ゆくえふめいになりました。


「…………」



　アネモネは肩を落としながら、数多あまたの未来を選えり分けます。

「ボクの衣装最高……」

　シャロン様はその辺のお店の窓──に映る自分自身を眺めて惚ほれ惚ぼれとしていました。

「シャロンさん」

　お店の窓にじとりと目を細めるアネモネの姿もまた、映り込みました。

「あ、ごめんね。また一人で勝手に歩いちゃった」

「単独行動されると困るかも」

「ボクは何者にも縛しばられない魔女だからね……」

「魔女じゃないのに……」

「ん？　何か言ったかな？」

「なんでもないかも」

　不貞腐ふてくされたように顔を背そむけるアネモネ。未来が見えているにもかかわらずここまで振り回されたのは初めてのことかもしれません。

　困り果てました。

（一体どうしたらシャロンさんは大人しくなってくれるの……？）

　シャロン様と一緒にいるとき、アネモネには何故なぜかいつもよりも多めに未来の光景が見えました。

　普段ならば悪い未来を選ぶことなどありません。歩むべき先は吟味ぎんみしながら決めています。しかしながらシャロン様が関わるとなぜだか途端とたんに膨大ぼうだいな未来が彼女に降りかかるのです。

　不幸な未来を避けるためには一体どうすればいいでしょう？

　考えました。

　すぐに案が一つ閃ひらめきました。

（手を繫いでみたらどう？）

　自分自身の未来に問いかけてみるアネモネ。

　物理的に行動を制限することで、未来の数を減らすのです。

　考えついたとたん、未来の光景が徐々じょじょに減っていきます。視界が開けていくような気分。

（いいかも）

　ほっとするアネモネ。

　しかし直後にシャロン様と共に暮らすことになる自分自身の未来も見えました。

「……！」

　いやいや。

　これはいけません。

　よからぬ未来を追い出すように頭を振るアネモネ。

「どしたの？」

「なんでもないかも」

　ぽこん、と肩を叩くアネモネ。

「なんでもないなら何で今叩かれたの……？」

　結局アネモネはシャロン様のローブを摑つかむことでシャロン様の動きを抑おさえることに決めました。




　そうして二人並んで通りを歩いていたときのことです。

「おーい！　魔女様ー！」

　通りの向こうからシャロン様を呼ぶ声が聞こえました。「うちの店の商品、見ていってくれよ」

　こちらに手を振るのは露店の店主。どうやら果物くだものを買わせたいようです。

「ほほーう？　いいよ。見にいってあげる」

　基本的にノリが軽いシャロン様はふらふらと露店の方へと導かれるように進行方向を変えました。

　アネモネの脳裏に悪い未来がよぎったのはそのときでした。

「ダメっ！」

　反射的にローブを引っ張り、露店から引き離すアネモネ。

　シャロン様がつまずいて露店の棚たなに頭からダイブして店主に締しめられる未来の光景があったのです。彼女が苦しむなんてあってはなりません。

「く、くるしい……アネモネさん、苦しい……」

「……はっ！」

　必死に引き留めたせいで周りが見えなくなっていたようです。ローブで首を絞しめられた格好になっていたシャロン様をアネモネは解放します。「ご、ごめんなさい。つい……」

　行動を制限してもなぜだか突飛とっぴな行動に出たがるシャロン様。未来の数が減ったとはいえ、それでも普通の人よりもまだ多いことに変わりはありません。

　相変わらず、シャロン様の近くでは良き未来と悪い未来が複雑に絡からみ合っています。

　一体なぜでしょう。

「あ。服屋さんだ」

　多分ノリが軽いからでしょう。

　ふらふらと導かれるように彼女は服屋に入店。それから「ふむふむ……」としたり顔で頷いたのち。

「ま、この店はこのくらいでいっかな」

　再びさらりと彼女は店の外へと歩み始めます。

「……！」

　アネモネの脳裏に悪い未来が過よぎったのはそのときでした。

　ぐい、とシャロン様のローブを引っ張るアネモネ。

「え、どうしたの？」

　振り返るシャロン様にアネモネは言いました。

「こ、この服、私に似合う？」

　手に握られているのはその辺から咄嗟に引っ張ってきた服。

　シャロン様はしたり顔で頷きます。

「うん！　似合わないね！」


「…………」



　閉口へいこうしました。

「君ならこっちの服のほうが似合うかな」

　その場でぱぱっと服を選んでアネモネにあてがうシャロン様。

「わー。ありがとうかもー」

　感謝しながらもアネモネはほっと胸を撫で下ろしていました。

　服屋に入っている最中さなかのこと。実は強盗団が近くを通りがかっていたのです。服を選んでもらっているのもシャロン様が強盗団と鉢合はちあわせしないための時間稼かせぎ。

（このひと、油断ゆだんしたらすぐに強盗団に捕まってしまうかも……）

　てきぱきと服を選んでくれているシャロン様を見つめながら、アネモネは未来を憂うれいました。

　アネモネと共に街を歩くシャロン様はとにかく手のかかる旅人でした。

　服屋から少し離れたあとのことです。

「魔女さん、魔女さん。あんた、占うらないをしていかないかい？」

　道の隅すみっこの方で座るおばさまから声をかけられました。占い師。あからさまに怪あやしい相手です。

「ふふん！」

　シャロン様はしたり顔を浮かべながら普通に占い師の前に座っていました。危機感ききかん皆無かいむ。警戒心けいかいしんも皆無。

「……！」

　未来が見えたのはそのときでした。

　占いを受けた結果、シャロン様が大金を奪うばわれる光景がアネモネの脳裏によぎります。占い師は詐欺師さぎしだったのでしょう。

「ダメっ！」

　だからシャロン様を引っ張りました。

　彼女が借金に首を絞められるような未来があってはなりません。

「く、苦しい……！　くび、首絞まってる……！」

「あ、ごめんなさいかも」

　物理的に首を絞めてしまっていたようです。解放するアネモネ。

　二人で歩む先には数えきれないほどの不幸な未来が待ち受けていました。アネモネは未来が見える度に、シャロン様が道を踏み外さないように修正を繰り返します。

　例えばシャロン様が犬の散歩中のマダムと遭遇したとき。

「きみ、ボクの次くらいに賢かしこそうだね」

　しゃがみながら犬に話しかけ、頭を撫でようと手を伸のばすシャロン様。

「……！」

　そのときシャロン様が犬に手をがぶりと嚙かまれている未来が見えました。

　彼女が手を痛めるなんて、そんなことがあってはなりません。

「ダメかも！」

　すぱぁん！　とシャロン様の手を叩き落とすアネモネ。

「いったあああああああっ！」

　シャロン様は涙目でした。

　それから少し街を進んだ頃に見えたのはお肉屋さん。

「よう嬢ちゃん。うちの店特製の串肉くしにくはいかがかな？」

　シャロン様に差し出されるのは美味おいしそうな串肉。牛肉ぎゅうにくの美味しい部分だけを使った至極しごくの逸品いっぴんだそうです。

「なかなか美味しそうだね」

　シャロン様は串肉を一本買いました。

「……！」

　そのとき見えたのはシャロン様が熱い串肉ではふはふしている姿。あまりの熱さにお口の中を火傷やけどしてしまうに違いありません。

「ふーっ」

　なので冷まして差し上げました。

「なにしてるのアネモネさん」

　はて？　と不思議な顔をされましたがこれもシャロン様の未来を守るため。致いたし方かたないでしょう。

　それから少し街を進んだ頃に今度は馬車が二人の近くを通りかかりました。

「ちなみにアネモネさん、知ってる？　この魔女の衣装、ボクの手作りなんだよ」

　ふふん、似合ってるでしょ？　と得意げな顔で隣となりを歩くシャロン様。

「……！」

　その瞬間、アネモネの脳裏に不幸な光景が降り注ぎました。水溜みずたまりを通過する馬車。泥どろにまみれて汚よごれるシャロン様の姿。

　彼女をそんな不幸な目に遭わせていいものでしょうか？　いいえ、よくありません。

「危ないっ！」

　ゆえにアネモネはシャロン様を押しました。

「ぴゃああああああああああっ！」

　シャロン様はその辺のゴミ箱に頭から突つっ込こんでいました。

　それから少し進んだところで二人は喧嘩けんかをしている男たちを見つけました。

　どうやらナンパをしてきた男から女性を守ろうとしているようです。複数人の男性が一人の男に次から次へと襲い掛かっていました。

「はわわ」

　喧嘩だぁ、と眺めるシャロン様。

　そのときアネモネの脳裏に過るのは未来の光景。彼女は首を振りました。

「喧嘩じゃないかも」

「ええ？」

　でも思いっきり殴なぐり合ってるよ？　と不思議そうな顔を浮かべるシャロン様。しかし喧嘩をしていた男たちは直後に笑顔で手を取り合って踊おどり出しました。

　啞然あぜんとする女性の前でひたすら楽しそうな男たちの姿がそこにはあります。

「何あれ」

「フラッシュモブかも」

「何それ」

　アネモネはざっくりと説明しました。フラッシュモブとは要するにドラマチックな展開を不特定多数が演じることであり、例えば目の前の例でいえばナンパしてきた男たちから彼女を守るという展開に参加していた男全員が仕掛け人の茶番ちゃばんだったということです。

「ほえー」

　ざっくり説明した結果シャロン様はあんまり興味きょうみなさそうに頷きました。「でも彼女さん、嫌いやそうな顔してるね」

「そうかも」

「大丈夫だいじょうぶかな」別れたりしない？　とシャロン様。

「大丈夫かも」

　頷くアネモネでした。

　アネモネが見た未来の中では、少なくとも目の前の男女は依然いぜんとして手を繫いで歩いていました。




　それからもアネモネは未来が見える度にシャロン様を助けるために力を注ぎました。

　鳥のフンが落ちてきそうな時には体当たりして助け。

「ぎゃああああああああああああっ！」

　入ったレストランでスープを飲むときは火傷しないように冷まし。

「何でさっきからボクの食べ物にふーってするの？　食べたいの？」

　そして馬車が水溜まりを弾きそうになったら体当たりしてゴミ箱に頭から突っ込ませました。

「これ二回目なんだけど！」

　ともかくありとあらゆる不幸からシャロン様を助けて回りました。

「ふう……」

　数多くの苦難くなんからシャロン様を救ったアネモネは汗あせを拭ぬぐいました。

　ノリが軽く、ほとんど思いつきで行動するシャロン様のせいでかつてないほどに膨大な量の未来の分岐ぶんきが見えるためにアネモネの頭の中は常に彼女のことでいっぱいになっていました。

　忙いそがしい。

「けどシャロンさんを助けられてよかったかも……！」

　そこそこの充実感と疲労感に彼女は目を輝かせます。

「このボクの状況を見ても本当にそう思う……？」

　疲れ果てた様子のシャロン様がアネモネの横でため息をついていました。全然助かってない。

　少なくともシャロン様から見ればアネモネは何かと不可解な行動を繰り返す女の子のようにしか見えないことでしょう。

「君、いったい何者？」

　怪訝けげんに思うのも当然のことでした。


「…………」



　しかしアネモネは正直に答えることはありませんでした。

　未来が見えました。

　シャロン様に自らの事情を正直に話すアネモネ。眼前にいるシャロン様は「ふふん」と言いたげな表情を浮かべて彼女を見つめています。

　しかし得意げな顔と本来の素性が相違そういしているシャロン様が、未来でどんなことを考えているのかまでは、わからないのです。

　アネモネの事情を知っている街の人々ならばまだしも、シャロン様は市街ローレントに来たばかりの旅人。

　そんな彼女に未来が見えることを打ち明けたらどんなことになるでしょうか。

　得意げな顔の裏で気持ち悪いと感じるかもしれません。距離をとったほうがいいかもしれないと思われるかもしれません。

（……話さないほうがいいかも）

　結局アネモネは口をつぐみました。

　塞ふさぎ込むように、沈黙しました。

　未来が見えても、目の前にいる彼女がどう考えるかまではわからないからこそ、怖こわかったのです。

「……？」

　突然表情が陰かげるアネモネの顔を覗のぞき込むように首をかしげるシャロン様。


「…………」



　アネモネは何も語りませんでした。

　元々予定していた通り、シャロン様が強盗団と鉢合わせしないように、血が流れるような結末にならないように逃してあげるだけでよい。

　あとは治安維持局と協力して強盗団が捕まるように調整すればいいのです。

　余計よけいなことはする必要はありません。

　所詮しょせんはシャロン様も赤の他人。今日出会っただけの旅人。

　必要以上に仲良くなる必要などどこにもありません。

「それで、アネモネさん。次はどこに行く？」

　シャロン様は尋ねました。「ボクとしてはそろそろ強盗団と遭遇したいところなんだけどね、どうかな」

　出会ってもいないのに彼女は既すでに勝ち誇ほこった様子を浮かべていました。

「うーん……」

　アネモネはどうすれば彼女が不幸な結末を迎えずに済すむかを考えました。

　そして考えた直後によぎった未来を見て、ひどく後悔こうかいしました。

「君たち」

　アネモネたちの目の前に一人の男が立ち塞がります。

　見上げるほどの体軀たいく。手には武器を持っており、傍かたわらには仲間と思おぼしき男女が複数名。合計で五名程度。魔法使いも中には紛まぎれていました。

　それは治安維持局が語っていた情報に合致がっちする男女であり。

　紛まぎれもなく強盗団そのものでした。

「しまった……！」

　こんなところで出会うことになるなんて。考え事をしていたせいで、避さけられたはずの不幸に直面してしまったのです。

　このままではシャロンさんが怪我してしまう──依然としてアネモネの頭の中は、シャロン様のことで満ち満ちていました。

　ノリが軽く、未来が大きく分岐する彼女のことばかり考えていました。

　だからこそアネモネは一つ大きなことを見落としていました。未来が見える彼女は、未来で交わされる言葉を知りません。

　強盗団がなぜこの街にやってきたのか。

　その理由も知りません。

「君たち、未来が見える女を知らないかな」

　アネモネという名前なのだそうだが。

　大男はアネモネだけを見つめながら、語りました。

　最初から強盗団はアネモネを狙ねらってこの街までやってきていたのです。





○






「未来が見える……？」

　はて？　シャロン様は首をかしげながらアネモネを見つめます。

　何かのご冗談じょうだんですか？

「……っ」

　しかしシャロン様のすぐ横にいるアネモネの表情はとても冗談とは思えないほど切迫せっぱくしていました。まるで本当に未来が見えているかのよう。

　ここでシャロン様は思い至りました。

　なるほどなるほど。

　さては。

（そういう演技えんぎだね！）

　シャロン様が思い出すのはアネモネと共に街で見かけたフラッシュモブと呼ばれる演技。大体それと同じようなもんでしょ？　未来が見える少女というのも設定で、

「ククク……やはりお前がアネモネか。さあ、俺たちと一緒に来てもらおうか」

　強盗団のリーダーのような男がこのようないかにもな悪役感溢れるセリフと共にアネモネに迫るのも、すべて演技！　そうに違いありません。

　シャロン様の頭は冴さえ切っていました。

（多分これはアレだね。強盗団から未来が見える女の子をボクが守ってあげる感じの流れのシナリオだね？　そうに違いない！）

　というわけで男とアネモネの間に割って入るシャロン様でした。

「やめなよ君たち」

　どやぁ、としたり顔を浮かべながら彼女はアネモネを守ります。「このボクの前で悪さはさせないよ」

「シャロンさん……！」

　魔女のような格好をしていながら魔法は使えず、これといって戦う力も有していないシャロン様。そんな彼女が強盗団を前にしてもアネモネを守ろうとしたことに、彼女は心打たれました。

（こんな状況でも私を守ろうとするなんて……！　凄い勇気ゆうきかも）

（ふふん。どう？　今のボク、イケてるでしょ？）

（すごい自信に満ちた顔してるかも。強盗団の前なのに）

（この男の人たちすごい悪人面あくにんづらの役者さんだなぁ。どこから連れてきたんだろ）

　二人の脳内は根本的な部分ですれ違っていました。

　目の前の強盗団は本物の強盗団でしたが、シャロン様にはもはやただの『ちょっと気合きあいが入りすぎてる役者さん』としか見えていません。

「おいおい何だ？　騒さわぎか？」「みろ……！　例の強盗団と魔女様だ！」「本当だ！」「まさか魔女様……本当に強盗団を倒すつもりなのか……？」

　騒ぎを聞きつけてぞろぞろと集まってきた住民たちの声もまたシャロン様の勘違かんちがいに拍車はくしゃをかけました。

　こんなに騒ぎになってるのに治安維持局が来ない。

　つまりこれはただの演技！

「ふふん。君たち、逃げるなら今のうちだよ？　ボクは魔女。君たちのような強盗なんて一瞬でけちょんけちょんにできるんだからね！」

　いつもより一層いっそう得意げな顔で断言だんげんするシャロン様。

　大男は強盗団の仲間たちと顔を見合わせます。

　未来が見える女の子を使えばこれから先、盗めないものは何もありません。アネモネを狙った動機は金目当て以外の何ものでもありませんでしたが、魔女を連れていることは知らなかったのです。

（これは一体どういうことだ……？）

　大男は困惑こんわくしました。

（リーダー、リーダー、やばいですよ！）そして大男の裾すそを引っ張るのは強盗団の一員。魔法使いの女性でした。

（どうかしたのか）

（いま目の前にいる子って未来が見える子なんですよね？）

（その通りだ。捕まえれば一攫千金いっかくせんきん間違いなしだ）

（でもそもそも未来が見えるなら私たちが来ることも予測の上なんじゃないですか？）

（……！）

　盲点もうてん。

　強盗団は根本的な部分で馬鹿ばかでした。

（多分、いま連れてる魔女さんってめっちゃ強い人なんじゃないですか？　なんか凄い自信ありそうですし）

（お前で何とかできないか）

（ええー？　無理ですよぅ。私、荷物の運搬うんぱんしかできないんですから）

（ええ……）

　大男は黙りました。

　仲間もまた、黙りました。


「…………」



　結果、その場にいた全員の間に長い沈黙ちんもくが降り注ぎます。

　様子を見守る群衆ぐんしゅうもやがて息をひそめ、ただ静かに動向どうこうを見守りました。

（すごい気迫きはくだ！）（これが魔女さんの戦いか）（今これ何やってんの？）（まばたきすらできないわ……！）（今くしゃみしたら怒おこられるかな……）

　夜の闇に包まれた街のような静寂せいじゃくに満ちた時間の中で、人々の思惑だけがやかましいほどに交錯こうさくします。

　アネモネもそのうちの一人でした。

（わたしのせいでシャロンさんを巻き込んでしまったのなら、無事に帰してあげなきゃダメかも）

　もとよりシャロン様を救うつもりで一日中行動を共にしていたつもりでしたが、結果的に強盗団の元へと連れてきてしまったのはアネモネの選択の末です。

　守らねばならない。

　強く思いながら、彼女は未来に目を向けます。

　しかし見えたのは強盗団の大男が拳銃けんじゅうを取り出す光景でした。

「相手が魔女だろうと関係ない……！　先手必勝だ！」

　直後に予見よけんは現実のものとなりました──銃口じゅうこうがアネモネの頭部を狙っています。妙みょうな動きを見せれば撃うつ。死にたくなければこちらに来い。

　いかなる行動も無駄だ。

　言葉にせずとも銃口の向こうにある男の視線がそのように語っていました。

「やめなよ君たち」

　アネモネと銃口の間に、シャロン様が割って入りました。

　彼女を守るように。庇かばうように。

　顔は見えずともしたり顔を浮かべていることが分かるほどに堂々とした背中せなかが、アネモネの視界を覆います。
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「ボクがこの場にいる限り、彼女を攫うなんてことは絶対にさせないよ」

　大男は舌打ちで返しました。

「魔女め……！　邪魔じゃまをするな！　撃たれたいのか！」

　しかしシャロン様は邪魔をするなと言われて引き下がるような魔女ではありませんでした。ついでに言うと魔女でもありませんでした。

　ともかくシャロン様は芝居しばいめいた大袈裟おおげさな身振りと共に語ります。

「ふっ……いかなる脅おどしを受けてもボクはここを退しりぞくつもりはないよ！　なぜだか分かるかい？」


「…………」



「なぜだか分かるかい？」

　何故なぜだ？　と聞いてほしそうに耳を傾けるシャロン様。

「何故だ？」

　大男はノリのいい男でした。

「ボクはいかなる未来も歩む勇気があるのさ……！」

　今のボク超キマってない……？

　自身のあまりの格好よさにシャロン様はたいへんぞくぞくしました。

「大体それ偽物でしょ？」

「いや本物だが？」

「噓だぁ。じゃあ撃ってみてよ」

「別にいいが」

　ドンッ！

　大男はその辺の地面に向けて引き金を引きました。

　本物でした。

「何で本物なんか持ってるわけ？」

「俺たち強盗団だし……」

　なんか話が違くないですか？

　シャロン様は抗議こうぎするように目を細めながら街の人々を睨にらみました。フラッシュモブとかそういうアレじゃないんですか？

（いかなる未来も歩む勇気が、ある──）

　そしてシャロン様と街の住民、それから強盗団の間にかつてないほど混沌こんとんとした空気が流れるなかで、ひとり俯うつむき、言葉を嚙かみ締しめる少女が一人いました。

　アネモネ。

　未来が見える少女。

　けれどほんの少し後ろ向きで、悪い未来を避けることばかり考えている少女でした。

（前にも同じようなことを言われたかも）

　彼女の脳裏に蘇よみがえるのは、一人の旅人との出会いと別れの物語。

　──目を逸そらしてるだけです。そんな未来は噓だと決めつけているだけです。本当は見えているはずです。ただあなたにはその未来を歩む勇気が足りていないだけのことです。

　悪いことを避けるばかり。

　昔からアネモネはそうやって未来を変えてきました。

　しかし今まで通りの方法が常に正しいとも限らないのです。

　考えなしで、ノリが軽くて、未来が縦横無尽じゅうおうむじんに変化する。たまにはそんな風に歩んでみてもいいのかもしれません。


「ま、まあ……ボクは君たちが本物の銃持ってても負けないけどぉ……？」



　魔法が使えないのに未だ虚勢を張り続けているシャロン様の背中の向こうで、アネモネは軽く笑みを浮かべながら、思いました。

　直後に自らの手で、未来を動かしました。

「……！」

　最初に見えたのは銃を構えながらも驚いた顔を浮かべている強盗団の大男でした。

　突然シャロン様の背後から飛び出してきたアネモネに戸惑いながら、銃口を向けます。しかし脳裏に次々と降って湧いてくる未来の光景のなかで実際に男が引き金を引いている光景はまったくありません。

（強盗団は私を狙ってきた。ということは私に危害を加えることはできない。かも）

　強盗団にできることはアネモネが怪我をしないように捕獲ほかくすることだけ。


「へへっ……！」「馬鹿め！　そっちから来やがったか！」



　大男が銃を向けたまま戸惑う最中、仲間の男たちが縄を持って一歩踏み出します。右から二人、左から一人。どのようにして手を伸ばしてくるのかも、未来の光景には映っていました。

「えいっ」

　どのように動けば男たちが互たがいにぶつかるのかも、アネモネには見えました。

「──何っ！」

　男たちが互いに頭をぶつけ、その場にもつれあうようにして倒れます。

　その次に見えた未来の中の一つで、強盗団の大男と魔法使いの二人が必死な形相ぎょうそうで走っている光景がありました。

「シャロンさん、こっち！」

「へっ？」

　それは逃げるアネモネとシャロン様を二人が追いかけている光景でした。

　わけも分からずはわわと目を白黒させるシャロン様の手を引くアネモネ。

「おい、追うぞ！」「は、はいぃ！」

　大男と魔法使いの二人は、既にアネモネが予見した未来をなぞるように、背中の向こうで走っています。

　前を見据みすえて走る彼女の脳裏にはありとあらゆる未来の光景が流れていました。

　道を折れれば行き止まりの未来。路上の小石につまずく未来。水溜まりを踏んで服が汚れる未来──写真のアルバムをめくるようにさまざまな光景が目に留まります。

　アネモネはその都度つど、最良の未来を手にとっていきました。

「待て！」

　こちらに手を伸ばしてシャロン様を摑もうとする大男。アネモネはぐい、とシャロン様の手を引いて、道を左に折れて逃れます。

「──逃がさないよっ！」

　先回りしたのでしょう。ほうきに乗った魔法使いが二人の進行方向から迫ります。しかしアネモネは既にその未来のために備えていました。

「くると思ってたかも」

　服を放り投げるアネモネ。

　シャロン様と二人で街を歩いていたときに買ったものです。

「はわっ！」視界が覆われた魔法使いはほうきの操作を誤あやまり、小蝿こばえのようにふらふらと宙をさまよったのちにゴミ捨て場へと落ちました。

「わあボクみたい」

　ぼんやりと感想を並べるシャロン様とともに、アネモネは再び走り出します。

　絶えず変化し続ける未来を彼女は手探りで摑み取っていきました。まるで見知らぬ街を冒険ぼうけんするような心地。今まで感じたことのなかった高揚感こうようかんがアネモネの胸に広がります。

　この先何が起こっても怖くはありませんでした。

「ククク……もう逃げられないぞ」

　やがて二人は偶然ぐうぜんにも行き止まりへとたどり着いてしまったようです。

　振り返ると、立ちはだかるのは大男。

　路上から二人を見つめていました。

「これで終わりだ」

　肩で呼吸をしながらこちらに銃を構えます。こちらに来なければ撃つ。言葉を発せずとも理解できました。

　しかしアネモネにはこれから五秒後に起こることが見えていました。

「それはこっちのセリフかも」

　大男を指差しながら、アネモネは語ります。

「ここは馬車がよく通るかも」

　水溜まりを踏みしだきながら、けたたましい音をたてて馬車が迫る音が路上に鳴り響いたのはその時のことです。

「──は？」

　道の真ん中で無防備に立っていた大男が視線を向けた頃には既に馬車は眼前まで迫っていました。

「うわあああああああああああああああああああっ！」

　その日、市街ローレントではちょっとした衝突事故が起きたそうです。

　偶然にも被害者は街の中で強盗団として暴れていた男性。どうやらよそ見をしていて馬車の前に飛び出してしまったようです。

　男が捕まったあと、仲間も無事捕縛ほばく。街をうろついていた危険な強盗団は、こうして全員牢屋ろうやへと送られることとなりました──。

　翌日の新聞を眺める自身の未来を眺めながら、アネモネはくすりと笑みを浮かべました。





○






「え、マジで未来見えるの？」

　慌あわただしい一日が過ぎたあとのことです。

　アネモネはシャロン様を連れて喫茶店きっさてんに入り、自らの特異体質とくいたいしつについて話しました。シャロン様が血に汚れるような未来を避け続けたことも含め、自身のこれまでについてすべて明かしました。

　彼女が驚く未来はもちろん既に見えていました。

「ほほーう？　なるほどね。なかなか凄いじゃん。ボクほどではないけどね！」

　ふふん、となぜだかしたり顔を浮かべる未来もまた、見えていました。

　事情を話しても引かれることもなければ気持ち悪がられるようなこともありませんでした。

（未来が見えるってかっこいいな……。ボクも今度から未来が見える魔女を名乗ってみようかな）

　むしろシャロン様は軽いノリでそのようなことを考えるような少女でしたが、アネモネには胸の内までは見えなかったことでしょう。

　ただしたり顔を浮かべて笑っているシャロン様に、アネモネはほっとしました。

　引かれることもなければ気味きみが悪いと思われることもなかった。ただそれだけの結果が、後ろ向きに考えがちだったアネモネにとっては嬉うれしかったのです。

　一つの事件を経へて、アネモネとシャロン様はそれから喫茶店の中で静かなひとときを共にしました。

「ふふん、どうやらボクの武勇伝ぶゆうでんを話してあげるときが来たようだね──」

　いつも浮かべているようなしたり顔で、シャロン様はそれからこれまでの旅路たびじで起こった出来事を語り。

「楽しみかも」

　アネモネは笑みを浮かべて頷きます。

　旅する魔女の思い出話。

　いつか出会った灰色はいいろの髪の魔女のことを思い出しながら、アネモネはシャロン様の物語に耳を傾けるのでした。

　穏おだやかな時間はすぐに過ぎ去っていきます。

　窓の外が夜の闇に沈しずみ、騒がしかった店内で食器を片付ける音が鳴り響き始めた頃に、二人は店をあとにしました。

　街灯がいとうの下を歩く足並みは時計の針のようにのんびりとしていました。

「いつ頃この国を離れるの？」

　首をかしげるアネモネ。

「一応、明日には出る予定だよ」言いながらシャロン様は首をかしげながらもほんの少し眉根まゆねを寄せていました。「雨が降らないことを祈るばかりだね。せっかくの服がまた汚れちゃうし」

　衣装はすべてシャロン様お手製のもの。

　アネモネと街を歩き回っている間に汚れた衣装は洗濯せんたくして元通りになり、今はお日様のような柔らかい香りを全身から漂ただよわせています。

　悪天あくてんに汚れるような未来になることは避けたいのです。

　だからシャロン様は尋ねました。

「明日はどんな日になるかな」

　はてさて。

　どんな日になるでしょう？

　アネモネはお日様のような香りのシャロン様を見つめながら、穏やかに笑いました。
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とある旅人　アヴィリアさん






　最近、お姉ちゃんの様子がおかしい。

　宿でぼんやりと過ごしながらわたしはお姉ちゃんの顔をじっと見つめていました。

「どうかしたの？　アヴィリア」

　白く綺麗きれいなショートヘアを軽く揺ゆらして首をかしげるお姉ちゃん。

　お顔はいつもの通り見惚みとれるほどに美しく整っています。表情も穏おだやかで、大きな悩みなど何もなさそうに見えます。

　けれどここ最近、少々様子がおかしいことにわたしは気づいていました。

　違和感を抱いだいたのは二日ほど前から。

　わたしとお姉ちゃんがこの国の宿に泊まり始めた日のことです。

「お姉ちゃん、お風呂ふろが沸わきましたよ！」

　意気揚々いきようようとお風呂掃除そうじしてお姉ちゃんのためにお湯を沸かしたわたし。お部屋で待っていたお姉ちゃんにさあさあどうぞと促うながしました。

　いつもならばここで「ありがと！」と笑顔を返してくれるところなのですけれども。

「あ、うん」

　こちらを振り返ったお姉ちゃんのリアクションは、軽く頷うなずくだけ。

　どころか、

「先に入っていいよ？」

　などと返す始末。

　結局わたしはお姉ちゃんのお言葉に甘えてお風呂を先にいただきましたが、この出来事を境さかいにお姉ちゃんの様子はおかしくなるのです。

「アヴィリア。これあげる」

　お風呂から上がるとお姉ちゃんは飲み物を渡してくれました。何とわたしがお風呂でゆったりしている間に一人でお出かけをしていたようです。

　一人でお出かけ！

　いつもならば買い物はわたしがするというのに。もしくは二人で行くというのに。一人でお買い物とは奇妙きみょうと言わざるを得ないでしょう。

　翌日の朝も奇妙でした。

「……あれ？」

　目を覚ますとお姉ちゃんのベッドは蛻もぬけの殻から。

　一体どこに？　ひょっとしたら寝ぼけて部屋のどこかへ転がっていってしまったのでしょうか？　寝相ねぞうが壊滅的かいめつてきに悪いお姉ちゃんですし、あり得ない話ではありません。というわけで起き抜け早々わたしはベッドの下からクローゼットの中、果ては窓の外まで探しました。

　結果、お姉ちゃんは外にいました。

「ちょっと散歩さんぽに行ってきたのよ」

　あわあわとお姉ちゃんの行方ゆくえを捜さがしていたわたしにお姉ちゃんは笑顔で答えて言いました。

　日中は二人でお出かけをしました。

「ここから先は別行動にしましょうか」

「え」

　二人でお出かけ、とは？

　宿から出た直後に「じゃあねー」と手をひらひらしながらお姉ちゃんはわたしから離れてしまいました。

　一体なぜ……！

　いくら何でも怪あやしすぎます。わたしはこっそり後を追いました。

　ひょっとしたら悪い人にお金を要求されているのでしょうか？　それとも悪い魔女にお金を要求されているのでしょうか。

　わたしの脳裏のうりを嫌いやな予感が過よぎります。

『ふふふ……アムネシアさん。アヴィリアさんに手を出されたくなかったら……分かりますね？』

『あなたの言うことなら何でも聞くから……妹には手を出さないで……！』

　おお何ということでしょう！　いけません！　お姉ちゃんを守らないと……！

　わたしはこっそりお姉ちゃんの後をつけることにしました。

　姉妹しまいといえどプライバシーは尊重そんちょうしなければならぬもの。単独行動がしたいのならば、そっと目を瞑つむってあげるべきです。

　しかし脅おどされているのならば事情は別です。

「待っててください、お姉ちゃん！　今助けます……！」

　そして人が往来おうらいする街の通りの中を歩くお姉ちゃんを追いかけること数十秒。

「あれぇー？」

　見失いました。

　わたしはわたしの尾行びこう能力の低さにがっかりしました。

「お姉ちゃん……一体なぜ……」

　がっくりと肩かたを落としながら、わたしはひとり寂さびしく街を歩きます。お姉ちゃんが突然変貌へんぼうしてしまった原因がわからないまま、もやもやとした感情だけが頭の中に満ちてゆきます。

　今にも誰かに相談したいところでした。けれどわたしは旅人。悩みを打ち明けられるような友人知人はどこにもいません。

「はあ……」

　この気持ち、誰か聞いてはくれないものでしょうか？

　ため息をつきながら、わたしは街の通りを進みます。

　やがてどうやら広場に着いたようでした。わたしの周りにあった人々の歩みがいつの間にやら広がり、穏やかになっています。

　辺りを見渡せばベンチに座っている人や、遊んでいる子供の姿。大道芸だいどうげいをしている魔法使いの姿がありました。街の人々の日常ともいえましょう。

　今度お姉ちゃんと一緒いっしょに来てもいいかもしれません。

　わたしは今後の下見したみをするつもりで広場をふらふらと彷徨さまよいます。隅すみっこの方には街の人々が利用する掲示板もありました。

　大体こういうところにお仕事の募集などが貼はってあるものです。

　お姉ちゃんと一緒に働くお店を探してみてもいいかもしれません──わたしは特に深く考えることなく掲示板へと吸い寄せられていました。

「……むむ？」

　直後にはて？　と首をかしげました。

　掲示板の真ん中に奇妙な紙切れを見つけたのです。

「魔法統括とうかつ協会……投書係とうしょがかり？」

　聞いたことのない言葉でした。声にして読み上げてみてもやはり初耳です。投書係とは一体何でしょう？

『あなたのお悩みを是非ぜひ聞かせてください！』

　キャッチフレーズ的な言葉とともに投書係の説明が綴つづられていました。曰いわくわたしたちが滞在たいざいしている国のお隣となりにある魔法統括協会の支部にて、何でも相談を請うけ負おう便利な係が出来たのだとか。

　ほうほうなるほど。

　どんな相談でもよいのでしょうか？

『魔法に関わるものでなくてもオッケーです！』

　チラシにはそのように綴つづられていました。

　なるほどなるほど。

　わたしはくるりと踵きびすを返しました。

　お手紙を出すために便箋びんせんをいっぱい買わなければなりませんからね！




　こうしてわたしはその日のうちに投書係にお手紙を書きました。

　見ず知らずの方が対応してくれることは分かっていましたから、とてもとても赤裸々せきららに、自身の事情を手紙の中に収めたのでした。





投書係　イレイナさん






　いつものように他の職員よりも早めに職場について業務ぎょうむをこなす勤勉きんべんな魔女は誰か。

　そう、私です。

「ふむ」

　本日もいつもと同じく魔法統括協会の代表から「これ飲んでね！」と渡された紅茶こうちゃを口にしつつ、投書を読み上げます。

『こんにちは。わたしの名前はアヴィリアと申します──』

　綴られていたお悩みはとてもとても可愛かわいらしいものでした。

　大好きなお姉ちゃんの様子が最近おかしい。気になる。何かあったのか分からない。けれど相談できる相手が身近にいない。

　要するに単なる愚痴ぐちですね。

　私がよく相手にしている欲まみれの投書の数々に比べれば可愛らしいものでしょう。

「アヴィリアさん、ですか……」

　しかしながら投書の内容よりも気になるのは、このお名前です。見覚えしかありません。ひょっとして私の知り合いでしょうか？

　私はすぐさまお手紙を返しました。

　長々ながながとやりとりするのが面倒めんどうだったので、質問をいくつか書いて送りつけることにしました。すべて「はい」「いいえ」「部分的にそう」「わからない」で答えることができるようにしてあります。回答を見ればこのアヴィリアさんが私の知る彼女かどうかはわかるはずです。

　それでは回答を見てみましょう。

『あなたの髪は白色ですか？』

『はい』

『あなたのお姉さんは優やさしい人ですか？』

『はい』

『あなたは魔法が使えますか？』

『はい』

『あなたの知り合いに灰色はいいろの髪の魔女で絶世ぜっせいの美人はいますか？』

『いいえ』

『あなたの知り合いに灰色の髪の魔女がいますね？』

『はい』

『美人ですね？』

『いいえ』

　なるほどわかりました。

　私は手紙を送りつけます。

『あなたは信仰しんこうの都みやこエスト出身のアヴィリアさん。お姉さんの名前はアムネシアさん。姉妹二人で新しい故郷こきょうを探して旅をしていますね？』

　特徴からして私の知り合いのアヴィリアさんであることは明白めいはくでした。私はどうもお久ひさしぶりですという気持ちを込めてお手紙を送って差し上げました。

　面白おもしろいくらいに驚愕きょうがくに満ちたお手紙がすぐに戻ってきました。

『な、なぜそれを……！　やはり投書係さんってプロの方なのですね……！』

『褒ほめ称たたえてくれていいですよ』

『まさか少し質問されただけでわたしの素性すじょうが丸裸まるはだかにされるなんて思いませんでした』

『ふっふっふ……。いやあそれほどでも』

『ちなみにあなたのお名前を伺うかがってもいいですか？』

『イレイナと申します』

『誰かと思えばイレイナさんですか。プロだと思ったのにがっかりしたのです……』

『落差らくさがひどい』

『人の悩みを勝手に覗のぞかないでくれますか』

『勝手に書いてきたのはあなたのほうでしょうに』

　まったく何言ってんですかこの娘は。

　ちなみに私が現在働いている魔法統括協会の支部は近頃新しい魔法技術を投入したようで、例えば近隣諸国きんりんしょこくとの手紙のやりとりであれば魔法を用いて文字を転写てんしゃし、書いた直後に相手に送ることができるようになったそうです。

　お手軽でよいですね。

『イレイナさんのくそやろう』

　結果こんな使い方をされるようにもなったわけですけれども。

　お互い楽をしようとした弊害へいがいですね。

　私は自らが置かれている状況を簡単に説明して差し上げました。かくかくしかじかなどと。

　返ってきたのは一言でした。

『イレイナさんにしては珍めずらしいですね』

『そうでしょうか？』

『そんなところで真面目まじめに働くだなんてイレイナさんらしくありません』

『私のことを何だと思っているんですか……』

『喫茶店きっさてんで不真面目に働いていたことを忘れたとは言わせないのです』

　いやまあ確かに猫耳ねこみみつけてアヴィリアさんと喫茶店で働いた時はテキトーにやり過ごしたりもした気がしますけど……。

『案外ちゃんと働いてみるのも楽しいものですよ。たまにはこういうのも悪くはありません』

『ますますイレイナさんらしくない言動げんどうなのです。何かに操あやつられているんですか？』

　アヴィリアさんからの投書を眺ながめながら、はたと思います。確かに私らしくもありません。特別許可証のために延長を受け入れたとはいえ、毎日のように早めに職場についてお仕事をするだなんて、少々やり過ぎな気がします。

「んん……？」

　一体なにゆえ私はこんなにも頑張がんばっているのでしょう？

　首をかしげてしまいます。

「はい、イレイナさん。これどうぞ」

「ああ、どうも」

　かしげた直後に代表さんから紅茶を手渡されました。

　今は疑問を抱いている場合ではないですね──紅茶を飲みつつ目の前にある投書への対処たいしょに戻る私でした。

『一応、アヴィリアさんの投書の内容は概おおむね理解しました。お姉さんが最近単独行動しがちで寂しいという話ですね』

『はー？　全然違いますけど』

『そうでしょうか？』

　少なくとも私はそういう風に捉とらえましたけれども。

『お姉ちゃんが急に単独行動をするようになって何を考えているのか分からなくて気になるという話なのです！』

　それは同じ意味では……？

　何が違うのかさっぱりですけれども。まあいいでしょう。投書係としてのお仕事を遂行すいこうするとしましょう。

『そういう状況でしたら最適な対処法がありますよ』

『ほほーう？　何ですか？　参考程度にお耳をかたむけてあげてもいいのです』

『態度が大きくてやる気が阻害そがいされたので投書のやりとりやめてもいいですか』

『調子に乗ってごめんなさいなのです』

『素直に謝れるのはいいことです。褒めてあげましょう』

『ふふふ。イレイナさんにはできないことですね……！』

『ぶっとばしますよあなた』

　それはさておき。

　本題へと入るとしましょう。

『たぶん現状における最適な対処法としては、アムネシアさんのことを頭から外してしばらく過ごしてみることですね』

　以上。こんな感じでどうでしょう？

　返事はすぐにきました。

『そ、それはつまり……お姉ちゃんを忘れて過ごせ、ということですか？　イレイナさんはおバカなのですか？　わたしがお姉ちゃんを忘れたら空っぽになってしまうのです！』

　あからさまなほどの動揺どうように乱れた文字でした。

　本当に心の底からお姉さんがお好きなようで。

　しかし私は冷静にアヴィリアさんに答えます。

『アヴィリアさんは「押してダメなら引いてみる」という考え方をしたことはありませんか？』

　お話を伺った限りなんとなく感じたのはアヴィリアさんが普段からアムネシアさんのことばかりを考えておられるということ。

　ひょっとして何かをする上でアムネシアさんを優先してはいませんか？　お風呂に入るときも、宿に泊まるときも、何をするにしてもまずはお姉さんを優先する。そんな生活を続けてはいませんでしょうか。

　最初の頃こそ感謝の言葉を口にしていたかもしれませんが、ひょっとしたらアヴィリアさんにお世話せわされることに慣なれすぎてしまったのかもしれません。

　などなどと私は淡々たんたんとアヴィリアさんに説明してあげました。

『わたしは別にお姉ちゃんに感謝されたくてお世話してるわけではないのです』

　手紙の向こうで頰ほおを膨ふくらませていそうなつんつんとした文章が返ってきました。

　説明が足りなかったようですね。

『ま、端的たんてきに言うとアムネシアさんもたまには一人で何かしてみたくなったというだけの話ということですよ。アヴィリアさんもたまには一人で街を散策さんさくしてみたらどうです？　意外と新しい発見があるかもしれませんよ？』

『そういうものでしょうか』

『そういうものです』

『でも……このまま放っておいたらお姉ちゃんが離れていってしまいそうで怖こわいのです……』

　心配性ですね。

　ひょっとして斯様かような性格ゆえに何かとアムネシアさんにお世話をしたくなってしまうのでしょうか。

　私は微笑ほほえましく感じながら、彼女の頭をそっと撫なでるように柔やわらかい文字で手紙を綴ります。

『大丈夫だと思いますよ』

　あなたたちは血のつながった姉妹なんですから、と。





とある旅人　アヴィリアさん






　物は試しというものです。

　わたしはイレイナさんのアドバイス通りにお姉ちゃんのことを考えずに一人でふらふら街を歩いてみることにしました。

　あてもなく歩いた先にたどり着いたのは広場。

　先日お姉ちゃんを追いかけている間に来た場所です。見渡す限りに見えるものは相変わらず。おしゃべりしている婦人ふじんやご老人の姿、遊んでいる子供の姿。それから大道芸を披露する魔法使いの姿。

　先日と変わり映えのない日常がそこにはありました。

　わたしは特に何も考えることなくぼーっとベンチに腰こしを下ろし、これから何をしようかと考えました。

「うーん……やっぱりお姉ちゃんのいない一日というのはどうにも違和感がすごいのです……」

　いつも隣にいるはずの人がいない。たったそれだけのことなのに、座っているだけでも首をかしげてしまいます。

　むむむ……。

「やっぱり倦怠期けんたいきって辛つらいですよねぇ……」

　座ってたら急に変な人が隣に腰を下ろしました。

「あなたもそう思いますよね？」

　首をかしげる彼女。

　ふわふわの金色の髪を頭の横でひとつに結んでおり、瞳ひとみは青みがかった紫むらさき。細い銀フレームの眼鏡めがねをかけていました。

　はてどなたでしょう。知らない人です。

「ヴィオラです」

　ヴィオラさんだそうです。やっぱり知らない人なのです。

　知らない人なのに私の隣でぴったりと肩をくっつけています。パーソナルスペースどうなってるんですか？

「実は私、最近、大事な子と倦怠期けんたいきでして……」眉まゆを寄せながら彼女は悩ましげな様子でいきなり語りました。「昔からつんつんとした様子の子だったのですけれども最近は特に冷たくなっていて……まったく、どうしてこうなってしまったのでしょう？　あなたはどう思いますか？」

「どう、と言われましても……」

　わたしたち赤あかの他人たにんのはずなのですが？

　というかわたしはあなたのこともパートナーのことも何も知らないのですが。

「あそこに大道芸をしている魔法使いがいますよね？」

「急に何なのですか」

「あれが私のパートナーです」

「聞いてませんけれども」

「聞きたそうな顔をしていましたので」

「あなた心が読めるのですか」

「ふふふ……美少女びしょうじょの心だけ、ですけどね……？」

「そうなのですか……」

　じゃあとっとと離れてくださいと先ほどからずっと願っている気持ちは無視しているということなのですね。ひどい人なのです。

「ところであなたは倦怠期の対処法をご存ぞんじですか？」

「知りませんけれども」

「うふふ……ではお教えしましょう。いいですか？　倦怠期というのはいつもの環境に慣れすぎてしまったことが原因で起こる一種の飽あきのようなものです」


「…………」



「そしてこの倦怠期を乗り越える方法として最も最適な方法。それは──」

　言いかけたところで、彼女はそっとわたしの耳元に口を寄せました。

　そのうえで囁ささやくのです。

「あえて距離を取るといいんですよ……」

　あえて距離をとる……！

　わたしはそのアイデアにはっとしました。確かにあえて距離をとることでお互いの大切さが身にしみて分かるというもの。実際のところ今わたしは一人でいることでお姉ちゃんの大切さを嚙かみ締しめています。ひょっとしてお姉ちゃんも同じ気持ちなのでは？

　そう思ってみると何だかやる気が出てきましたね。

「というわけで倦怠期が来たら距離をとってみましょう！　私たちのように。そうすればきっとお互いのことをより深く想えるようになるものなのです」

　ぎゅっ、とわたしの手をとるヴィオラさん。

　……何なのですかこの手は。

「ところで話は変わりますけど今お暇ひまですか？　よかったらこれから私とデート──」

　すぱぁん！

　わたしにお誘さそいの言葉を並べていたヴィオラさんの頭部に水の塊かたまりが飛んできました。吹ふっ飛とぶ眼鏡。拾ひろい上げてかけてあげるわたし。

　それから直後にヴィオラさんの首根くびねっこを女性が摑つかみました。

　先ほどから大道芸をしていた女性です。

「おまえ。また他の女にちょっかい出したな？」

　褐色かっしょくでやや露出度ろしゅつどの高い女性はゴミを見るような目をヴィオラさんに向けていました。

　ヴィオラさんは両手の指先をつんと合わせて子供のように口をとがらせます。

「倦怠期だったから寂しくて……」

「前もそんなこと言って街の女に手を出した」

「そのときも倦怠期でしたし……」

「倦怠期じゃなくておまえが節操せっそうなさすぎなだけ」

　こっちに来い、と褐色の魔法使いさんはヴィオラさんをずるずると引きずります。

「はわわ……」

　こうしてヴィオラさんは魔法使いさんに連行されました。

　わたしはその場に取り残されながら、離れゆくヴィオラさんにとりあえず別れの意を込めて手を振るのでした。

「また会いましょうねー！」

　こちらに気づいたヴィオラさんは投げキスをよこしながら声を張っていました。


　…………。



　一人で街を歩いたとたんとんでもなく変な人に会ってしまいましたね……。




「あははは！　何その人」

　宿に帰ったあとのこと。

　わたしは今日一日であったこと──というよりヴィオラさんに一方的に絡からまれた話を早速さっそくとばかりにお姉ちゃんに明かしました。

　わたしとしては迷惑で変な人に口説かれた話をしたつもりだったのですが、楽しそうにお姉ちゃんはお腹なかを抱えるばかり。

「笑いごとじゃないのです」

　頰ほおを膨らませてみせるわたしでした。

　けれどお姉ちゃんの笑顔に釣られて、次第しだいにわたしの頰も緩ゆるんでいきます。ただ一日あったことを報告しただけのこと。何も特別なことはありません。

　しかしいつもお姉ちゃんのことばかり考えていた頃のわたしでは、確かにこのような話題を振ることもなかったでしょう。

　倦怠期、というわけではありませんけれども。

　今日はいつもと違った話題でお姉ちゃんと盛り上がりました。

「実はわたしも今日は面白いことがあってね──」

　それからお姉ちゃんは一人で街を歩いていたときのことをわたしに語ってくれました。わたしと一緒に行ったらきっと楽しめそうないいお店を見つけた話。道の隅に綺麗な花が咲いていた話。おしゃれな服屋さんを見つけた話。

　たわいもない日常の物語です。

「明日は何をしようか？」

　お姉ちゃんはいつものように柔らかい表情を浮かべたまま、わたしに尋ねます。

　わたしは答えました。

「たまにはお互い別行動というのはいかがでしょう？」

　そしてお互い宿に帰って、また笑い合うのです。

　素敵な素敵な今日のように。





投書係　イレイナさん






　それはアヴィリアさんからの投書を受け取るよりも少し前の話。

『こんにちは。わたしの名前はアムネシアと申します──』

　その日、私が受け取った投書に綴られていたお悩なやみはとてもとても可愛らしいものでした。

　曰くこのアムネシアという方はとても賢かしこくて可愛い妹と共に旅をしているそうですが、妹さんにまつわる悩みを一つだけ抱えているのだそうな。

『わたしの妹はとてもいい子なのだけれど、何をするにもいつもわたし優先で、自分のことを後回しにしてしまう癖くせがあるんです。わたしのことを大事に思ってくれるのは嬉うれしいのですけれど、わたしとしては、もっと自分自身のことも大事にしてほしいとも思うんです』

　たとえば一人で街を歩いて、自身で感じたこととか、楽しかったこととか、あるいはささやかな出会いと別れの話だとか。

　そういったお話をしてほしいのだと彼女は語りました。

　なるほどなるほど。つまるところ過保護かほごな妹さんを少し自立じりつさせたい、と。

　そういうお悩みですね？

　ふむふむ。と私は頷きながら、しかしながら少し投書の内容に引っかかるものを感じました。いえ内容は至いたって普通なのですけれども。

「アムネシアさん、ですか……」

　呟つぶやきながら思います。このお名前。見覚えしかありません。ひょっとして私の知り合いでしょうか？

　私は確認をするためにすぐさまお手紙を返しました。

　長々とやりとりするのが面倒だったので、質問をいくつか書いて送りつけることにしました。すべて「はい」「いいえ」「部分的にそう」「分からない」で答えることができるようにしてあります。回答を見ればこのアムネシアさんが私の知る彼女かどうかは分かるはずです。

　それでは回答を見てみましょう。

『あなたの髪は白色ですか？』

『はい』

『あなたの妹さんは優しい子ですか？』

『はい』

『あなたは魔法が使えますか？』

『いいえ』

『あなたの知り合いに灰色の髪の魔女で絶世の美人はいますか？』

『？　質問の意図いとが分からないんですけど？』

『あなたの知り合いに灰色の髪の魔女がいますね？』

『えっと』

『美人ですね？』

『ひょっとしてあなたイレイナさん？』

　せっかく答えを選択式にしたのに手書きでこちらに対して質問を返してくるアムネシアさんでした。

　とはいえこれではっきりしました。

　やはり私の知るアムネシアさんだったようですね。

『どうもどうも』こんにちはー、と軽く手を振るような気持ちで私は投書を綴りつつ、事情を軽く説明しました。

　かくかくしかじか。

『要するに魔法統括協会のお仕事を手伝ってあげている、と……なるほどね。大変なのね、イレイナさんも』

『ええ、まあ。手伝うどころかこの支部の代表を手懐てなずけてすらいますけどね』

　私は書きながらティーカップを掲かかげます。

「はいイレイナさんどうぞっ！」

　するとこのようにどこからともなく支部の代表が飛んできて紅茶を注いでくれます。「喉のどが渇かわいたらいつでも言ってくださいね？」

　紅茶を嗜たしなみながら私はどうもと会釈えしゃくを返しつつ、アムネシアさんの投書に目を通します。

『でもよかったかも。こういうのって知らない人に相談するよりも、仲良い子に相談したほうが気が楽だし』

　それに、またお話ししたいと思ってたし。

　アムネシアさんはそのように綴っていました。

『いまどちらにいるんですか？』

　私が返すと彼女は国名だけ綴って返してきました。

　ちょうどお隣の国。会おうと思えばすぐにでも会いに行ける距離ですね。

　私たちは存外ぞんがいすぐ近くを旅していたようです。あるいはすぐ近くにたまたま辿たどり着いてしまったのかもしれませんけれども。

『よかったら会う？』

　彼女は続けてそのように綴ってお手紙をくれました。

　シンプルにお返ししましょう。

『いえ、大丈夫です』

　私はしばらく仕事で席を外せそうにありませんし。

　それに、すぐ近くにいるのなら、そのうち街でばったり会うかもしれません。再会を果たすならその方がきっと気軽で楽しいような気がするのです。

『言うと思った』

　手紙の向こうで彼女が苦笑くしょうしている気がしました。『それで、恥はずかしがりのイレイナさんは投書係としてわたしにどんなアドバイスをしてくれるの？』

　恥ずかしがりとは失敬しっけいですね。

　肩をすくめつつ私は手紙を綴ります。

『アムネシアさんの相談に対する回答は一つですね』

『うん。なになに？』

　私は答えました。

　曰く。

『倦怠期を乗り越える最適な方法ってご存じですか？』

　まあ別にアムネシアさんたちは普通に仲のいい姉妹なだけでお付き合いをしているわけでも何でもありませんが、恋人関係を例に話したほうが手っ取り早いでしょう。

　私は淡々と紙に方法を綴ります。

　端的に言ってしまうとそのアドバイスは、

『要するにアヴィリアから一旦いったん距離を置いてみろ……ってこと？』

　ということになります。

　私はアムネシアさんに頷きました。

『距離を置くことで一人になる時間を与えてあげるんです。自分自身を見つめ直すためには一人でいるのが一番ですよ』

　そうすればきっとそのうち一人でいるときに見聞きしたものをアムネシアさんに話すようになると思いますよ。

　と私は宥なだめるように綴りました。

　しかしお姉さんは随分ずいぶんと心配性のようです。

『うーん……、放っておく、かぁ……。大丈夫かな……落ち込んだりしなければいいけど』

　アヴィリアさんが心配性なのと同様にアムネシアさんもまた心配性のようですね。

　似た者同士。

　私は微笑ましく感じながら、彼女の肩にそっと手を触れるように、柔らかい文字で手紙を綴ります。

『大丈夫だと思いますよ』

　あなたたちは血のつながった姉妹なんですから、と。
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　平原の真まん中なかをほうきに乗った少女が二人並んで飛んでいました。

　お揃そろいの制服を身に纏まとう彼女たちは学生であり、長期休みを利用した旅行の真まっ最中さいちゅう。

　一人は紫色むらさきいろの髪かみを後ろ一つに結むすんでいる少女。凛りんとした瞳ひとみで地図を片手にほうきを操あやつっています。

　名前はリナリア。

　無類むるいの歴史れきし好きであり、この二人旅の発案者はつあんしゃ。

「アルテ、国が見えたわよ」

　隣となりを見つめて語りかけるリナリアさん。

　栗色くりいろのショートカット。同じ制服を身に纏うアルテちゃんはリナリアさんの旅の同行者でもあり、そしてわたしのことでもあります。

「次はどんな重要文化財じゅうようぶんかざいが待ってるんでしょうねえ」

　ぽやっとしながらわたしは言いました。

　わたしたちの二人旅は、世界各国の重要文化財をめぐる旅。二人の間では歴史探訪たんぼうと呼びあっているものです。

　元はといえば歴史探訪はリナリアさんからのお誘さそいに軽く頷うなずいたことが発端ほったんで、わたし自身はリナリアさんの付き添そい的な気分で各国を回り始めたのですけれど、なんやかんやと様々な国を回ってきた日々は慌あわただしくも楽しい毎日でした。

　今となっては次に訪れる国がどんな文化遺産いさんを持っているのかが気になる程度には歴史に興味きょうみを抱いだいているとも言えます。

　というわけで期待に目を輝かせるわたし。

　対してリナリアさんの回答はシンプルでした。

「特にないわ」

　ない！

　ないんですか？　なにも？

　ええー？

「何でそんな国に行こうと思ったんです……？」

「歴史探訪もたまにはお休みが必要でしょう？」

　お休み中にやってる旅行なのにお休みが必要とはこれ如何いかに？

　などなど聞きたいところではありましたけれども、細かいところはさておき。

「ひょっとして旅行ルートを間違えちゃった……とかではないですよね？　リナリアさん」


「…………」



「あれれ？　リナリアさん？」

　とにもかくにも本日もわたしたちは国から国を渡るのです。

　平原を走った先に見えた国。

　そこは憂うれいのコルドーネと呼ばれているそうです。




　リナリアさん曰いわく、憂いのコルドーネという国は歴史的な遺産は特になく、観光名所と呼ばれる場所もなく、強しいていえば魔法道具の職人が多く在住ざいじゅうしている程度。つまりは観光客が来るような国ではないそうで、

「魔法使いの学生二人で旅……ねえ」

　門の前に辿たどり着いたわたしたちに、門兵さんは少々訝いぶかしげな顔を浮かべていました。「一応聞いておくけど、家出とかじゃないよね？」

「は？」門兵さんとの会話の第一声から既すでに苛立いらだっているのは紫色の髪を後ろ一つに結んでいる歴史大好き美少女リナリアさん。

「いやあ最近多いんだよね、反抗期はんこうきの勢いきおいで家出する子。うちじゃあ責任取れないから、そういう後ろ暗い事情を抱えている子は入国をお断りするようにしてるんだよね」

「全然違うけど」

「で、それじゃあそういう事情を抱えてないことは証明できる？」

「は？」

　そんなのいちいち提示する必要あるの？　プライバシーの侵害しんがいじゃないの？　職権濫用しょっけんらんようじゃないの？　何なの？　などなどとにかく苛立ちがとても隠せないほどにお顔から溢あふれているリナリアさん。強気つよきな態度で来られるとむっとしてしまうのがリナリアさんという方でした。

　わたしは「ま、まあまあ」と宥なだめつつ、

「証拠しょうこになるか分かんないですけど」

　と門兵さんの前で荷物をオープン。観光地にてお土産みやげにとノリで買った物がそこそこ詰つめ込まれていました。

「……ふうん」

　門兵さんはふむふむと頷きつつ、わたしを見つめます。「観光地を回っているのは本当みたいだな。……ま、今回は特別に許可してあげよう」

　それから渋々しぶしぶ許可をもらったわたしたちは、門兵さんから書類を渡され、サインをして返します。

「感謝してくれよ。普段はもっと厳きびしく取り締まってるんだから」

　どうやらこの国の門を通るのはとてもとても難しいようですね。わたしたちは運がよかったのかもしれません。

「ふっ……あなたも感謝することね。私に魔法で消けし炭ずみにされなかったことをね……」

　門を通りながらリナリアさんはぽつりと怖こわいことを呟つぶやいていましたが、まあこれは多分冗談じょうだんでしょう。冗談ですよね？

　とにもかくにもそういった経緯けいいでわたしたちはこの国の街の通りを歩くことになりました。

　端的たんてきにいってしまえば、憂いのコルドーネという国は少々くたびれた印象のある国でした。

　通りを歩く人々の顔には生気せいきがなく、大通りに立ち並ぶ露店ろてんも静か。

　簡単かんたんなお料理を置いているお店、干ほし肉にくを置いているお店、果物くだものを置いているお店などが立ち並んではいましたが、どことなく疲つかれた様子の店主たちの傍そばに置かれているせいかどれも色褪いろあせて見えてしまいます。

　そんな雰囲気ふんいきに知らないうちに吞のまれてしまったのか、わたしたちもしばし静かに二人並んで歩くのでした。

　初めて「わっ」と声をあげたのは、それから数分後のことです。

「みてみて！　リナリアさん！　杖屋つえやさん！」

　通りに面していた露店の一つを指差して、わたしはリナリアさんの裾すそを引っ張ります。

　いい感じの杖、手になじむ杖、デザインが可愛かわいい杖。ありとあらゆる杖が並べられている露店がありました。魔法使いとしてはなかなかテンション上がる光景こうけいです。

　早速とばかりにわたしはリナリアさんを連れて店の前に立ちました。

「この杖ちょっと試してみてもいいですか？」

　気に入った杖を手に取り、店主さんに尋たずねました。


「…………」店主さんはわたしたちをじっと見つめつつ、嫌いやそうな顔で軽く頷くだけ。



　わたし、何か気に障さわるようなことをしてしまったのでしょうか？

　結局わたしたちは通行人が後ろを通るなかで何本か杖を手にとり魔法を少し試すだけ試してお店をあとにしました。

「なんだか不思議ふしぎですね」

「ええ」

　頷くリナリアさん。

　街は静寂せいじゃくに包まれ、通りを歩く人々も大声を出すことはありません。

　ただ、杖屋さんに伺うかがった後になって気づいたことが一つありました。

　街の人々の視線です。

　彼らはただ疲れた様子で通りを往来おうらいしているだけのように見えましたが──けれど視線を合わせてみれば、杖屋さんの店主と同じように、わたしたちを見つめる視線にはどことなく嫌悪けんおが浮かんで見えるのです。

「旅人だわ──」「しかも魔法使い──」「何しに来たのかしら──」「ひょっとしてまた危あぶない薬でも売り込もうとしてるんじゃ……」「近づかないほうがいいわ──」

　耳を澄すませてみればひそひそと話し合う声がそこら中から聞こえます。

　何やら危険視されてるみたいですね。

　杖屋さんで魔法を使ったこともよくなかったのかもしれません。どこを見渡してもわたしたちを見つめる視線があります。

「ひとまずこの国では大人しく過ごしたほうがよさそうね」

　ため息混じりにリナリアさんは言います。「私たちみたいな魔法使いのことを快こころよく思っていないみたいだし、適当に一泊して次の重要文化財の元へ向かうとしましょう」

「そうですねえ……」

　わたしはできればこういう普通の国も堪能たんのうしたかったですけど。田舎者いなかもののわたしにとってはどんな場所でも楽しいところですし。

　それに旅行って何なんしててもわくわくするけん（方言ほうげん）。

「宿を探して今日は早く寝ましょう」

「りょーかいですー」頷きながらもわたしはやはりこの国のことが少し引っかかるのでした。「でも何でこんなに敵視てきしされてるんでしょうね？」

『いい着眼点ちゃくがんてんですわね！　一体なぜだか気になりまして？』

「そりゃあもちろん気になり──むむ？」

　何です？　今のセリフ。「リナリアさん急にどうしたんですか」

「？　何が？」

「急にお嬢様じょうさま口調で喋しゃべったじゃないですか」

「喋ってないけど……」

　あれれ？

　首をかしげるわたし。一方でリナリアさんはといえば「変な子……」と言いたげな冷たい視線をくれるばかり。

　違うんですよ、誤解ごかいなんですよ。

「いやあの、今確かにお嬢様言葉で喋ってる声が聞こえたんですけど──」

『まあ！　この辺りにお嬢様がいますの？　一体どこかしら？』

「ほら！　いま聞こえました？　リナリアさん！」

　ほんの少しだけ籠こもった声がどこからともなく響ひびいています。ほらほら！　とわたしが袖そでを引っ張ると、「確かに……」と彼女は目を合わせてくれました。誤解が解けてなによりです。

「ちょっと聞き覚えがある声ね……」

　小首こくびをかしげるリナリアさん。

　言われてみれば確たしかに。どこかでお会いしましたっけ？

『ところでお二人とも？　こんな辺鄙へんぴな国に一体何の用でして？』

　声の主もまたわたしたちに面識めんしきがあるような口振りで語っていました。『こんなところで偶然ぐうぜんにもお二人と再会できたことは嬉うれしいですけれども、事情が事情なだけに少し複雑な心境しんきょうですわ！』

　手繰たぐり寄せるように声が響く元をわたしは探りました。

　通りの隅、建物と建物の間。狭せまい路地ろじの中から、お嬢様言葉が響いているような気がします。

　気がしますけれども奇妙きみょうなことにそこに人の姿はありません。

　あるのはゴミ箱ばこのみ。

　……ちょうど人がひとり入りそうな、ゴミ箱のみ。

『ところでお二人とも？　宿にお泊まりになる予定はありますこと？』

　顔を見合わせつつ、わたしたちは答えます。

「ありますけど」

「ちょうど今探していたところだわ」

　すると目の前のゴミ箱がガタガタと震ふるえました。

　まるでわたしたちの返答を喜ぶかのように……。

　なんだか嫌な予感がするなぁと思いながら眺ながめること数秒間。やがてポンっ、とゴミ箱の蓋ふたが飛んで、中から少女が現れました。

「それならちょうどよかったですわ！」

　ふかふかもふもふの黒い筒つつっぽい形の帽子ぼうし。金色の髪は流れるように垂たれたロングヘア。着込んでいるのは少々暑さのある気候きこうなのに黒いゴシックドレスのようなデザインのローブ。

　ずっとゴミ箱の中にいたせいか、彼女の頰ほおは少々上気じょうきしているように見えました。

　もしくはわたしたちとの再会を喜んでくれているのでしょうか。

「お久しぶりですわ！」

　ゴミ箱の中にいたのは、歴史探訪の最中に一度お会いしたことのある魔法使いさん。

　名前はプリシラ。

　わたしたちと同じく、魔法学校に通っている女の子でした。





○






　知り合いの女子学生がなぜかゴミ箱の中で引き籠こもっている。そんな意味の分からないシチュエーションに偶然通りかかったわたしたちは、ひとまず事情を聞くべく彼女を連れて宿に辿り着きました。

「うちに泊まりたい、ねえ……」

　ゴミ箱に籠もっていたせいで変な臭においを放っている女の子を連れているため受付ではとてもとても嫌な顔をされましたが、丁寧ていねいにお願いした結果、渋々一泊を許してもらえました。

　わたしたちとしても臭いが気になってお話などとてもできる状態ではなかったので、ひとまずシャワーを浴びてもらいました。

　出てきたのはおおよそ三十分後。

「ふう……助かりましたわ」

　入念にゅうねんに洗ったおかげかフローラルな香りを全身から漂ただよわせながら、プリシラさんはシャワー室から出てきました。

「一体何があったんですか？」

　彼女とは歴史探訪の中で一度会ったことがあるだけですけれど、少なくともゴミ箱に自ら突っ込んでいくような変な人ではないはずです。

　何らかの事情があったことは明白めいはくでしょう。

「わたくしにまつわる事情を語る前にまずはお礼からさせてくださいまし！」

　まだ少しだけ湿しめっている髪を靡なびかせながらプリシラさんはわたしたちに言いました。「助けてくださり感謝しますわ。それに着替えの服までいただいてしまいましたし」

「まあそれは大したことじゃないですけど」

　べつにいいですよー、とわたしは言いました。

　ちなみに現在プリシラさんが着ているのはわたしの予備の制服。こうして宿で顔を合わせてお互たがい腰こしを下ろす様子はまるで旅行に来ている仲良し学生のよう。

「でも制服姿、似合にあってますね」

「えへへ……」

　両手を頰に添えてもじもじと体をくねらせるプリシラさん。

　前回お会いしたときは暑さを我慢がまんして黒いローブを纏っていましたけれど、今回は流石さすがに脱がざるを得なかったのでしょう。ゴミ箱に全身突っ込んでましたし。

「ちなみにあなたの服は今洗っているところだから」

　明日には着れるはずよ、とリナリアさん。

「感謝しますわ！」

「それで、何でゴミの真似事まねごとなんてしていたの？」

「それには深い事情がございますの」

「じゃないと困こまるわ」

　そういう趣味しゅみの子だったら嫌だし……と顔をしかめるリナリアさん。

　プリシラさんは少し申し訳なさそうな様子で言いました。

「ちょっと長話になってしまうかもしれませんけれども……聞いてくださります？」

　もちろんですとも。

　わたしとリナリアさんは互いに頷き、お話を促うながします。それからプリシラさんが語り始めたのは、彼女がこの国に滞在を始めた日から今に至るまでの物語。

「実はわたくし、この国で追われる身になっていますの」

　ただの学生の彼女が犯罪者として指名手配されるに至るまでの物語でした。







　あなた方お二人と同じく、実はわたくしも学校が長期休暇に入る今の時期にちょっとした旅行をしていましたの。

　短期でアルバイトをしたり、国から国を渡ったり。自由に過ごしながら、まるで旅の魔法使いのような生活をしてみましたの。

　旅人になりたい、わけではありませんけれども、勝手気ままに過ごす生活というものを体験したかったものですから。

　わたくしがこの国に辿り着いたのはそんな旅の最中。ほうきで平原をふらふらと飛んでいたときのことでしたわ。

　憂いのコルドーネ。

「学生一人で旅行……ねえ」

　ひょっとして家出では？　と疑惑ぎわくをかけられましたけれども言語道断ごんごどうだん。わたくし出る家がありませんもの！　それはさておきわたくし懇切丁寧こんせつていねいにただの旅行でこの国を通っただけだと説明しましたの。そうしたら通してくれましたの。何と物分かりがいい門兵さんかしら！　わたくし、いたく感動しましたわ。

　それからわたくしは期待を胸にこの国の門をくぐりました。

　……お二人もひょっとしたら街を歩いた時に感じたかもしれませんけれども、この国はどことなく元気がない、疲れた様子の国だったようでしたわ。

　露店で働く人々、喫茶店きっさてんで働く人々──街の至るところで見かける顔のほとんどに笑顔がありませんでした。暗く、疲れた様子でため息を漏もらすばかり。

　なぜかしら？　わたくしとても不思議に思いましたの。

「一体どうして暗い顔をしているのですか？」

　ですからわたくし、その日のお昼過ぎに喫茶店でたまたま隣となりの席に座った女性に尋ねましたの。知らないことがあれば率直そっちょくに尋ねる。それがわたくしの流儀りゅうぎですわ。ちなみに流儀は今考えたものですわ。

「暗い顔をしている理由……？」

　大変疲れた様子の女性客は、わたくしを見つめながらため息をついていましたわ。「悪いけどいまは仕事のことで頭がいっぱいだから、後にしてくれる？」

　女性客は迷惑そうな様子でわたくしを手で払はらいました。手元には紙とペン。お仕事しながらお食事を摂とっているようですわね。

　答えを得られませんでしたからわたくし、他のお客様にも同様の質問を致いたしましたの。

　回答は概おおむねこのようなものでしたわ。

「忙いそがしすぎて今それどころじゃないんだ」「ああ忙しい忙しい。雑談なんてしてる暇ひまないよ」「仕事が辛つらい……」「はあ……若い子はいいな。能天気に遊んでられるんだから」「インタビューならよそでやってくれるかな。こっちは今仕事中なんだ」

　仕事！

　わたくしが出会った多くの人々がお食事中にもかかわらずお仕事をしていましたの。びっくりですわ。お仕事とは大変で辛いことではなくって？　どうしてお食事という楽しい時間にもしなければなりませんの？　楽しいと辛いが混在して胃いがもたれてしまいそうですわ。

　この国がまるで嵐あらしの前のようにどんよりと陰かげっているのはひょっとしてお仕事が忙しいからではなくって？　わたくし気になって詳しく調べてみましたの。

「やっばいですわぁ！」

　約一日かけて街の人たちに嫌な顔をされながらもインタビューして回った結果、わたくしはびっくり仰天ぎょうてんな結果を手に入れることになりましたの。

　震えながらわたくし、読み上げましたわ。

「一日の平均勤務時間……十四時間！」

　つまり一日の大半をお仕事に費やしているということですわ！

「週の平均勤務日数……七日間！」

　つまりほぼ毎日仕事してるということですわ！

「有休取得率……有休って何？」

　つまり休んでいないということですわ！

「一日の平均睡眠時間……だいたい四時間！」

　そもそもベッドに入っても眠れないから深夜まで仕事しているという意見が大多数でしたわ！

「辛いのに仕事ばかりしている理由……いま自分が辞やめたら仲間に迷惑がかかってしまう！」

　あなた一人がいなくなったくらいで折れる仕事なら辞めたほうがよろしくってよ！

　街の人々の心が真っ黒になるのが納得なくらいに酷ひどい労働環境に晒さらされていることをわたくしはいたく理解いたしました。一体なぜこのようなことになっているのでしょう？

　聞き取りをした街の人々の多くがこの質問に対して同じ答えをいたしました。

「魔法道具製作が忙しい」

　わたくしもそのとき初めて知りましたが、どうやらこの国は魔法道具製作者が多く集まる国のようで、表向きには目立たないものの、これまで数多くの杖やほうきにはじまる魔法道具を製作し、国外に輸出しているようですの。

　魔法道具の需要は魔法使いが生まれ続ける限り生じるもの。この国に対する注文は国外から常に止むことはありません。どころかこの国の製品が評判になればなるほど注文は山積みになるのは明白。

　結果どのようなことが起こるか、察さっしのよいあなた方ならもうお分かりですわね？

「魔法道具製作の受注が捌さばききれずにいっぱいいっぱいになってしまいましたのね……！」

　曰くここ数年は特に忙しく、毎日毎日仕事を続けても生産は追いつかず四六時中しろくじちゅう仕事と向き合う羽目はめになってしまったようです。

　わたくしはこの国が直面している状況を憂いました。憂いのコルドーネだけに。

　そして同時に強い使命感にわたくしは襲おそわれましたの。

「わたくしたち魔法使いを支えてくれている職人が多く在籍している国……。恩返しをしなければなりませんわ……！」

　わたくしの得意分野は魔法薬学。特別な効果を持ったお薬を作り、売ることはわたくしの専売特許せんばいとっきょと言っても過言かごんではありませんわ。

「街の人々の疲れた体を癒いやす……そんなお薬を作って差し上げましょう……！」

　こうしてわたくしは街の人々を救うために立ち上がりました。

　そして翌日。

「できましたわ！」

　宿のお部屋で恍惚こうこつとした表情を浮かべるわたくしでした。

　国の露店で買い集めた材料とわたくしの魔法薬学の知識を組み合わせて作り出したのは、睡眠の質が向上してよく眠れるようになって疲れが吹っ飛び仕事の活力が湧わくすてきな魔法薬。

　魔法道具だけでなく魔法薬の材料を各種取り揃えているこの国だからこそできた代物しろもの。

　我ながら素晴すばらしい出来でしたわ。

「しかも味も美味おいしい……完璧ですわ……！」

　試しに飲んでみれば親しみやすいりんご味がお口に広がりました。疲れた体をお薬で休めていただきたいという想いを込めて、わたくしは一日かけて魔法薬を大量生産いたしましたわ。

　そして翌日から街の通りで人々に配って回りましたの。

「そこのあなた！　疲れた顔をしていますわね」

　わたくしは街で人々を呼び止めては魔法薬を押し付けて回りましたわ。

「そんなあなたにはこれ！　このお薬を飲んでくださいまし！」

　もちろん代金はいただきません。これは疲れた街の人々の助けになりたいという想いで行っていることなのですから。

「さあさあ、ぐいっと飲んでくださいまし！」

　街の人々の反応はさまざまでしたわ。

「こんな薬に効果があるのか……？」と疑うたがう者。

「へえ……、まあ、タダならもらっておこうかな」興味本位きょうみほんいで受け取ってくれる人。

「やめて頂戴ちょうだい。いま忙しいの」忙しさと疲れでわたくしが見えていない人。

　初日はほとんどの人が受け取ることすらしてくれませんでした。

　しかしそれからさらに一日ほど経たった頃にわたくしを取り巻く状況は一変しましたわ。たくさんのお薬を抱えて街を歩くわたくしの元に、人が集まってきましたの。

「なあ、あんたひょっとして昨日きのう、薬を売ってた子か？」「頼む！　昨日の薬をもう一度くれ！」「私の友達に聞いたんだけど、すごく疲れがとれて眠れるようになるって本当……？」「幾いくら？　幾ら渡したら売ってくれるの？」「このりんご味がたまらん……」

　お薬の効果を目まの当たりにした人々から噂うわさが広まったようですわ。多くの人がわたくしのお薬を求めてくれましたの。

「押さないでくださいましー！　お薬はいっぱいありましてよ！」

　とても嬉しいことでしたわ。疲れて回りが見えなかった人たちがわたくしを見て、感謝してくれるようになりましたの。

　仕事が集中してできるようになった。久しぶりにぐっすりと眠れた。ありがとう。命の恩人おんじん。

　胸が熱くなるような言葉をたくさんいただきましたわ。頑張ってお薬を作った甲斐かいがありましたわね。

　すべては街の人々の疲れを癒やすため。

　この街が笑顔で包まれる日を夢見てわたくし頑張りましたの。

「ちょっと君、署しょまで来てもらえるかな」

　けれど気づいたらわたくしの周りに怖い顔をした男の方たちが集まっていましたの。

　あららら？　これは何かしら？　わたくしは小首をかしげながら目の前の強面こわもて男性たち数名を見つめました。

　彼らは制服を着ており、「この国の公安局だ」と身分証を提示しました。

　公安局とは何ですの？

「この国の治安を維持する使命のために働く組織である」

　まあ！　わたくしの心が読めますの？

「そして私は憂いのコルドーネ公安局長だ」

　わたくしの目の前で身分証を提示しながら男性は言いました。

「まあ！　変わったお名前ですわね」

「名前ではないが」

「ばっちり覚えましたわ！」

「覚えるほどのものでもないが」

「ところで憂いのなんたら様が一体何の御用ごようでして？」

「全然覚えてないじゃないか」

　局長さまが嘆息たんそくする様子を眺めながらもわたくしは首をかしげていました。

　治安を乱すようなことは何もしていないでしょう？　わたくしのもとに強面男性を引き連れてやってくるには相応そうおうの理由が必要なはずですわ。

　しかしながら聡明そうめいなこのわたくし。実は疑問を抱きながらも彼らが来た理由をなんとなく察していましたの。

　これはきっとご褒美ほうびがもらえるに違いない──と！

「なぜ我々が来たのか分かるかな」

「分かりませんわ！」

　局長さまに首を振りながらもわたくしは浅はかにも期待をしていました。

　通りでお薬を配り続けたことによる功績こうせきが認められたのですね！　そうに違いありませんわ。人のために無償むしょうで奉仕ほうしをする魔法使い。きっと噂が噂を呼び国を挙げて感謝をしようという流れになったのでしょう。別にわたくしは人として当然のことをしたまでのこと。感謝など必要ないというのに。まったく大袈裟おおげさですわね。ところでわたくし何で手錠てじょうがかけられていますの？

「貴様を麻薬まやくの密売みつばいの容疑ようぎで逮捕する」

　逮捕とは？

　手錠と公安局長さまを交互に見ながらわたくしは呆ほうけた顔をいたしました。

　麻薬など作った覚えがありませんけれども……？

「何かの間違いではなくって……？」

「いいや間違いない。先日から君が売っていた薬による被害が多数報告されている」

「被害……？」

　公安局長さまはわたくしに頷うなずきました。

「報告書を読み上げてやろうか？　君が売った薬の効能だが──飲むと気分がこの上なく向上する。これは麻薬の典型的な副作用」

「いえ薬のおかげで正常な体の状態に戻っただけですけれど……」疲れのせいで体がおかしくなっているようですし。

「薬の効果が切れるとひどく体が疲れ、眠れなくなり、また薬が飲みたくなる。これもまた麻薬の中毒性によるものだろう」

「いえ疲れた体に逆戻りしてしまうのが原因なだけかと……」しっかりと休養を取れるようになれば薬がなくとも元気な状態を維持できるはずですが。

「では君はこう言いたいのか」

　公安局長さまは報告書の資料を仕舞しまいつつわたくしに言いました。「君が作ったのはただ身体の疲れを一時的に癒やし、ぐっすり眠れるようになるだけのただの身体に優しいお薬だと」

「そうですけれど……」

「そんな便利なものがタダで売られているわけがないだろうが！」

「ええっ！」

　ひどく驚くわたくしをよそに公安局長さまのお仲間の方々がじわじわとわたくしへと近寄ってきます。取り囲み逃げ場を奪うように──。

「貴様、一体何が目的だ？」「我々の国で怪しい魔法薬を売り、一儲ひともうけするつもりか？」「魔法使いが俺たちを労ねぎらうわけがないだろうが！」「魔法道具で貴様ら魔法使いに貢献こうけんしてやっているというのに……今以上に我々から奪うつもりか！」

　彼らはとてもとてもお怒りでした。

　この国は魔法道具を作る人が多く在住する国。忙しくなり、余裕がなくなるにつれて魔法使いたちに対する恨みつらみが募つのっていってしまったのでしょうか。

「あの、あのう……？　わたくし別にそんなつもりでお薬を作ったわけでは──」

「黙だまれ！　この大罪人たいざいにんめ！」

　こっちに来い！　と公安局長さまがわたくしの手錠を引っ張ります。

　ああいけませんわ！

　このままではわたくし、学生という身分のうえ、淑女しゅくじょなのに前科ぜんか持ちになってしまいます。それはいけませんわ。退学になってしまいますわ。やっばいですわ。

「お待ちになって！」

　というわけでわたくし、公安局長さまに言いましたの。「あなた方、よろしければお薬が欲しくありません……？」

　わたくしの提案に公安局長さまは目を丸く見開きました。

　信じられないものを見るように。

「貴様……！　正体を表したな！　我々を薬で買収するつもりか！」

「そんなつもりはありませんわ！」

　この期ごに及およんでお薬を飲んでもらおうなどとは思っていませんわ。今わたくしが考えているのはまったく別のこと。「わたくしを逮捕するなら、証拠としてお薬が必要ではなくって？」

「……！」

　みたところ彼らが今持っているのは薬を飲んだ人々の声を集めた資料だけ。現物げんぶつは一つもないはずです。

「よろしければサンプルを一つ差し上げましょうか？　わたくしのバッグの中に入っていますの」

　わたくしは傍に置いてあった鞄かばんを見つめます。

　そこに入っていますよ、と視線で語っているのです。


「…………」公安局長さまはお仲間たちと顔を見合わせたのち、不敵ふてきな笑みを浮かべましたわ。「ほう。協力する気になったか」



「積極的に協力したほうが罪が軽くなりますでしょう？」

　大罪人になるのは嫌ですわ、とわたくしは言いました。

「ふん……」

　自分たちの国をこき使っている魔法使いを屈服くっぷくさせたという事実が彼らにとっては心地のよいものだったのかもしれません。公安局長は「分かればいいんだ」と鼻を鳴らしながら、お仲間たちにわたくしの鞄を調べるように命じました。

　乙女おとめの鞄には秘密がいっぱいなのに……。

「薬はどれだ？　種類が多くあるようだが」

　鞄を開くお仲間を眺めながら局長さんはわたくしに尋ねました。お薬用の鞄の中には普段からわたくしが愛用している薬の数々が常備されておりました。

　わたくしは手錠をかけたままの手で指差します。

「そちらの緑色の薬ですわ」

　蛍光色けいこうしょくで見るからに飲んだら身体に何らかの害が生じそうなお薬でした。

「こんなものを飲ませていたのか……？」戸惑とまどう局長さま。

　わたくしは頷きました。

「開けてご覧になって？　芳かぐわしいりんごの香りがするはずでしてよ」

　報告書にもそう書いてあったでしょう？　とわたくしは言いました。

　促されるままに局員さまは瓶びんの蓋ふたを開きました。

　直後にわたくしたち全員の視界が緑色に染まりましたの。

「……！　い、一体これは何だ！」

　慌あわてふためく公安のみなさまの声が煙けむりの中から響きます。咳せき込む声もありました。

　開けてもらった緑色の瓶はわたくしが危機に陥おちいった際に利用する緊急避難用のお薬。開くと煙幕えんまくが生じる薬瓶でしたの。

「き、貴様！　逃げるつもりか！」

　公安局長さまの怒鳴どなり声がどこからか聞こえたような気がしましたが、その頃にはわたくしは緑色の煙幕の外。

　鞄を抱えて逃げておりました。

「冤罪えんざいで捕まるくらいなら逃げますわ！」

　あばよですわ！

　こうしてわたくしは公安局の人々から逃げおおせましたの。




　それからわたくしは物陰ものかげに身を隠かくしながら、魔法薬をかけて手錠を外しました。

　身に危険が及およんだ時のために常に多少の魔法薬を持ち歩いていたことが幸いしましたわ。

　追われる身となった今、長居ながいはできかねます。ですからわたくし、逃亡のために即座そくざに門に向かいましたの。

「ダメみたいですわね」

　公安局の魔の手は既に門まで伸びていましたわ。

　わたくしがたどり着いた頃には公安局の人々があたりをうろつき、門を静かに閉じている最中でした。

「逃げられそうにありませんわ！」

　致し方ありません。いったん宿に戻って態勢を整えましょう。

「あの魔法使いが泊まっている宿はここだな？」「包囲ほういしろ」

　と思ったら既にここにも公安局の人々が待機していましたわ。

「帰る場所もありませんわ！」

　がっかりですわ！

　このままでは通りをひたすらうろついて逃げ惑うことになりましてよ。街の人々に匿かくまってもらおうかしら……？

　わたくしが助けて差し上げた人々ー？　力をお貸しになって？

「あ！　お前！　俺たちに怪しい薬を飲ませた女だな！」「みんな！　こっちだ！　捕まえろ！」「逃げないでちょうだい！」「こいつを捕まえれば一攫千金いっかくせんきんだ！」

　声をかけようと近づいた途端とたんに追いかけられましたわ。

　一体どういうことですの？　なんて思いながらわたくしは逃げましたけれど、どうやら指名手配なされているようでしたわ。

『麻薬の売人。指名手配中。捕まえた者には報酬あり』

　街の至るところにわたくしのヘタクソな似顔絵と報酬の大金が記載された手配書が貼り付けられていました。

　何という手際のよさ！　わたくしとっても驚きましたわ。

　かくしてわたくしは国から逃げることも、誰かに助けてもらうこともできないまま、約一日ほど国中を逃げ回りましたの。

「ここは騒ぎが落ち着くまで隠れるべきですわね……」

　そして通りの隅っこに置いてあったゴミ箱に身を隠したのですわ。たまたま中身が回収された直後でしたから簡単に入ることが可能でしたわ。

　しかしあなた方はここで不思議に思ったのではなくって？

『淑女ともあろう者がゴミ箱に身を隠すなんて！　体が臭くなるに違いありませんわ！』と。

　心配には及びませんの。わたくしの得意分野は魔法薬学。

　ゴミ箱にこびりついた臭いをお薬でささっと解消かいしょうするなど朝飯前ですの。

　ですからわたくしは入念にシャワーを浴びずとも臭くありませんの？　分かりましたか？

　臭くありませんの。

　臭くありませんの！







「いや、うん。分かりましたから……」

　どうどう、とわたしは興奮するプリシラさんを抑おさえました。

　ゴミ箱から現れたことへの説明は別に入念にする必要はなかったのですけど、彼女的にも恐らく耐え難い苦痛を耐えた結果なのかもしれません。めっちゃ必死でした。

　必死だったのでわたしはそれ以上触れないようにしました。

「でも臭かったわよね……？」

　などと思った矢先やさきにリナリアさんがこっそり耳打ちしてきたので「一日逃げ続けてたので汗とか汚れとかいろいろついてただけです……！」と訂正しておきました。

　というか服が臭かったかどうかは今のところわりとどうでもいいのです。

「助けようとした街の人たちから追われる羽目になるなんて……大変な目に遭いましたね、プリシラさん」

「魔法使いに対する印象がこの国はあまりよくないようですもの。仕方ありませんわ」

　ため息をつくプリシラさん。

　その横でリナリアさんはむっと顔をしかめました。

「何も悪いことをしていないのに恨うらまれるなんて腹立たしいわ」

　入国した直後からリナリアさんの中ではこの国に対する印象がよくないようですね。「憂いのコルドーネという名前の通りの国ね。心配性で神経質。排他的はいたてきな暗い国」

「めっちゃ辛辣しんらつですね……」

　言いたいことは分かりますけれども。

「ともかくそのような経緯でわたくしは隠れざるを得ない状況に追い込まれていましたの」

　事情はお分かりになって？　とプリシラさんは首をかしげます。

　頷きました。

「大変でしたね」

「愚問ぐもんですわね！」

「愚問ですか」

「わたくしを誰だと思っていますの？　公安局から丸一日逃げるだなんて朝飯前ですわ！」

「朝飯前ですか」

「ところで話は変わりますけど何か食べるものは持っていませんこと？」

「本当にめっちゃ話変わりましたね」

「なぜだかわかります？」

「お腹なか減ったんですか？」


「…………」



「お腹減ったんですね」

　まあ持ってますけど。

　わたしは鞄を漁あさって中から保存食を取り出しました。

　先日訪れた国の売店でたまたま買った代物しろもの。戦争時代に栄養補給のための食べ物として製作されたものです。

「まあ！　感謝ですわ！」

　あまり好んで食べたいような味ではありませんでしたけれども、少なくともプリシラさんの空腹くうふくを満たすことはできたようです。ぱさぱさのクッキーのような保存食をお水で流し込みながらも爽さわやかな表情を浮かべていました。

「食べ物を恵めぐんでくれたお礼をしなくてはなりませんわね」

　やがて彼女は鞄からお薬を取り出し、わたしに手渡してくれました。薄うすい黄色のどろっとした液体。これ何です？　とわたしが尋ねると、「やべえ薬ですわ」と彼女は答えました。

　麻薬扱あつかいされてたやつだ……！

「ええー？　こんな貴重品もらっちゃっていいんですかぁ？」

　実は話を聞きながらちょっとだけ気になってたりしてたんです。まさかタダでもらえるとは思いませんでしたね。持つべきものはやはりよき仲間。嬉しさで頰が綻ほころぶわたしでした。

　そんな最中に袖そでをちょん、と引っ張られる感触がありました。

　顔を向けるとリナリアさん。

「アルテ」

　名前を呼ぶ彼女のお顔はいつも以上に凛りんとしていました。つまるところキメ顔でした。「私はその保存食が作られた経緯を今ここで正確に言い当てることができるわよ」

「急にどうしたんですか」


「…………」



　無言で頰を膨ふくらませるリナリアさんでした。


　んー……？



「女の子同士……いいですわ……」

　いつも以上に不思議なリナリアさんの言動に首をひねるわたしの横で恍惚こうこつとした表情を浮かべるプリシラさん。

　こっちもこっちで一体どうしたんですか。

「まともなのはわたしだけですか……？」

　いやはや困っちゃいましたね。

　不思議な子ふたりに囲まれてどうにかなっちゃいそうです。

「失敬しっけいね。私もまともよ」つんつんしながらリナリアさん。

「ええー？　ほんとですかぁー？」今日はいつもよりも様子が変に見えますけどー？

「疑うなら今ここでまともなことを言ってあげてもいいわよ」

「まともなことって何です？」

　尋ねるわたし。

　リナリアさんは言いました。

「プリシラは公安局に追われている身で、今も指名手配されているのよね？」

「みたいですけど」

　それがどうかしました？

「一緒いっしょにプリシラが出歩いているところを見られたら三人共々追い回されることになるんじゃないかしら。私たち、同年代だし。犯罪者仲間だと疑われるのは明白だわ」


「…………」



「私たち三人が揃って宿になんて入ったら、公安局の連中に通報されて囲まれることになるんじゃないかしら」


「…………」



　なんか雲行き怪しくなってきましたね。

「ところで窓の外を見てくれる？」

　指先でつん、と窓を叩くリナリアさん。

　わたしとプリシラさんは顔を見合わせながらゆっくりと窓に近づき。

「うわあ」

　揃ってそのまま三歩下がって青ざめました。

　眼下がんか、街の通り。

　お前たちには逃げ場などないぞと威圧いあつするように制服姿の強面さんたちが勢揃いしていたのです。

　どこからどう見ても完全に囲まれていました。

「つまり宿に泊まった時点でこうなる未来が決まっていたということね」

　公安局の人々を涼すずしげな表情で見下ろしながらリナリアさんは言います。「どう？　なかなかまともな意見じゃないかしら」

　うんうん。

　そうですね。

　わたしは頷いたのちに言いました。

「もうちょっと早いタイミングで言ってくれてればですけどね！」





○






「速すみやかに出てきなさーい！　君たちは完全に包囲されている！」

　言葉から察するにわたしとリナリアさんもプリシラさんの共犯と見られているようです。窓の外を見下ろすわたしたちに向かって公安局長さんが声を張っていました。

　どうやらこの国で一泊して静かにお休み──なんてやっている状況ではないようです。

「出てこないならばこちらから行くことになるぞ！」

　公安局長の言葉が合図となって局員たちがじわじわと宿屋へと距離を詰めます。宿屋の主人も当然のように公安局の味方でしょうし、突入されれば捕まることは目に見えています。

　つまり一刻も早く逃げなければならないということです。

　ならば選択肢はひとつでしょう。

「三人でここから逃げちゃいましょうか」

　わたしはリナリアさんとプリシラさんを見つめながら軽い感じに言いました。

「わたくしのせいで巻き込むことになってしまいましたわね……。ごめんなさい」しゅんと俯うつむくプリシラさん。

　いえいえ。

「こういう非日常な感じの出来事もたまには面白いと思いますし、気にしないでください！」

　国を追われる魔法使い。

　なんだかいかにも冒険らしい出来事のようでいいじゃないですか。実家に帰ったときの土産話の一つにしてもいいかもしれません。

「でも……捕まって家に帰れなくなる可能性もありますのよ？」

「そうならないためにも三人で協力してここから脱出しましょう」

「アルテさん……！」

　いい人……！　と目をきらきらさせるプリシラさんでした。いやあ照てれちゃいますね！

　とはいえ具体的な策さくがわたしにあるわけでもないんですけどね。わたしは学校でもそんなに成績のいい方ではないですし、作戦を考えたりするのも苦手なほうです。

「というわけで脱出のためのいい案ないですか？　リナリアさん」

　期待を込めてわたしは彼女の肩かたに手を置きます。

「何で私に聞くの？」

「こういうのは頭のいい子に考えてもらった方がいい気がしまして」

　適材適所てきざいてきしょという言葉があるように、わたしが考えるよりも頭脳明晰ずのうめいせきな彼女に丸投げしたほうが上手うまく行くのは間違いなさそうですし。


「…………」少しだけ顔をしかめながらも、リナリアさんはやんわり微笑ほほえみました。「まったく……仕方ないわね。いいわ。じゃあ考えてあげる」



　頭がいいと言われてまんざらでもないみたいですね。褒ほめられると伸びるタイプなんでしょうか。

「よっ！　天才！」

「静かにして」

「すみません」

　リナリアさんは作戦を考えてくれました。

「一応聞いておきたいのだけれど、私が発案の作戦ならばどんなものでも二人は協力してくれると考えていいのよね？」

「そういう風に言われるとちょっと怖いんですけど」「何かヤバめの作戦ですの？」

　わたしとプリシラさんは揃って首をかしげました。

「ふふふ……さあ？　どうでしょう」

「うわあヤバそう」「邪悪じゃあくな顔してますわ」

「いい？　二人とも。私がこれから話す内容を一から十まで全部完璧かんぺきに記憶して実行しなさい。そうすればこの国から五体満足で出られると思うわ」

「なんでちょっと言い回しが物騒ぶっそうなんですか？」「一応聞きますけれど死人が出るような作戦ではありませんわよね？」


「…………」



「黙っちゃった」「黙りましたわ」

　とにもかくにもリナリアさんはそれからわたしたち二人に作戦のあらましを簡単に伝えました。さすがは優等生と感心したくなるくらいに彼女は丁寧にわかりやすく説明してくれました。

　そして彼女の説明を聞いたわたしたちの反応が以下のようなものになります。


「…………」「…………」



　黙りました。

「何とか言いなさいよ」

　頰を膨らませるリナリアさん。これしか方法ないんですか？　と言いたいところでしたが、悠長ゆうちょうに相談を繰り返している猶予ゆうよは残されてはいないようでした。

「もう待てん！　突入だ！」

　窓の外で公安局長さんが声を張り上げていました。

　見下ろせば黒い制服をまとった人々が吸い込まれるように宿屋の中へと入ってゆく様子が見えます。

　ならばやはり選択肢は一つしかないでしょう。

　リナリアさんがわたしの肩を叩たたきながら言いました。

「ふふふふ……やるわよ」

　すごいノリノリだ……。





○






　たとえ宿であっても女子学生が籠こもるお部屋は秘密の花園。男子禁制だんしきんせいは当然のこと、入室は優雅ゆうがにノックをしてからが礼儀れいぎです。

　ひょっとしたらこの国の公安局と呼ばれる組織の方々は少々礼節れいせつを欠いている節ふしがあるのやもしれません。

「動くな！」

　宿の扉は乱暴に蹴破けやぶられ、許可をしていないのに強面の男たちが狭せまい部屋にぞろぞろと集結。まあ大変。


「…………」



　しかしながら三人が泊まっていたお部屋の中は今、それどころではありませんでした。

　紫色の髪の少女──リナリアさんは氷のように冷たい視線を床ゆかにむけています。

　より正確に言うならばそれは床というより。

「……う、うう」

　床の上で座らされている可哀想かわいそうな少女、プリシラさんを見下ろしている、と言ったほうが正しいかもしれません。

「もう一度言ってごらんなさい」

　リナリアさんはお上品じょうひんに髪を靡かせながら尋ねます。「この私に、魔法も使えないあなたごときが命令をするつもり……？」

　命令とは？

　宿屋に無理やり入ってきた公安局の男たちは戸惑いを顔に浮かべながらも二人のやりとりを見守ります。

「急にどうした……？」「魔法が使えない……だと？」「局長、いかがなさいますか？」「そもそもどういう状況なのだこれは」

　全員戸惑いまくりでした。

　シンプルに二人が何の話をしているのやらさっぱり分からなかったのでしょう。

　プリシラさんは彼らの疑問に応えるように、リナリアさんを見据みすえます。

「わたくし、もうあなた方とは関わりたくありませんの……！」

　毅然きぜんとした表情を浮かべながら、彼女は言いました。「街の人々にヤバい薬を配って全員奴隷どれいにする……。そんな恐ろしい計画に加担かたんしたくありませんわ！　わたくし、もう組織を抜けさせていただきます！」

　組織とは？

　公安局の方々がにわかにざわつき始めました。

「ひょっとして俺たちが追っていた女はただの手下てしただったのか……？」「実は彼女に薬を配らせていた黒幕くろまくがいたということか……」「局長。あの紫色の髪の女が黒幕のようです」「我々が思っていたよりも敵は大きかったということか……」

　そして公安局の方々の反応に堪こらえきれなかったのか、もしくはノリにノっているだけなのか定かではありませんが、リナリアさんはここで声をあげて笑い始めました。

「ふふ……」まずはくすりと笑みを漏らし。「ははは……！」堪えきれずに声を上げ。「あははははははは！」そしてお腹を抱えるほどに大笑い。

　きっちり三段に分けて笑うその様はまさに悪役そのもの。

「何もできないあなたを拾い上げて組織の駒こまとして使ってあげたのは誰だと思っているの？　私でしょう？　その私を裏切るというの？」

「わたくしは人々の生活を助けるためにこの仕事を選びましたの！　あなたの悪事に加担するためではありませんわ！」

「もう十分加担しているじゃない。今更手遅れよ」

「ふふ、ご存じですこと？　失った信頼は取り戻すことができますのよ」

　立ち上がるプリシラさん。

　いいひとっぽい！

　……のですが、二人を取り巻く状況の多くを恐らく公安局の方々もさっぱり理解できていないことでしょう。

　職員の一人がわたしに近づき、「おい、ちょっと、きみ！」と肘ひじで小突こづきつつ尋ねました。

「これどういう状況なの？」

　そろそろ詳しくお話ししてもよい頃合いかもしれないですね。

　では僭越せんえつながらお答えしましょう。

「えっとですね──」

　わたしは公安局の方々がここに入ってくるよりも少し前のことを思い出しながら、答えました。







「まず私たち三人はこの国の支配を目論もくろむ悪い組織に所属する三人ということにしましょう。私とアルテの二人は階級が上。そしてプリシラは下したっ端ぱで魔法も使えない雑兵ぞうひょう。組織に押し付けられる仕事が嫌になって足を洗おうとしているまともな子という設定よ。そして私たち二人はそんなあなたと対立して危ない薬を街にばら撒まこうとしている悪い魔法使いという設定にしておくわ」

　真面目まじめな顔して何言ってんだろこの子は。

　ってわたしは思いましたね。

「？　意味分からねえですわ」

　そしてプリシラさんもまた同様だったようです。「演劇をするには暇いとまがないのではなくって？」

　そうだそうだー。

　今それどころじゃないですよ、とわたしも頷きました。けれどリナリアさんは「だからこそいいのよ」とわたしたちに語るのです。

「相手からみれば私たちが捕まるよりも重大な問題に直面しているように見えるでしょう？」

「いやまあ見えるかもしれないですけど……」それ以前の問題では？

「話を聞いたところ、プリシラが魔法を使ったところは見られていないみたいだし、魔法が使えない子という設定でいきましょう。そのほうが街の人たちからの心証しんしょうはいいはずよ」

　わたしとリナリアさんは杖屋さんで魔法使ってますしね。今更魔法使いじゃないと言い張っても噓うそがバレる可能性がありますね。

「でもわたくしも魔法薬を売りましたわよ？」

「魔法薬は組織に支給しきゅうされたものという設定でいきましょう」

「つまりわたくしが無実だったという風に持っていく、ということですの？」

「ええ」

「でもわたくしの代わりにお二人が罪を被かぶることになりますわ。捕まってしまうのではなくって？」

「問題ないわ。裏でわけの分からない組織が絡んでいるんだもの。面倒臭めんどうくさくて関わり合いを持ちたくないはずよ」

　つまるところリナリアさんのお話を要約すると。

「この国の人たちがわたしたちを追い出してくれるように誘導するってこと……ですか？」

「聡明ね、アルテ」


「そんな簡単に行きますかねぇ……？」



　相手も悪いことをしているであろうわたしたちを捕まえようとしているわけですし、追い出す以前に牢屋ろうやに押し込められるようなことにもなりかねないんじゃないですか？

　いまいち乗り気じゃないというか、心配事が多くて唸うなってしまうわたしでした。

　けれどそんなわたしを置いていくようにリナリアさんは言います。

「二人はこの国がなぜ憂いのコルドーネと呼ばれているのか、知ってる？」

　急にどしたんですか。

　当然ながら知りません。首を振るわたしとプリシラさん。

　そして無知な二人の女学生に対しリナリアさんはがっかりしたように肩をすくめながら、語るのです。

「元々、この国の国民性は物静かで争いごとを好まず、そしてとても神経質で排他的。だから観光業も栄えていないし、観光客が来ても冷遇れいぐうされるの。昨今さっこんは魔法道具の注文が多すぎるせいで魔法使いに対しても冷たくなったようね」

　そして国の名前が少しばかり後ろ向きな名前となっていることにも、明確な理由があるそうです。

　リナリアさんは言いました。

「この国は他者を寄せ付けないためにわざわざ憂いのコルドーネなんて暗い名前にしているの。騒さわぎは起こしたくないし、ただただ静かに暮らしたい──そういう国なのよ」

　だから悪い者が現れれば穏やかな日々を取り戻すために総力をあげて捕まえに来るのだと彼女は語りました。

　にわかに信じ難い話ではありました。

　わたしはどちらかといえば和気藹々わきあいあいとしたほうが楽しいと感じる性分しょうぶんでしたから。

「自身が楽しいと思うことが相手も楽しいと感じるとは限らないのよ、アルテ」

「そういうものですかねえ……」

「ええ。……しかしこの国、噂に違たがわぬ神経質ぶりだったわね。ふふふふ……すてき……」

「わあ……」

　この国に来てからしばらく大人しくしていましたが、やっぱり歴史あるものに触れると興奮してしまう癖はいつも通りのようです。変わらない彼女に安心しました。

「それで、どうやって追い出すように誘導すればいいんですの？」

　ごもっともな質問とともに首をかしげるプリシラさん。

　リナリアさんは彼女を見つめ返します。


「…………」



　見つめ返したうえで目を逸そらしました。

　ん？

「その辺はほら……アレよ」

　あれ？　あれって何です？

「アレはその……アレだわ」


　…………。



　──ひょっとして。

　具体的な策……ないんですか？

「公安局の人たちが来たら、なんか、流れでこう……上手い具合に誤魔化ごまかして逃げるのよ」

　──ないっぽいですね。


「…………」「…………」



　結果、わたしたち二人は沈黙ちんもくを余儀よぎなくされました。

　そのときぽつりとプリシラさんが「とんでもねえポンコツですわ」と呟つぶやいていたような気がしますが、多分リナリアさんの耳には届いていなかったことでしょう。届いていなかったことを祈るばかりです。

　ともかくわたしたちはそのような軽い流れと共に、奇妙な演劇を開始したのでした。







「この私を愚弄ぐろうするつもり？　許さないわよ！　愚図ぐずのくせに！」

　ひょっとしたらポンコツ呼ばわりをされたこともしっかり耳に届いていたのではないかと思えるほどに熱の入った演技を披露ひろうしているリナリアさんでした。

　プリシラさんの首に腕を回し、頭には杖をあてがい、

「動かないで頂戴」と牽制けんせい。

　公安局の人々がざわつきます。

　彼らから見れば既にプリシラさんはヤバい薬を街の人々に配っていたヤバい魔法使い──ではなく、まともな感性のいい子なのです。

「お、おい！　落ち着け！　早まるな！」「そ、そうだ。話し合おう！」「その子を離しなさい！　今ならまだ間に合う！」

　リナリアさんを刺激しないように彼らは命じられるまでもなく両手を挙あげて敵意がないことを示しました。

　やはり騒ぎを起こしたくない国民性ゆえに荒あらぶる犯人は刺激しないよう徹底するようにしているのでしょうか。

「よ、要求は何だ？　金か？　それとも武器か？　ともかくその子には危害を加えるんじゃない！」

　公安局長さんはリナリアさんを必死に説得します。「君もその子もまだ若い。何か辛いことがあったのかもしれんが、今ならまだやり直せる！　早まるんじゃない！」

　いいひと！

　熱く説得するさまは傍目はために見ていても心打たれるものがありました。

「うう……わたくしのためにそこまで言ってくださるなんて……。何てお優しい方たちですの……！」

　そして普通に感動して涙を流すプリシラさんの姿もありました。

　これまた傍目に見れば犯人が説得に応じて杖を下ろすような場面です。

　しかしリナリアさんは常にわたしたちの想像を上回る人なのでそうはなりませんでした。

「うるさいわね。今は別に説得なんてどうでもいいの。とにかくこの国から私たちを離脱させなさい」

　彼女は吐き捨てるように言います。「とりあえず外からこの部屋に至るまで集まっている公安局の連中を一人残らず下がらせなさい。目障めざわりだわ」

「……いや、しかし、金髪の彼女の身の安全を守る使命が我々には──」

「言うことを聞かないならこの子の顔を吹っ飛ばす」

「皆のもの！　今すぐ下がれぇい！」

　リナリアさんのあまりにも迫真はくしんすぎる演技は公安局の人々を動かすに至りました。公安局の方々は一人残らず走って逃げ、そして局長一人だけがその場には残りました。

　ところで人質を抱えた犯人が要求を一つ通したとき、次に行うものは何だと思いますか？

「では次に私たちを安全に国の外まで移動させなさい」

　正解は次なる要求でした。

　リナリアさんは「逆らったらこいつの命がないわよ」と言いたげな視線で局長さんを睨にらみ、そして杖を首にあてがわれたプリシラさんは「はわわ……」と目に涙を浮かべていました。

　二人ともすさまじい演技力といえましょう。

「わ、わかった！　君の要求を吞む。君たち二人に関して我々は一切関与しない！　国の外に出てどこへなりと逃げたまえ！」

　だからその子を解放してやってくれぇ！　と心から苦しそうに叫ぶ公安局長さん。
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「はわわわわ……」

　演技にはとても見えないほどに怯おびえてぷるぷる震えているプリシラさんの姿がその視線の先にはありました。

　何はともあれわたしたちはこうして本物の犯罪者かのような手法を用いて逃げるための道筋を整えたのです。

「じゃあ二人とも、行きますよ！」

　ちなみにわたしは特にやることがなかったので荷物持ちをしました。

　杖を操り魔法を用いて荷物を引っ張り、リナリアさんとプリシラさんの二人を引き連れるさまはまるで遠足の引率いんそつのようにも見えます。でも後ろに控えてるのがプリシラさんの首に腕を回してるリナリアさんと悔しそうにその様子を見つめている公安局長さんなので遠足みたいな平和な雰囲気は皆無かいむでしたね。

「──あれが犯罪者か」「──怖いなぁ」「──なんとしてでも金髪の子だけでも助けられないのか……？」

　わたしたちが悠々ゆうゆうと歩くさまは街の人々からも痛いくらいに注目を浴びていました。

　しばらくはこの国に来れそうにないですね……。

「──あ、着いた」

　もしも次にこの国に来る機会があったら、そのときはもう少しゆっくりできるようにしたいものです。

　わたしはつい数時間前にくぐったばかりの門の前で立ち止まりながら、そんなことを思いました。

「さあ君たち！　門の前まで来たぞ！　その子を解放したまえ！」

　公安局長はわたしたちに対して毅然とした態度で命じます。

　プリシラさんは既に魔法使いではなく可哀想な女の子として扱われているみたいですし、公安局の人たちの要望を聞いてあげても問題はないでしょう。わたしとリナリアさんは互いに視線を交わしたのちに頷きました。

「もうお別れですのね」

　少し残念ですわ、とプリシラさんはリナリアさんの腕の中で呟きました。

「そうですねえ」わたしは頷いていました。「もうちょっと長く滞在したかったですね」

　わたしたちは入国してから一日と滞在していなかったわけですし。

「いえ、わたくしはそのような意味で言ったわけではなく……」

　お口をもにょもにょとさせながらも俯くプリシラさん。それから何かの言葉を吐き出そうと口を開けたのち、結局彼女は首を振りました。「……いえ、何でもありませんわ」

　言いかけた言葉は何でしょう？

　尋ねようとするわたしを遮さえぎるように公安局長がわたしたちに迫ります。

「さあ、彼女を解放してこちらに渡しなさい」

　プリシラさんを保護するために彼は手を伸ばします。

　拒こばむ理由はもうありません。リナリアさんはプリシラさんを拘束する腕の力をゆっくりと解きます。

「ちょっと公安局長、何の騒ぎです？」

　公安局長さんの横に門兵さんがふらふらとやって来たのは丁度そんなやりとりをしている最中のことでした。

　大勢が門の前に押しかけるほどの騒ぎになっていたせいか、門兵さんは渦中かちゅうの公安局長に対しとても迷惑そうな顔を向けていました。

「うむ、実はな……」

　プリシラさんへと伸ばした手を下ろし、公安局長さんはかくかくしかじかとご説明。

　犯罪者の魔法使い二人組がいたいけな少女を利用してこの国で悪さをしようとしていたとのこと。

「へえ犯罪者。そいつは大変でしたね。で、どいつが犯罪者なんです？」

「その二人だ」公安局長はわたしたちを指差しました。

「ああ、今日入国して来た二人組ですか。なんか怪しいと思ったんだよなぁ」

　失敬ですね！

「で、被害者の子っていうのは？」立て続けに尋ねる門兵さん。

「その子だが」今度はプリシラさんを指差す公安局長さん。

「ああ、この前入国して来た子ですか。へえ……」

　ふむふむ、咀嚼そしゃくするようにゆっくり頷く門兵さん。

「……あれ？」けれど頷いたあとで彼は首をかしげました。「その子も数日前にほうきに乗って入国してましたけど」

「ん？」

　こちらを見る公安局長さん。

　……あれれ？

　わたしとリナリアさん、そしてプリシラさんはここでお互い顔を向け合います。

　そういえば今思いましたけれどもプリシラさんも旅してこの国に来たということならば、ほうきで門の前まで来ているはずですよね。

　門兵さんからみれば彼女も魔法使いであることは疑いようもない事実なわけです。

「君……？　一体どういうことかね」

　話が違うようだが……？

　公安局長からプリシラさんへと向けられる視線に疑念が生まれ始めました。


「…………」



　多分言い訳を考えるのが面倒臭くなったのかもしれません。

　プリシラさんは静かに杖を出しました。

「あ、杖」

　持ってるじゃないか、と公安局長さん。

「えいっ」

　そして杖を振るうプリシラさん。

「ぐっはああああああああああああああああああっ！」

　公安局長さんが吹っ飛びました。

「きょ、局長おおおおおおおおおおおおおっ！」

　公安局の方々と門兵さんが叫ぶなか公安局長さんのお身体が魔法によって通りの向こうの噴水ふんすいの中へと落ちました。

「まあ大変！」きゃー、とびっくり仰天するプリシラさん。「お二人とも！　この国は危険ですわ！」

「何やってんのプリシラさん」「あなたひょっとして馬鹿？」目を細めるわたしとリナリアさんでした。

「もうわたくしもこの国にはいられませんわね！　三人でずらかりましょう！」

　言いながらプリシラさんはほうきを取り出します。

　逃げようとしているのは誰の目にも明らかで、辺りにいた公安局の方々がわたしたちを指差して「おい！　あいつら逃げる気だ！」と次々に声を張り上げます。

「待てええええええっ！」「逃すな！」「公安局長の仇かたき！」「いや局長死んでないです」

　そして彼らは次から次へとわたしたちに迫るのです。

「途中までいい感じだったのにー！」

　最後の最後で詰めの甘さが出ちゃいました。わたしは嘆なげきながらもほうきを取り出し、

「まったく……」

　ため息をつきながらもリナリアさんもわたしとプリシラさんに続いてほうきで宙に浮かびます。

　そうして三人揃ってわたしたちは憂いのコルドーネから慌ただしく立ち去るのでした。







　広い平原の中を三つのほうきで並んで走ります。

　出国の間際に大騒ぎを起こしてしまったこともあり、振り返れば制服を着込んだ方々が遠くのほうから何かを叫びながらこちらに向かって走る様子が見えました。

　けれどすぐに彼らの声は緑の平原を走る風にかき消され、やがてその姿すら曖昧あいまいになっていきます。

　撒まけたのでしょうか？

　見渡す限りが草木と遠くに聳そびえる山々になった頃、わたしたちはほうきの速さをゆっくりと落とします。

　そして風がわたしたちを追い越すなかで、三人揃って向き合いました。

　安堵あんどか興奮か、二人の顔は高揚こうようしているように見えました。きっとわたしの顔もそうなっていることでしょう。

　国を追われる魔法使い。

　なんだかいかにも冒険らしい出来事になってしまいましたね。

　実家に帰ったときの土産話の一つにしてもいいかもしれません。

　二人と一緒に笑いながら、わたしはそんなことをぼんやりと思ったのです。





○






「改めて感謝しますわ」

　国を出てほどなくした頃。

　わたくしはアルテさんとリナリアさんの二人に改めて首こうべを垂たれて礼を言いました。

　アルテさんとリナリアさんが来ていなければわたくしはゴミ箱から引き摺ずり出されて牢屋に放り込まれていたかもしれません。

「いやあそれほどでも」

　えへへと照れるアルテさん。

「私たちも共犯だと思われていたんだもの。自分たちが逃げるために必要なことをしたまでよ」

　つんとした様子で語りながらも、照れているのか顔をよそに向けるリナリアさん。

「あなた方二人と再びお会いできてよかったですわ」

　無事に国から出ることができたのは間違いなくお二人のおかげです。

　けれどこの感謝の言葉には、別の意味も含まれておりました。

　ほんの少しの間、再会してお話をしただけでしたけれども、お二人と宿の部屋で過ごした時間はまるで仲良しのお友達と旅行に来ているようで眩まぶしくも楽しい時間でした。

　欲を言えばもう少しだけ一緒にいたいと思えるほどに、わたくしにとっては心地のいい瞬間でした。

　しかしお二人の間にわたくしが入り込むのはご迷惑でしょう。

　この辺りでお別れするべきですわね。

「あ、プリシラさん。荷物返しますね──」

　はいどうぞっ、とアルテさんがわたくしの荷物を杖でこちらに手渡してくれます。ここに至るまでずっと彼女が運んでくれていたものです。

「ありがとうございます」

「汚れちゃった服も中に入ってますから、今日泊まる宿で干せば明日には着れると思いますよ」

　荷物を両手で受け取りながらわたくしは、はたと思いました。

　そういえば未だにわたくし、アルテさんの服を着たままですわ……！

「ご、ごめんなさいアルテさん。服、借りたままでしたわね……！」わたくしは急いで荷物を開いて着替えを探しました。「いま返しますわ！」

「？　何でですか？」

「え？」

　何でと言われましても。

　困りますわ。

「このままでは借りたままお別れすることになってしまうでしょう？」

　貰もらっちゃってもいいんですの？　さすがに制服はもらってしまってはまずいのではなくって？　わたくしは困惑しながら首をかしげました。

　アルテさんもまた、首をかしげていましたわ。

「べつに今日一緒に泊まればいいんじゃないですか？」

　彼女はごく自然に言いました。「プリシラさんも旅人なわけですし、特に目的地がないなら三人で一緒に行動すればいいじゃないですか」

「……！」

　いいんですの？

　二人旅のご迷惑となってしまうのではなくって？

「別にプリシラさんが同行してもいいですよね？　リナリアさん」

　心配するわたくしをよそに彼女はリナリアさんの肩に触れておりました。

　わたくしたちの会話を終始真顔で聞いていたリナリアさんは、嘆息たんそくを軽く漏らしながら、

「私ももとよりそのつもりだったけど」

　とわたくしを見つめるのでした。

　驚きでしたわ。

　わたくしだけがいらぬ心配をしてしまっていたようです。

「……そうでしたのね」

　自然と笑みがこぼれてしまいました。

　自身が楽しいと思うことが相手も楽しいと感じるとは限らない──というのはリナリアさんが語っていた言葉でしたけれども。

　逆も然しかり、ということでしたのね。

「二人とも、次はどんな国に行きます？」

　アルテさんはわたくしたちに訪ねます。

「歴史があるとこ」

　リナリアさんは端的にお答えしました。歴史が好きという言葉の通り、一番楽しめるものを最優先になさっているのでしょう。

　では僭越ながらわたくしも。

　同じように答えさせていただくとしましょう。

「三人で楽しめるところがいいですわ」

　きっとそのような場所ならば、とても楽しく過ごせるでしょうから。
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　国の門前に三名の魔法使いがほうきを下ろしました。

「ようこそ我が国へ」

　入国審査のためにわたくしたちの前に現れた門兵さんは、三人揃そろって並んでいる様子を見つめてまず最初に「学生旅行かい？」と尋たずねました。

　わたくし、それとアルテさんとリナリアさんの三名は全員お揃いの制服を身に纏まとっていましたから、そのように思われたのでしょう。

「そうですよー」

　アルテさんは軽く頷うなずきながら答えていました。厳密げんみつにいえばわたくしは同じ学校に通っているわけではありませんでしたが、わざわざ事情を説明して否定をするほどのことでもありませんでしたもの。

「そうかい。じゃ、用紙に記入をしてくれるかな」

　門兵さんはわたくしたちにそれぞれ紙を手渡します。名前、年齢ねんれい、性別、それから入国の目的などなど、簡単かんたんなことを記入すればいいようですわね。

「ところでお二人はこういう時は何と書きますの？」

　わたくしはちらりとアルテさんとリナリアさんを見つめます。入国の目的などは三人合わせたほうがいいような気がしましたの。

「大体こういう感じに書きますね」

　はいどうぞっ。アルテさんはわたくしに書き終わった紙を見せてくれます。

『歴史探訪れきしたんぼう』

　入国理由の欄らんにはそのように綴つづられていました。

「なるほどですわ」

　ではわたくしも同じように書きましょう。

　三人揃って同じ理由を書かないと変ですもの。

「ところで歴史探訪ということですけれども」わたくしはここでこくりと首をかしげました。「この国にも歴史的なものがありますの？」

「いい質問ね」

　素朴そぼくな疑問に対して少し嬉うれしそうな様子で頷くリナリアさん。「実はこの国にある歴史的建造物は魔法使いに縁ゆかりあるものなの」

　彼女はペンを置き、審査用紙を門兵さまに返しながら言っていました。

　魔法使いに縁のあるもの？

「とは何ですの？」

　彼女は単刀直入に答えます。

　曰いわく。

「魔法統括協会」
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「ふふふ……この国の魔法統括協会は他の支部と違って、お城として利用されていたものを再利用しているの。だから中も広くて他の支部と違った試みも実施したりしているのよ」

「ほえー。すごーい」「そうなんですのねー」

　一度宿に荷物を置いた後のこと。

　魔法統括協会の支部にて。

　まるで観光ガイドさまのようにご説明をするリナリアさんに、わたくしとアルテさんは頷いておりました。

　さすがは歴史好き。

　知識量は豊富で、まるであらかじめ用意された原稿を読み上げるようにすらすらと言葉を並べておりましたわ。

「普通なら魔法統括協会の支部は用事がなければ一般人の立ち入りというのは基本的に認められてはいないのだけれど、この支部に至いたっては内部の大部分を見ることができるの。なぜだと思う？　歴史的価値がある建築物だから、観光用に開放しているのよ」

「そうなんですねー」「なるほどですわー」

「ちなみにこの建物に利用しているレンガはこの国で作られたものなのよ。まさしく地産地消ちさんちしょうといったところね」

「凄すごいですねー」「やべーですわー」

　ひたすらに説明を並べてくれているリナリアさんに対してわたくしたちはぽかんと口を開けながら頷くばかりでした。

　少々感情が乗っていないように思われるかもしれませんがこれには理由がありますの。

「ところでリナリアさん」

　わたくしは目の前の彼女に首をかしげながら言いました。「あなたってその……いつもこういう感じですの？」

「？　こういう感じ、とは？」

　お察さっしが悪いですわ。

　わたくしは単刀直入に言いました。

「いつも歴史的建造物に抱きついていらっしゃいますの？」

　わたくしとアルテさんが見守るなかでリナリアさんは魔法統括協会の柱の一つにひたりと抱きついておりました。頰ほおをぺたんとくっつけながら心地よさそうに目を細める様子はまさに感動の再会を果たした恋人かのよう。

「こうしていると歴史の息吹いぶきを感じることができるの……」

「意味が分からねえですわ」

　この方は何を言っていますの？

「リナリアさんはいつもこんな感じですよ」達観たっかんした雰囲気を纏いつつアルテさんがわたくしの肩かたを叩たたきました。

　なるほど歴史が絡からむといつもやべえ方になりますのね。

　ほどなくした頃にリナリアさんは柱から離れました。

「さて、二人とも。そろそろ先に進むわよ。まだまだ魔法統括協会の支部は広いの。こんな柱の前で立たち往生おうじょうしてる場合じゃないわ」

　立ち往生してた原因はあなたですわよ。

　などと思うわたくしをよそにリナリアさんは真面目まじめそうな凛りんとした表情をしながら、歩き始めました。紫色の髪を靡なびかせながら歩くさまは毅然きぜんとしていて真面目そのもの。

　しかし明らかに足元が浮うわついており、楽しくて仕方ないことが全身から漏もれ出ておりました。

「わたくし、てっきりわたくしたちの中では彼女が一番大人だと思っていたのですけれど」

　アルテさんの横でわたくしは苦笑いたしました。「リナリアさんも結構可愛らしいところがありますのね」

　こしょこしょとつぶやくわたくし。

　アルテさんは緩ゆるく笑みを浮かべておりました。

「ああいう彼女だから一緒に旅してて結構楽しいんです」

　これ、恥はずかしいから本人には言わないでくださいね？

　彼女は人差し指を口に添そえつつ答えてくれました。

　それは紛まぎれもなく本人には決して直接言わないけれども胸で抱えている優しくも温かな気持ち……！

　まさに青春ですわね……！

「何でちょっと嬉しそうな顔してるんですかプリシラさん」

「何でもありませんわ」

「鼻血出てますけど」

「尊とうといものを見てしまって体が反応してしまったみたいですわ」

「わたしが言うのもアレですけどプリシラさんも大概たいがい変ですよね……」

　呆あきれつつも笑みを浮かべるアルテさんと共に、わたくしたちはリナリアさんの後を追いました。




「ここは投書係よ」

　依然としてガイドさんのような雰囲気を纏いつつリナリアさんがご案内するのは魔法統括協会の支部の奥。言葉の通り『投書係』と看板かんばんが立てかけられた執務室しつむしつでした。

　広い一室に並べられたデスクには山積みになった手紙の数々。協会職員の方々はその一つひとつを手にとり、丁寧ていねいに手書きで返信を綴っておりました。

　黙々と作業する様子はとても静かで、わたくしたちのもとに届くのは紙がこすれる音と文字を刻む音ばかり。

「ここでは看板の通り『投書係』と呼ばれる人たちが人々の相談ごとを親身しんみになって聞いてくれるの。彼らは問題解決のプロフェッショナル。いかなる問題であっても、ある程度の解決策を提示してくれると聞くわ」

　曰く投書係は七年ほど前にこの国の魔法統括協会に新設された部署。

　街の人々の悩みを直接聞いてくれることが評判となり、今では各地の魔法統括協会に投書係が配置されるようになったとか。

「ちなみに現在では投書係に相談を持ちかけると魔法使いを派遣して解決してくれることもあるそうよ」

　つまり依頼受付の窓口にもなっているのだとか。

　実に興味きょうみ深いですわね。

「よかったら二人も何か悩なやみを書いてみたら？」

　どこからともなく紙とペンを取り出しつつリナリアさんはわたくしたちにご提案。ここまでくると本当に魔法統括協会のガイドなのではないかと感じてしまうほどの用意周到よういしゅうとうぶりですわね。

　とはいえ確かにせっかくの機会。

　わたくしとアルテさんは紙とペンをリナリアさんから受け取りました。

「悩み、悩みですか……」

　そしてテーブルに向き合い、ペンを口に添えながら考えます。今のわたくしの頭を悩ませる問題。一体何でしょう？

「リナリアさーん」ほい、と手を挙げるアルテさん。「わたし別に今何も悩んでないんですけど、そんなときは何書いたらいいですか？　悩みがないって書いとけばいいですか？」

「ふふふ。アルテ、いい？　投書係さんに覚えてもらうためには投書の内容を工夫くふうして書かなければならないの。そんな無難な相談は言語道断ごんごどうだんよ」

「いや、わたし別に覚えてもらおうとか思ってな──」

「ちなみに投書を送るときに一緒いっしょにお金も包んでおくと返信が来やすいそうよ」

「あ、そ……そうなんですか……。リナリアさん詳しいですね」

「ふふっ。まあね」ふぁさぁ、と髪を靡かせるリナリアさん。

「ひょっとしてやったことあります？」


「…………」



「リナリアさん？」

　お二人の間で緩い空気が流れる横でわたくしは「んー……」と眉根まゆねを寄せ続けていました。

　悩み、悩みですわよね。

「一つだけ……ありますわね」

　思い出すのは先日まで滞在していた国──憂うれいのコルドーネでの出来事。

　疲れ果てた街の人々のために疲れがよく取れるお薬を作り──結果、危ない薬を売り歩いていると誤解されて国を追われた時のこと。

　わたくしは無事に国から逃げおおせることができました。しかしわたくしが助けようとした街の人々は、結局今も疲れ果てながら働き続けています。

　勘違かんちがいによって彼らには恨うらまれることとなってしまいましたけれど。

　わたくしは、今も彼らを助けたいと願っているのです。


「…………」



　ならば書くべきことは一つかもしれません。

　ですからわたくしはペンを走らせました。名前を伏ふせ、憂いのコルドーネの方々が今、辛つらい思いを抱えていることを、克明こくめいに綴ったのです。

　この投書は職員の方に届くでしょうか？

「リナリアさん、リナリアさん」

　わたくしはできあがった投書を手渡しながら尋ねます。「投書係の人はいつ読んでくださるの？」

「ふふふ……あなたも歴史にハマってきたようね」

「あ、いえそういうわけではありませんけれども」


「…………」



　無表情ながらも少々しょんぼりとした顔を見せるリナリアさんでした。まあお可愛い。

　魔法統括協会に声が届くのがいつになるのかが気になっただけです。

　いつになりますの？

「投書係は昔はすべての投書に返信していたみたいだけど、今は数が多いから抽選ちゅうせんで投書の対応をしているそうよ」

「抽選で……」

　ということは読まれるかどうかは完全に運。神頼みということですのね？

「ちなみにお金を包むと読まれやすいそうよ」

「やったことありますの？」

「……な、ないわよ？」

　気まずそうに目を逸そらすリナリアさん。

　ありますのね……。

　歴史にまつわることなら何でも興味津々きょうみしんしんな彼女に少々呆れながらもわたくしは出したばかりの投書に祈りを捧げました。

　どうか憂いのコルドーネの人々に幸があらんことを。

　そして街を探索し、夜の闇やみが空を覆おおった後のこと。

　一日の終わりに宿で過ごしていたわたくしたちのもとに、一通の手紙が送り届けられました。

　送り主は魔法統括協会。

　宛て先は匿名希望とくめいきぼう──わたくしが投書に記しるした名前でした。

『依頼を受け付けました』

　手紙を開いたわたくしたちは当然ながら驚きました。魔法統括協会は今日わたくしが書いたばかりの投書の内容に沿って問題を解決する旨むねが綴られていたのですから。

『依頼遂行のために詳しくお話を聞かせて頂いてもいいですか？』

　綺麗きれいな文字で街の地図と時間を記載した紙も同封どうふうされておりました。明日の午前中に噴水ふんすい広場で集合とのこと。なるほどですわ。

「明日は別行動させていただきますわ！」

　投書で悩みを書いておいて事情聴取には応じないなどと中途半端ちゅうとはんぱな姿勢が許されるはずもありません。わたくしはアルテさんとリナリアさんに頼んで翌日はひとりで行動させていただきました。

　もちろん二人のような優しい方がわたくしの単独行動を咎とがめることなどあるはずもありませんでしたけれども。

　ともあれわたくしは翌日、アルテさんに借りていた制服を返却したのち、黒いローブと黒い帽子を身に纏い、一人で噴水広場へと向かいましたの。


「…………」



　向かったところで思いましたわ。

　魔法統括協会の職員さんとは一体どのような方なのでしょうか？

　与えられたのは位置と時間だけ。周りを見れば恋人を待つ方や友人を待つ方もわたくしと同様に噴水を背に立っておりました。きっと待ち合わせのスポットとしては最適な場所なのでしょう。

　果たしてこのような場でわたくしは協会職員さまを見つけることはできるのでしょうか？

　あるいはひょっとして既すでに来てますの？

　わたくしは首を左右に振りつつ辺りを見ました。

　直後のことです。

「こんにちは。あなたが依頼主さんですね」

　柔やわらかい声が聞こえました。

　顔を向けるとそこに立っていたのは一人の魔法使い。

　髪は灰色はいいろ。瞳ひとみは瑠璃色るりいろ。

　黒のローブと三角帽子を身に纏った彼女の胸元には、星をかたどったブローチがあります。それはいつか、どこかで出会ったことのある灰の魔女様とまったく同じ姿をしており。

「初めまして、イレイナと申します」

　わたくしの目の前にいる彼女は、確かにその名を口にしたのです。





○






　七年ほど前のことです。

　まだ若かった当時のわたくしはとにかく欲望の赴おもむくままに薬を作る日々を送っていました。例えばそれは体が小さくなる薬であったり、胸が大きくなる薬であったり、ネコミミが生はえるような薬であったり──当時から魔法薬学に関して興味関心の強かったわたくしは日々そのような薬を街の住民の方々に押し付けるように売ってはお金を稼かせいでおりました。

　よくないことですわ。

　今となっては思い出すだけでも申し訳なくなってしまいます。

　灰の魔女様はわたくしのそんな日々の中に現れました。

　彼女は間違った道を歩んでいたわたくしを捕まえると、まっとうな教育が受けられるように計らってくれたのです。

　わたくしを正しい道へと戻してくれたのです。

　今のわたくしがあるのは彼女のおかげ、と言っても差し支えはありません。いつかまた会うことができたらと、当時からずっと願っておりました。

　わたくしにとっては憧れの人物であり、お姉様と呼ぶにふさわしいお方。

「こんにちは。あなたが依頼主さんですね？」

　そんな彼女が今、わたくしの目の前にいる。

　言葉を失い、わたくしは口を開けたまま硬直こうちょくしておりました。

　そんなわたくしの様子に気づくことなく、彼女は言葉を紡つむぐのです。

「私は協会所属……というわけではないんですけど、昨日たまたま協会に顔を出したらあなたの相談を見つけましてね、面白そうだから会ってみることにしたんですよ」

　滔々とうとうと彼女は事情を説明してくれました。

　曰く彼女は現在、魔法統括協会に正式に籍せきを置いているわけではないものの、自由に出入りできるような立ち位置にあるそうです。特別許可証？　というものを持っているのだとか。お姉様ほどの素晴すばらしい人物であれば特別扱あつかいも至極しごく当然と言わざるを得ないでしょう。わたくしの中で魔法統括協会という組織に対しての評価がぐぐんと上がった瞬間でしたわ。

「まあ、立場は少々特殊ですけれど、他の協会職員たちと同じように相談事に対応させてもらいますから安心してください」

　むしろ他の職員よりも安心ですわ。お姉様の魔女としての実力をわたくしはよく覚えておりますから。

　……お姉様はわたくしのことを覚えておられるでしょうか。

「あ、あの……」

　わたくしは緊張しながらもお姉様に首をかしげておりました。「わたくしが……誰だか分かりますか……？」

　しかし直後にわたくしは自身が恐ろしいことを尋ねたことを自覚しました。

　忘れられてしまっていたらどうしましょう。わたくしにとっては特別なお姉様。しかし彼女にとってはどうでもいい道端みちばたの石ころのような存在である可能性だってあるのです。

　思いを口にすることはそれほど恐ろしいものなのに、愚おろかしいことにわたくしは聞かずにはいられなかったのです。

　彼女の言葉を待つ数秒間は、生きた心地がしませんでした。

「？　ええ。もちろん存じ上げていますよ」

　ですからその言葉を聞いたときにわたくしは舞い上がってしまいました。

　お姉様がわたくしのことを……覚えている！

「匿名希望さん、ですよね？」

　ああー！

　それはわたくしが投書に書いたお名前ですわ！　違いますのお姉様。

　わたわたとしながらわたくしは弁明べんめいをするかのような様子で言いました。

「あ、そうじゃなくてですね、わたくしのお名前というか、その──」

「ふふふ」

　慌あわてふためくわたくしに微笑ほほえみながらお姉様は言います。「大丈夫です。事情はお手紙を読んで知っています。お名前は尋ねない方がいいんですよね？」

　ああー！

　わたくしのポンコツ！

「いえ、そうじゃなくて──」

「心配しないでください。あなたのプライバシーに深入りすることはありません」

「はう……」むしろ深入りして欲しいのですが？

「私は憂いのコルドーネの問題に専念しますから」

「あう……」わたくしとの関係にも目を向けてくれても構いませんのよ？

「あなたのことは匿名さんとしか呼びません。ご安心を」

「うう……」プリシラと呼んでくれても構いませんのよ……？

「ところで何でそんなに悲しそうな顔をしているんですか……？」

　怪訝けげんな表情でわたくしを見つめるお姉様。

　今のわたくしと彼女は依頼主と相談者。お仕事上のフラットな関係に過ぎません。きっとここでお姉様と呼んだとて「は？　いきなり何なんですか？　気持ち悪……」と吐き捨てながら距離をとられるに違いありません。

　他の者ならまだしもお姉様にそんなことをされてはわたくしは落ち込んで明日から生きていけなくなるやもしれません。

「うう……なんでもありませんわ……イレイナ様……」

　結局わたくしはお姉様に対して距離を縮めようとすることを諦めました。

　欲張ってはいけません、プリシラ。お姉様と再会できただけでも十分すぎるほどに幸せなのですから……。

「それでは詳しいお話を聞かせてもらえますか？」

「はいぃ……」

　しくしくと悲しむわたくしの後ろで噴水が派手に水を打ち上げました。うるせえですわね！

　ともかくわたくしはお姉様に憂いのコルドーネにまつわるお話を簡潔明瞭かんけつめいりょうにお話ししました。しかしお話しする傍かたわらでもお姉様のことで頭の中は満ち満ちておりました。

　初めて出会った当時からお姉さまは素敵な方でした。

　わたくしのお薬のせいで幼い姿へと変わっても、機転を利きかせて問題を解決される素晴らしいお方でした。言い換えるならば発想が柔軟じゅうなんで身軽な方と言えましょう。少なくとも当時のわたくしの目には彼女はそう映りました。

　そして今も相変わらず、お姉さまはお姉様のままのようです。

「──なるほど、事情は大体分かりました」

　一通り事情を聞き終えたところで、彼女はわたくしに言いました。「それじゃ、早速さっそく今から憂いのコルドーネに行くことにしましょうか」

　多分今日中に解決できると思いますよ──と。

　お姉さまはとても簡単そうに、わたくしに微笑んでくれたのです。





○






　平原をほうきがふたつ、並んで飛んでおりました。

「私も七年ほど前に旅の途中とちゅうに憂いのコルドーネに立ち寄ったことがあるのですけれど、当時はまだ魔法使いに対してそこまで嫌悪感けんおかんも抱いていなかったはずです」

　ここ七年で忙いそがしくなり過ぎてしまったんでしょうねぇ……。

　ほうきの上で脚あしを組みながらお姉様はため息を漏らしていました。忙しさが視野を狭せばめ、忙しさが関係を崩してゆく。人間社会においてしばしば見られる光景です。

「お薬を人々に渡して元気になってもらおうという匿名さんの発想まではよかったように思えますけれども……、どうやら今の憂いのコルドーネの人々は他国の人間──特に魔法使いに心を開く余裕がないのでしょう」

「残念ですわ……」

　せっかく作りましたのに……。

「それと、無料で配ろうとしたこともよくないことでしたね」お姉様は穏おだやかな口調ながらもわたくしを窘たしなめるように言いました。「人は物事を頑張るから対価が得られるものです。仕事が忙しい憂いのコルドーネに至っては、過剰に頑張ることでやっと最低限の対価が得られるような状況が常態化しているみたいですし、無料で薬をばら撒まけば嫌疑けんぎの目を向けられるのは当然でしょう」


「…………」



「いっそのこと大金を対価として求めれば国の人々に受け入れられたかもしれませんね」

　実際、結構いい効能の薬だったみたいですし──とお姉様はわたくしを見ながら言いました。その目は「どうして対価を求めなかったんですか？」と尋ねているようにも見えました。

「対価を求めていたら人々の生活がよくならないように思えましたの」

「お優しいですねえ……」

　ただ漠然ばくぜんと助けなければと思って行動を起こしただけのこと。後のことを考えてはいませんでした。優しさというよりは無鉄砲むてっぽうといったほうが正しいように思えますわ。

「イレイナさんはどのようにして憂いのコルドーネの人々をお救いになるつもりですの？」

「一応、策は既に練ってありますよ」

「まあ……！」

　さすが聡明そうめい。全知全能。お姉様。やりますわね。「詳細を聞いてもよろしくって？」

　興味本位で尋ねながらもほうきから身を乗り出すわたくし。

　お姉様は軽く笑みを浮かべながら答えます。

「だめです」

　いけず！

　しかしそんなところも素敵ですわ！

「どうしてちょっと嬉しそうにしてるんですか匿名さん」

「何でもありませんわ……！」

　素敵なお姉様と二人並んでほうきに乗っているという事実を今更ながらに実感してうっとりとするわたくしでした。

　幸せですわ……。

「は、はあ……」呆れたような様子のお姉様でした。ため息つく姿も素敵ですわ。

　このままずっとこうしてほうきに乗りながら二人並んで飛びたいくらい。

　ですがわたくしたちを結んでいるのはあくまで憂いのコルドーネの人々を疲れから救い出すという目的のみ。

　平原を走るほうきの行先に目を向ければ、その小さな国の姿が目前へと迫っておりました。

「そういえば匿名さん」

　すい、とお姉様のほうきがわたくしの傍そばに近寄ります。「憂いのコルドーネの人々に渡そうと思っていたお薬のレシピ、今持っていますか？」

　お薬のレシピ、ですか。

「ええ、もちろんですわ」

「見せていただいても？」

「もちろんですわ！」

　お姉様の提案を断るなどあり得ません。わたくしはすぐさまバッグに手を突っ込んでレシピを引っ張り出しました。

「どうも」

　お姉様の指先がわたくしの手に触れた直後、紙と共に離れていきます。少しの名残なごり惜しさと共にお姉様に視線を向ければ、真剣な表情でわたくしのメモを見つめる彼女の姿がありました。

　そういえばお薬のメモを書いていたときは忙しくて殴り書きにしてしまっていましたわ。ああこんなことならもっと綺麗な字で書けばよかった。後悔と恥ずかしさが胸の底から湧わき上がる中、お姉様はこちらに顔を上げてくすりと笑いました。

「確かに。これなら元気が出るお薬が作れそうですね。なかなかの知識をお持ちのようで」

「えへへ……」

　お恥ずかしいですわ……。

「でもちょっと字が、その……、独創的どくそうてきですね……」


「…………」



　お恥ずかしいですわ……。

「このままだと読んでもらえない可能性がありますし、私のほうで清書せいしょしておきましょう」

「お、お手数おかけしますわ……」

　申し訳なく思いながら、しかし同時にはてと首をかしげましたわ。

　読んでもらえない、とは？

「誰かにレシピを渡すおつもりですの？」

「そうですねえ」

　いつ、誰に、どのように？　疑問が次々とわたくしの頭に浮かび上がる最中、お姉様はもう一つ不思議なことを仰おっしゃいました。

「ところで匿名さんは演技をするのは得意ですか？」

　それは不思議なことだらけの状況下で唯一ゆいいつはっきりと頷くことができる質問でした。

　意図いとは分かりかねましたが、わたくしは少し胸を張りながらも言いました。

「ええ、もちろん。大得意ですわ」

　昨日も大勢の前で素晴らしい演技を披露ひろうしてみせたばかりでしてよ？

「そうですか。それはよかったです」

「何をなさるおつもりなのです？」

　首をかしげるわたくし。

　お姉様は言いました。

「大勢の前で素晴らしい演技を披露する予定です」
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　二人の魔法使いがその日の昼ごろに憂いのコルドーネの門前に立ちました。

「よ、ようこそ我が国へ……」

　門兵さまはとても奇妙きみょうなものを見るような目で魔法使いたちを迎え入れました。一体なぜでしょう？　昨日、魔法使いが街の中で悪いことをしたからでしょうか？

　否いな、魔法使いの格好かっこうがとても独創的だからですわ！

「どうもこんにちはー」

　ひらひらと門兵さんに手を振りご挨拶あいさつをするのはわたくしのお姉様。あらやだ太陽かしら？　作り笑顔が眩まぶしいですわ。溶けてしまいそう。

「ごきげんよう！」

　そしてお姉様の隣となりでばばんと胸を張るのがこのわたくし、プリシラでした。

　しかしわたくしらしさはそこには微塵みじんもありませんでしたわ！

「ど、独創的な格好ですね……」門兵さまにも遠い目をしながらそんなことを言われる始末しまつ。

　そこには見るも無残むざんなひでえ格好をしていやがるわたくしの姿がありましたわ。

　思い出すのは国の近くまできたときのこと──突然お姉様はほうきを止めてわたくしに言ったのです。

「プリシラさんは昨日、憂いのコルドーネから逃げてきたんですよね？」

「？　ええ、そうですわね」

「それじゃあその格好のまま入国するのは拙まずいかもしれないですね……」

　捕まっちゃうかもしれません、とお姉様。

「確かにそうですわね……」どうしましょう？

　むむ、と顔をしかめるわたくしに、お姉様はポンと手を叩いて言いました。

「お着替きがえをしましょうか」

　お着替え！

　昨日に引き続き今日もわたくしはアイデンティティである黒いローブを脱ぐ必要がありますの？　まったく、困ってしまいますわね。わたくしといえば黒いローブ。黒いローブといえばわたくし。夏の暑い時期でも絶対に脱がないというこだわりがありますの。そう簡単かんたんに脱ぎませんわよ！

　ですからわたくし、はっきりと言ってやりましたの！

「ふ、ふつつか者ですが、よろしくお願いします……」


　…………。



　もじもじしながらわたくしは言っておりましたわ。悲しいかな。お姉様の提案の前ではわたくしのこだわりは無力。というかそもそも今の姿のまま行ったら門の前で捕まるのは明白ですわ。

「じゃあ私がとっておきの服に着替えさせてあげましょう」

　お姉様は杖つえを持ちながら言いました。魔法をかけて一時的にわたくしの姿を変えてくださるそう。

「まあ！　いいんですの？」

　お姉様に魔法をかけられるなんて、楽しみですわ！　わたくし、感激しながら是非ぜひにとお願いしましたの。

「それじゃあ行きますよ──えいっ」

　お姉様が杖を振るうとわたくしの格好がころりと変わります。

　もこもこした素材の黒い半袖はんそで（ネコミミのフードつき）。もこもことした素材の黒いショートパンツ。お尻しりのあたりからは同じく黒い尻尾しっぽが生え、肉球にくきゅう付きの手袋とシューズも着用。

　そんな奇妙な衣装を身に纏った奇妙な女ことわたくしを見ながら、お姉様は満足げに頷きました。「なかなか独創的ですね」

　独創……的……？

　この馬鹿ばかみてえな格好がですか？

「イレイナさま、遊んでいませんこと？」

「似合にあってますよ」

「イレイナさま？」

「じゃ、行きましょうか」

「イレイナさま？」

　斯様かような流れを経へてわたくしとお姉様は国の門まで辿たどり着いたのです。

　ご丁寧なことにお姉様の魔法によってわたくしの髪色も調整してもらえました。今のわたくしの髪は灰色。名実ともにお姉様の妹のようですわね！

「ええっと……魔女様、そちらの独創的な格好をした方は、魔女様の妹様ですか？」

「いえ赤あかの他人たにんです」

　いけず！

　とはいえ魔法使いを嫌悪しつつある憂いのコルドーネといえど、魔女を相手に入国を渋しぶるようなことはできなかったようです。簡単に審査をしたのちにわたくしたちは門をくぐらせていただく運びとなったのです──。
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「うーん……うーん、困りましたねぇ……」

　とある昼下がりのこと。

　街の広場にて、一人の麗うるわしい魔女が困った様子で眉根まゆねを寄せていた。「はあー……困っちゃいました……」

　憂いのコルドーネはつい昨日も魔法使いによって騒動が起きたばかり。水面から降り注いできた餌えさを遠巻きに見つめる魚たちのように、互いに視線を交わしながらも訝いぶかしみの目を向ける者も少なくない。

「どうしたんだい？」

　若い女性が一人でいるところに吸い寄せられる男もまた少なくない。

　魔女が広場に佇たたずみはじめて五分もしないうちに一人の男性が声をかけていた。お姉さんどうしたの？　これから暇ひま？　よかったら飯でもどう？　などと男は矢継やつぎ早ばやに質問を飛ばしたが、魔女は苦い顔を浮かべたままだった。

「すみません……今それどころではなくって……」

「なになに？　どうかしたの？　よかったら俺、話聞くよ？」ところでおすすめの喫茶店きっさてんとかあるんだけどどう？

「実は私……とても大事な薬とそのレシピを落としてしまったようなのです……」

　魔女はため息混じりに落ち込みながら説明した。落としたのは飲むととても元気になる薬で、『灰の魔女特製の元気が出る薬』とラベルが貼はってある。

「その薬はそんなに大事なものなのかい？」

「ええもちろん。その証拠にご覧らんください」

　魔女はその場で腰こしを下ろし、傍にあったベンチの上で横たわっている少女の髪を撫なでた。魔女と同じく灰色。瞳に生気せいきは宿っておらず、心はここにあらず。

　少女はまるで死体のように沈黙ちんもくするのみだった。

「この子がどうしてここまでぐったりとしているか分かりますか？　お薬が切れてしまっているからです」

「変な格好をしているのも？」

「いえそれは彼女の趣味ですけど」

　……お姉様ー？

　などと傍らのベンチから微かすかに聞こえたような気がしたが魔女は聞こえなかったことにした。

「私が作った薬は飲んだとたんに睡眠不足が解消されて活力が出るとても素敵なお薬です。実は私たち、旅の薬師くすしでして──」

　それから魔女は自身の身の内を簡単に明かした。

　魔女は現在、数多あまたの国から人命救助を要請ようせいされており、助手と共に国から国を渡り歩く旅をしている。しかし人を救う仕事は一筋縄ひとすじなわではいかないもの。自らの力を発揮するために薬を常備しているのだという。

　大通りでまるで演説でもするように自らの仕事の重要性と事態の深刻さを悲しみに暮くれながら訴える魔女の様子は人々の注目を集めた。

「お薬がないと次の国で失敗をしてしまうかもしれません……」

　そして魔女は嘆き悲しみ、再び大きなため息とともに肩を落とした。

　そんな彼女のもとにいつの間にか集まっていた街の人々は顔を見合わせ──頷き合った。

「そいつは大変だ。僕たちで探してあげよう！」

　それから街の人々は薬とレシピを探すために奔走ほんそうした。

　街の人々が戻ってきたのはおおよそそれから一時間ほど経たったあとになってのことだった。

「君！　レシピ見つけたよ！」「お薬もあったわ！」

　その手には確かに魔女が落とした薬とレシピが握られていた。

「まあ！　お早い。ありがとうございます！」

　魔女はとても嬉しそうに手を打ち合わせながら、ベンチで横たわっていた少女を抱き起こした。「ほら、起きてお薬を飲んでください。お仕事に行きますよ」

　そして少女の口に無理やり薬をねじ込む魔女。

　効果は即座そくざに現れた。

「……ああっ！　何だかとても元気が出てきましたわ！」

　つい直前まで死体のように転がっていた変な格好の少女は途端に立ち上がると晴れやかな顔を街の住民達の前に見せた。

　まるで別人かのよう。

「いやあ何とお礼を言ったらいいことやら。ありがとうございます。皆さんのおかげで今日も仕事が捗はかどりそうです」

　少女の横で魔女は街の人々に恭うやうやしく首こうべを垂たれる。

「いやいや！　別に大したことしてないって！」

　最初に魔女に声をかけた男は照れ臭そうに答えていた。きっと他の住民たちも同じ気持ちだろう。「ところで魔女さん今から予定ある？　よかったら俺と──」

「それでは私たちは仕事があるのでお暇いとましますね」

　魔女は少女の手を引き歩き出す。そそくさと門まで歩く様子はまるで何かに追われているかのようにも見えた。

　忙しそうに見えた。

「へえ……偉えらい薬師さんってのは大変なんだなぁ……」「そうねえ……」「薬師であるうえに魔女だからな、頼る人間が多いんだろ」

　街の住民たちは、遠く離れてゆく薬師の背中を見つめながらも語り合う。

　それが魔女たちの演技によって作られた偽いつわりの姿であることを、彼らは知らない。
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「上手うまくいったみたいですね」

　国を出たところでお姉様はわたくしに杖を向け、姿をいつもの黒い衣装と金髪に戻しながら言いました。

　これであなたの依頼は完了ですよ、と。

　ええー？　本当ですの？

「お姉様、でもわたくしたち、特に何もしていませんわよ？」

　憂いのコルドーネに入国したあとにやるべきことは予あらかじめお姉様と打ち合わせ済み。

　入国直後にわたくしたちは街の通りにお薬とレシピを捨すてて、そのあと広場に向かったのちに、うっかり大事な薬をなくしてしまった薬師を演じる──。

　言われた通りに演じてみましたが、結局やったことといえば、ただでさえ忙しい街の人々に労働を強しいただけのこと。

　これで本当にいいんですの？

「いいんですよ、こうしておけばあとは勝手に街の人たちが上手くやってくれます」

「ええー？」

　本当ですのー？　わたくしはむむっと目を細めながら訝いぶかしみました。結局のところお仕事らしいお仕事は何一つしていないのではなくって？

「匿名さん、ひょっとしてお仕事は頑張らなければならないと思っているタイプですか？」

「そういうわけではありませんけれども……」

「こちらが頑張らなくても相手が価値を感じればそれだけでいいんです。現実は常に目の前にあるものが正しい姿とは限りませんよ。余計な力を使えば疲れ果てて余裕がなくなり周りが見えなくなる悪循環あくじゅんかん。そのうちあなたも憂いのコルドーネの人たちのようになってしまいますよ？」

　わたくしがお薬を作ったのは確かに街の人々の生活を落ち着かせるためでした。

　しかしわたくしはお姉様とわたくしが行ったことで期待した結果が得られるかどうかが不安だったのです。

「魔法使いを嫌う彼らがせっかくわたくしたちのためにお薬とレシピを探してくれたのに……」

　お礼にお薬でも渡せばよかったのではなくって？　わたくしは率直すなおにお姉様に言いました。

　しかし彼女は苦笑します。

「彼らが私たちのために薬とレシピを探してくれた、ですか」

　あらら？

「違いますの？」

「そうですねえ……」

　お姉様はそして言いました。

「あなたはお人好しですね──」

　でも、目の前にあったものが正しい姿とは限らないものですよ、と。
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　魔女と少女の二人が国を去った直後のこと。

　街の住民たちは顔を見合わせてにやりと笑いあった。

「ふふふ……馬鹿な魔女だ」「大事な薬の情報を落としていくなんて……間抜まぬけね」「おい、お前たち。ちゃんと薬のサンプルとレシピは取っておいたんだろうな」「もちろんですとも」

　住民はそれぞれポケットにこっそりと忍ばせておいた物を取り出し、互いに確認し合った。

　ある者が持つのは薬が少しだけ入った小瓶こびん。ある者は走り書きで薬のメモを。ある者はレシピに書かれていた材料を。

　住民の一人は言った。

「こんな素晴らしい薬を魔法使いだけで独占するなんて許せないよな」

　住民の一人が頷いた。

「俺たちのほうが苦労してるんだ。薬の製法を奪ったくらいでとやかく言われることはないだろう」

　住民の一人が賛同さんどうした。

「そうよ、そうよ。どうせあの魔女だってもう二度と私たちの国に来ることなんてないんだもの。好きにやらせてもらいましょ」

　困り果てている魔女を遠巻きに見つめていた住民たちは、互いに目配めくばせを送りながら、自然と同じ結論に辿り着いていた。

　──魔女を出し抜いてやろう。

　──知識を盗んでやろう。

　最初に言い出したのが誰なのか、住民たちにも分からない。

　ただ、自らが抱えている問題を街の真ん中で演説のように語る魔女へと近づいた彼らは、薬とレシピを探すこととはまったく異なる目的を既に抱えていた。

「そいつは大変だ。僕たちで探してあげよう！」

　その言葉の裏には、住民たちの黒い欲望があったことを、彼女たちは知らない──。

　住民は顔を見合わせながら、そう信じ込んでいた。
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「今の憂いのコルドーネの方々は魔法使いという存在をとにかく敵視しているようですし、そんな彼らに真正面から親切にしたところで疑念を抱かれたり、あるいは避けられたりするのは目に見えています。今の彼らには親切心を受け入れるだけの余裕がないんです」

　国へと戻りながらお姉様はほうきの上でわたくしに説明してくれました。

　親切心を受け入れる余裕がない。

　昨日、国を追われた出来事を思い出しながら、わたくしは確かに、と頷いておりました。

「私と匿名さんがあらゆる手を尽くして薬を手渡したところで、心を開いてくれない限りはどうしようもありません。ですから逆に考えてみるんですよ。嫌われたまま相手を喜ばせるにはどうすればいいのかを」

　そこでお姉様が考えついたのが、先ほど演じた薬師の役。

　忙しい日々を過ごす中で活力の源として使っていた薬を落としてしまった哀あわれな二人組。魔女が持つ便利な薬とレシピを盗んでやろうと悪意が働いてもおかしくはない状況だったと言います。

「もっとも、薬もレシピも手元に戻ってきましたし──存外ぞんがい彼らも魔法使いを心の底から憎んでいるわけではないようですね」

「レシピのメモを複写されたのでしょうか」

「大方、そんなところでしょうね」

　空になった瓶を眺めながらお姉様は頷きました。「おそらく彼らはこれから国の中であなたが作った魔法薬を量産してゆくことになるでしょう。じきに国の人々の生活に余裕が出てくるはずですよ」


「…………」



　確かに、お姉様が推測した通りの流れになれば、わたくしが出した依頼は完遂されますわ。

　嬉しいかぎりです。けれどほんの少し、もやっとした感情もまた、わたくしの胸にはくすぶるのです。「……結局、魔法使いは嫌われたままですわ」

「それもじきに解決すると思いますけどね」

「本当ですの？」

「ええもちろん」

　簡単そうに頷くお姉様。

　過去を懐かしむような視線でお姉様は離れゆく憂いのコルドーネを眺めます。

「ほんの七年ほど前まで、憂いのコルドーネの住民は誰もが穏やかに過ごしていたんです。人間、時間が経てば別人みたいに変わるものですよ」

　そして風によって流れる髪を耳にかけながら、お姉様は私をまっすぐに見つめます。

　懐かしい瑠璃色の瞳。

　彼女はそれから微笑みながら言うのです。

「あなただってそうでしょう？　プリシラさん」

　プリシラ。

　わたくしの名前──。

　今日、一度も名乗っていない、わたくしのお名前──！

「な」

　なななななな、なな。「何でわたくしの名前を知っていますの……？」

　わたくしの名前を知っているということは以前からわたくしのことを知っているということでありつまり以前に一度だけお会いしたことがあるわたくしのことをしっかりと覚えているということに他なりません。

　お顔に熱が集中しました。

　わたくしのこと、覚えていらしたの？

「以前お会いした時よりも随分ずいぶんと大きくなりましたね」

「な、なな……」

　何ということでしょう。

　人間、想定外なことが起こるとほうきの操作すらおぼつかなくなるものなのですね。わたくし気付けばふらふらと草原の上を蛇行だこうしておりました。

　その合間、近づいたり離れたりするお姉様のお顔は常に微笑ましそうに笑みを浮かべるばかり。

　何を笑っていますの？　まったくもう。

「いつからわたくしだと気づいておられましたの？」

「え？　最初からですけど」

　最初から！

　雷かみなりに打たれたような衝撃しょうげきでしたわ。

　それならそうと言ってくれてもよかったじゃありませんの！

　わたくしが言いたいことはおそらく顔に出ていたのでしょう。お姉様は「いやあ、すみません」と大して申し訳なくもなさそうな様子で言いました。

「大切なことは簡単に言わないほうがよいかと思いまして」

　まあ！

「て、照れてしまいますわね……」

「というのは冗談じょうだんで普通に面白そうなので黙だまってました」

「何なんですの！」

　お姉様のいけず！

「でも再び会えて安心しましたよ」頰を膨ふくらませて不貞腐ふてくされるわたくしに柔やわらかく微笑むお姉様。「以前出会った時とはまるで別人みたいによい子になっていましたし」

「わたくしは昔と何も変わっていませんが？」

「私と再会した直後に年齢を弄いじる薬を飲ませようとしなかった時点でかなり成長していると言ってもよいでしょう」


「…………」



　そういえばそんなことをお姉様に言ったような気がしますわね……。

　幼い頃の過ちだと思って忘れていただきたいところですわ。

「い、今はもうそういう悪い薬は作らないようになりましたの。わたくし、まっとうな子ですから」昔のわたくしとは違いますから！

「そのようですね」まるで子どものわがままを聞き入れるように軽く頷くお姉様。「一体どんな日々を送ってきたのか、少々気になるところですね」

　少しだけわたくしの方にほうきを寄せるお姉様。

　首をかしげました。

「よければプリシラさんのこれまでの話、聞かせてもらえませんか？」

　わたくしとお姉様。平原を走る二つのほうきの影が、ゆっくりと速度を落としていきました。風がさらさらと走り回る中で、穏やかにお散歩をするように、わたくしたちは漂ただよいます。

「もちろんですわ」

　ずっとお話ししたいことがたくさんありましたの。

　これまでの日々をずっと聞いて欲しいと思っていましたの。

　お姉様にいつ会ったとしても胸を張れるように頑張って毎日を過ごしていましたの。必死に勉強して、失敗も経験して、それでも人を助けられる魔法使いになるために、ここまでやってきましたの。

　わたくしのお話をお姉様は頷き、時折笑いながら聞いてくださいました。夢中になってずっとお話をしました。影が伸び、日は沈しずみ、やがて夜が訪れるまで、幸せな時間がわたくしを包んでくれました。

　それでも終わりはいつの日も訪れるもの。

　ほうきの速度を落としても、いずれは国に着くものですわ。

　夜空に月と星が浮かび始めた頃、わたくしたちは国の門へと、辿り着きました。

　最後に何を伝えましょう。

　門の前、ほうきを降りたのち、わたくしは首を垂れました。

「今日は本当にありがとうございました、お姉様」

　お姉様は苦笑で返してくださいました。

「私は別に何もしていませんよ」

　お姉様にとってはただ仕事をこなしただけ、ということなのかもしれません。

「少なくともわたくしにとっては価値ある体験でしたわ。お姉様がそう思っていなくても」

　当時の思い出も。

　そして今日の出来事も。

　かけがえのない思い出です。

　ですから改めて伝えさせていただきます。

「ありがとうございます、イレイナさん」

　そして再び一礼するわたくし。

　お姉様は言いました。

「どういたしまして、プリシラさん」

　よく頑張りましたね──。

　そしてお姉様はわたくしの頭を優しく撫でながら、笑いかけてくれたのでした。





○






「なんか幸せそうな顔してますね」

　夜分遅くに宿に戻ったわたくしを迎えたアルテさんは、首をかしげつつ不思議そうな顔をなさっておりました。

　いけませんね、宿に戻る前に表情を引き締めたつもりでしたのに。

　今日一日に起きた出来事が頭を過よぎる度たびに温かい気持ちが胸に溢あふれてまいります。

「ふふっ、そんな風に見えますか？」

　などという返事すら、多幸感たこうかんに満ちた様子でわたくしは語っておりました。今日一日に何かがあったのは明白でしょう。

「なるほどね」リナリアさんが納得した様子で頷きました。「問題が解決したのね」

　まさしくその通りですわ。

「でも解決しただけにしては恋する乙女おとめみたいな顔してますね」とアルテさん。

　それもまさしくその通りかもですわ。
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「歴史に嵌はまったのでしょうね」

「いやそれはないと思いますけど」

「でも歴史的遺産に触れてるときの私と同じ顔してるわ」

「気のせいじゃないですかね……」

　目を細めながら肩をすくめるアルテさん。

　結局どうやって問題を解決することになったのか──興味津々な様子でしたので、わたくしはそれからベッドに腰掛け、お二人に一日の出来事を簡単にお話ししました。

　それは変わり者の魔法使いに手伝ってもらって、国の人々にレシピを盗んでもらったお話。

　きっといつか、憂いのコルドーネの人々が魔法使いを好きになってくれる、未来に希望を抱く物語。

　ひとしきりお話を聞き終えた二人が口を開いたのはほぼ同時でした。

「へえ……変わり者の魔女さんですねえ……」ほえー、とアルテさん。

「その魔女、どんな人だったの？」首をかしげるリナリアさん。

　どんな人だったのでしょう？

　わたくしは指先を唇くちびるに添えて沈黙を返すのみでした。

「え、何か言えない事情でもあるんです？」

　いえいえ、とわたくしはアルテさんに首を振ります。

　決してやましいものがあるわけではないのですけれども。

　今日出会った魔女様は、わたくしにとってはかけがえのない存在。

　だからわたくしは言うのです。

「大切なことは簡単に言わないほうがよいかと思いまして」
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　ある国を一人の女性が歩いていました。

　桃色ももいろの長髪ちょうはつ。頭のてっぺんには葉っぱのように逆立さかだった毛がひと房ふさ。瞳ひとみは瑠璃色るりいろ、身に纏まとうのは黒のローブ。

　見かけ上はまるで魔女のよう。

　しかし星をかたどったブローチもなければ、魔女らしく魔法を扱あつかうことも、ほうきに乗って空を駆けることもできません。

　一体なぜでしょう。

　わたくしがほうきだからです。

「ごきげんよう」

　わたくしはとある露店ろてんで足を止めてお辞儀じぎしました。店主さまはわたくしに気づいて笑みを浮かべ「いらっしゃい」と言葉をかけてくれます。

「そんな仰々ぎょうぎょうしく挨拶あいさつしなくても大丈夫よ。うちの店はご覧らんの通りただの青果店せいかてんなんだから」

「いえいえ。わたくしにとってはこれが普通のご挨拶でございます」

　礼をもって接すれば、礼をもって返してくれるものですから。

「丁寧ていねいな子だねぇ」

　苦笑くしょうしつつ、店主のおばさまは「何が欲しいんだい？」と首をかしげます。

　わたくしはふむむと自らの顎あごに触れながら考えます。思い出すのはここに至いたるまでのお話。

　本日の朝、宿屋でイレイナ様から頼まれたお仕事です。

「ほうきさん、ちょっと今日はお使いをしてもらいたいんですけど」

　先日より魔法統括とうかつ協会でお手伝いをしているイレイナ様は、宿屋のお部屋で優雅ゆうがに朝食を摂とっている最中に杖つえをひょいと振るいました。

　唱となえたのは物を人の姿に変える魔法。

　そうしてイレイナ様のほうきであるわたくしが、人の姿へと成り代わったのです。

「お使い、ですか」

　何を買えば？　と首をかしげるわたくし。イレイナ様は、

「何かこう……ぱぱっと食べられる物を複数……ですかねぇ」

　と曖昧あいまいなことを仰おっしゃいました。理由を尋たずねたところ、魔法統括協会のお手伝いのお仕事が佳境かきょうのようで、お買い物に行く時間があまりとれないのだとか。

「なるほど……」

　自由人であるイレイナ様が一つの場所に未だ留まっていることも意外でしたが、魔法統括協会のお仕事を投げ出さずに完遂かんすいさせようとしていることもまた驚きでした。

「大丈夫ですか？　イレイナ様。無理はしていませんか？」

「実は少々疲れてます」

「やっぱり……」

　わたくしはイレイナ様のお体が心配です……。

「ですがたまにはこのように働くのも悪くないものですよ」イレイナ様は軽く笑みを浮かべながら言いました。

　なるほど。

「お仕事を経験してみるのも自身の成長のため、ということですか……」

　さすがです、イレイナ様。

「あ、いえ、そういうわけではなく」

「？」

「魔法統括協会に恩おんを売っておけば今後ちょっとグレーなことをしても許してもらえる可能性が上がりそうだなと思いまして」


「…………」



「それに、一度引き受けたものを途中で投げ出すのはいかがなものかとも思いますし」

「どちらが本音ですか？」

「さてどちらでしょう？」

　いたずらな笑みを浮かべるイレイナ様は、結局それから朝食をぱぱっと摂ったのちに宿を出てしまいました。

　ここ最近のイレイナ様の動向は奇妙きみょうと言わざるを得ません。

　まるで何かに操あやつられているかのよう──。

　物ものが蔓延はびこる国で働かされていた日々のように。


「…………」



　とはいえ。

　イレイナ様の所有物らしく、求められていたお仕事をこなすことがわたくしにとっては最優先。

　ゆえに言われるがままに街まで出てきた次第でございます。

「ぱぱっと食べられる物……」

　さて何を買いましょう？　せっかくのお買い物ですし、イレイナ様には新鮮でよい果実を召し上がっていただきたいものです。

　ふむむむ。

『お嬢じょうちゃん、お嬢ちゃん、果物なら下の段から買いなさい……』

　考えているとどこからともなく声がいたしました。顔を向けると青果店さまがわたくしに語りかけておりました。『うちの店主はいつも新鮮で美味おいしい果実は下の段に置くからな』

　あらまあ。

「では下の段から果物をくださいませ」

　わたくしは一つひとつ指差しつつ言いました。店主さまは「なかなか目が利くねえ」と頷うなずきながら果物を袋につめてくれました。

　それから袋を受け取り再びお辞儀。

　店主のおばさまが手を振る上で青果店さまが『あんたみたいな客なら歓迎だ。また来ておくれよ』と声をかけてくれます。

　やはり礼をもって接すれば、礼をもって返してくれるもの。

　わたくしはそれから街をふらりふらりと歩き回りました。

　わたくしという物は魔法も使えなければ、時間が過ぎれば人の姿からただのほうきへと戻ってはしまいますが、他者とは違い、物と会話をすることができるのです。

　あるいはわたくしだけが物に手を差し伸べることができるとも言えましょう。

『うーん……うーん……心配だわぁ』

　街を少し進んだところ、ベンチさんが唸うなり声を上げておりました。「一体どうしたのですか」と尋ねるわたくしに、ベンチさんは『お化粧けしょうが落ちてきたの』と悩なやみを吐露とろします。まあ大変。

　わたくしはすぐさまペンキを買ってきて塗って差し上げました。

『ああ……！　ありがとう！』

　いえいえどういたしまして。

「困こまったなぁ……金庫が開かないなぁ……」

　少し街を歩くと通りの隅すみから声がしました。

　わたくしは金庫さんに直接番号を聞き出しました。言われた通りにちょちょいとつまみを回してみれば金庫さんは簡単かんたんに開いてくれました。

「おお……！　お嬢ちゃんすごいな……！」

「いえいえ」

　当然のことをしたまででございます。

　物の声を聞く度たびにわたくしはふらりふらりと寄り道をいたしました。

『も、持ち主殿どのー！　持ち主殿！　どこでござるか！』

　道の端はしから聞こえた声に導かれれば扇子せんすが落ちておりました。聞けばどうやら持ち主殿とはぐれてしまった様子。わたくしは拾ひろい上げて送り届けて差し上げました。

『かたじけない！』

　いえいえ。

『く、苦しい……苦しい……』

　少し歩けば画廊がろうにて海に浮かぶ舟を描いた絵画と遭遇しました。お話を聞いてみたところ数ヶ月前からうっかり上下逆さまに展示されておりお疲れになっている様子。わたくしは近くにいたスタッフに事実をありのままに伝えました。

「あ、本当だわ……！　どうして今まで気づかなかったのかしら……」

　パンフレットと見比べて驚くスタッフさん。わたくしに何度もお礼の言葉をくれました。「ありがとうございます！」

　いえいえ。

『や、やめて……やめて……、お願い……』

　少し歩けば公園の隅のほうで悲鳴をあげるほうきの姿がありました。

　お話を聞いてみたところ、持ち主さまのお手入れ方法に問題があるご様子。『いつもの油を使って頂戴ちょうだい……』と嘆なげく彼女の目の前には油を手にした持ち主さんの姿がございました。

　まあ大変。

「お待ちになってください、持ち主さま」

　わたくしは持ち主さまと彼女の間に立ち塞ふさがります。

「……何？」

　持ち主さまは怪訝けげんな表情をされました。「……？　イレイナじゃない。こんなところで何してるの」

　黒く長い髪。凛りんとした表情。黒のローブと三角帽子。東洋とうよう生まれの顔立ち。驚くべきことに持ち主様はイレイナ様のお知り合いでした。

　お名前は確か──。

「……ミナ様」でしたよね？

「様……？　急にどうしたの？」いつものイレイナ様とは異なる呼び方をしてしまいました。目を細めながら彼女はいっそう怪訝けげんな表情をなさいました。「よくみたらいつもと髪の色も違うし……、メイクも変えた？　少し大人びて見えるわ。急にどうしたの？」

「あ、えっと……」内心あわあわのわたくしでした。イレイナ様のお知り合いと会った時の対処法をまったく考えていなかったのです。

　一体どうしましょう？　しかしのんびりと考える時間もありません。

「え、えっとぉ……実はちょっと雰囲気ふんいきを変えてみようと思いまして……」

　逡巡しゅんじゅんののち、結局わたくしはイレイナ様の振りをすることにいたしました。今に至って他人の振りをしても色々とややこしいですし、それに、

「ところでミナ様……さん。ほうきのお手入れ方法をお間違えになっていますよ」

　彼女のほうきを救うためにはイレイナ様の振りをしたままのほうが手っ取り早いでしょう。

「手入れ方法を間違えてるってどういうこと？」首をかしげるミナ様の手には彼女のほうきが握られています。

『いつもの油を使って……お願い』嘆き悲しむほうきが握られています。

　ああいけません。

「貸してくださいませっ」

　もはやイレイナ様の振りを決め込んだ直後からわたくしは勢いで行動しておりました。ミナ様からほうきを取り上げると、我が子のように両手で大事に抱えながら「こんなに悲しんでいるのにどうして新しい油なんて使ってしまうのですか……！」と、声なき物の代わりにささやかながらに抗議しました。

「どうして私がいつもと違う油を使い始めたことを知っているの……？」

「それは些細ささいな問題でございます」

「いや全然些細じゃないと思うけど……」

　私のこと尾つけてるの……？　と彼女は引いておりましたが、わたくしはそんなことより彼女がいつも使っている油がローブのポケットから『こんなところに閉じ込めないで！　私を使って！』と叫さけんでいる声のほうに耳をかたむけました。まあ大変！

「ここですね！」

　ずぼっ！　わたくしの手がローブをまさぐります。

　彼女が羽織はおっているローブの胸ポケットのところにおられるようで、引き抜くためにわたくしはミナ様に抱きつくような格好かっこうになりました。

「……！　ちょ、ちょっと！」驚くミナ様のお顔が視界の端に映りましたが、やはりわたくしは『ここよ！　助けて！』と叫ぶ声のほうに耳をかたむけるのでした。

「もう少しで助けて差し上げますから……！」

「急に何するのよ……！　ちょっと！」

『お願い……！　私を出して！』

「大丈夫でございます！」

「全然大丈夫じゃないわよ……！」

『私はここよ！』

「……！　見つけました！」

　すぽーん、とわたくしの手がローブから小さな油瓶を引き抜きます。

　これがいつもの油さんですね……！

　わたくしはすぐさま油を使いながらミナ様に言いました。

「いいですか？　ミナ様……さん。こちらのほうきにはこちらの油を使ってあげてくださいませ。彼女もそれを望んでおります」

　すすっ、と油を薄うすく塗り伸ばすわたくし。ミナ様のほうきさんが『ああ……！　これよこれ！』と喜ぶ声がわたくしにはよく聞こえてきます。

　よいことをしてしまいましたね。


「…………」



　しかしながら所有者であらせられるミナ様はわたくしを厳きびしい目で睨にらむのみでした。やはり勝手にほうきを奪い取ってしまったことを怒っておられるのでしょうか……？

「申し訳ありませんミナ様……さん」イレイナ様のためにもわたくしは弁明べんめいしました。「あなたを見ていたら、いてもたってもいられなくなりまして……」

「……！」

　粛々しゅくしゅくと首こうべを垂たれるわたくしにミナ様は顔を赤くしました。

　ひょっとしてますます怒らせてしまったのでしょうか……。

「姉さんにも……そういうことをしているの……？」

　いけません！　このままではイレイナ様の悪評あくひょうがミナ様だけでなくサヤ様にも及およんでしまいます！

　わたくしは弁明しました。

「いえ、そんなことはありません！　ミナさんだったから我慢がまんができなくなっただけでして、決して他の方にはいたしません！」

「……そ、そう」

　呟つぶやきながら俯うつむくミナ様。依然として赤みを帯びた顔のまま、彼女は「いつもの油のほうが、いいの？」とわたくしに尋ねます。

　そうですね。

「いつもの油をあなたのほうきは好んでいるようです」

「ふうん……。まるで物の声が聞こえてるみたいなことを言うのね」

「ええまあ」

　実際に聞こえておりますがややこしくなりそうですし黙だまっておきましょう。

「でも、新しく買った油も結構高いものだから、使ってみたかったんだけど」

　ミナ様はため息を漏もらしながら、結局使われることのなかった油瓶を見つめます。『ちょっと寂さびしいです……』油もまたその手で嘆くばかり。

　あちらを立てればこちらが立たず。世の中というモノは難しいものですね。

「少々お待ちください」

　わたくしはミナ様のほうきさんにこっそり提案しました。たまに新しい油を使ってみるのもいかがですか。

『まあ、たまになら……』

　いつもの油を好むほうきさんは、わたくしの提案を飲み込んでくれました。彼女も急に新しい油を取り出されたことに驚いてしまっただけで、いつもと違う物を拒こばむつもりはなかったのかもしれません。

　わたくしはミナ様に事情を説明したうえで、

「──というわけで、新しい油はたまに使ってあげるとよいかもしれません」

　とお話ししました。

「……たまに、ね」

　分かったわ、と答えるミナ様。

　わたくしは頷きながら言いました。

「いつもと違う非日常は、時折訪れるからこそ意味があるのですよ」





○






　ほうきさんにお買い物を頼んだ翌日のことでした。

　いつものように魔法統括協会へと向かう最中に私は奇妙な出来事に見舞われました。

「昨日、ベンチにペンキ塗ってくれたのって君かい？　ありがとう！」

　国の役人さんが私に話しかけてきたのは突然のこと。

　ペンキを塗った？　はて何のことやらと首をかしげていると、「お礼をさせてくれ」と幾いくらかのお金を手渡されました。

　広場を通りかかっただけで突然感謝されたことに私は当然ながら驚きを隠せなかったのですが、それからも道ゆく度たびに人々が声をかけてきました。

「開かずの金庫を開けてくれてありがとう！」まるで私が暗証番号を通りすがりに言い当てたかのように感謝する住民。

　せっかくだからと朝食をご馳走ちそうしてくれました。

「扇子を拾ってくれたのはおぬしだな？　感謝致いたす」

　満腹になったところで再び街の通りを歩けば、東洋出身と思おぼしき方から感謝されました。人違いでは？　と思いながらもいつの間にやらお金を手渡されました。

「魔女さんって絵画にお詳くわしいんですね！　昨日はとても助かりました！」画廊の前を通りかかればスタッフの方が私を呼び止め、お礼をさせてほしいと語ります。

　結局それからスタッフさんは私を連れて画廊をご案内。

　時間は刻々こくこくと過ぎていきました。

「あらあら」

　街の広場で時計を眺めて私は肩をすくめます。いつも通りの時間に出たというのにいつの間にやら魔法統括協会で仕事をしている筈はずの時刻を過ぎています。

　遅刻は確実。

　困ったものです。

　しかしなにゆえに朝から街の住民に感謝されるような事態になったのでしょう？

　まるで魔法にでもかけられたかのような周囲の豹変ひょうへんぶりに私はただただ困惑こんわくするばかりでした。

「これは一体どういうことです？　ほうきさん」

　私はほうきを取り出し、魔力を与えて声だけ出せるようにして差し上げました。傍目はためにみれば自分自身の所有物に話しかける奇妙な魔女そのもの。

　しかしながら声は確かに聞こえるのです。

『いつもと違う朝というのもたまには面白いのではないかと思いまして』

　表情は分かりませんが、彼女が柔やわらかく笑っているような気配を感じます。

「確かになかなか面白くはありましたね」覚えのない感謝をされて戸惑とまどいましたけれども。

『せっかくですし、本日はお休みをとって貰もらったお金を使って贅沢ぜいたくをしてみてはいかがですか？』ほうきさんは私に語りかけます。『たまにはいつもと違う日常というのも、悪くはありませんよ』


「…………」



　そういえばここ最近は魔法統括協会に縛られてばかりで自分の時間というものを取っていなかったような気がしますね……。

　どうせ今日は遅刻が決まっていますし。

　それならば休みをとっても悪くはないでしょう。

「……あれ？」

　休むことに決めたとたん、私の頭にかかっていた霧のようなものが晴れたような気がしました。

　晴れやかな気分です。

　いえ、というかそもそも。

　一体どうして毎日必死に働いていたのでしょう？

　私というものは本来そこまで真面目に仕事に打ち込むような人間でもないはずです。ただの一時的な経験と割り切って働いていた最初の数日ならまだしも、支部の代表から頭を下げられ、仕事の延長をした頃から今日までの日々に至っては、頭の中が常に仕事のことでいっぱいだったような気さえします。

　張り切って働くなどつくづく私らしくありません。

　まるで何者かに操られていたかのよう──。

『どうやら魔法が解けたようですね』

　ほうきさんが笑う気配がしました。『イレイナ様。いつもと違う日常は、時折訪れるからこそ意味があるのですよ』

　少なくとも、ほうきさんから見て、ここ数日の私の様子は少々奇妙であったのでしょう。

　ほっとした様子で彼女は言いました。

『わたくしはイレイナ様にとっての素晴らしい日常がこれからも変わらぬことを祈っています』

　これまでも、これからも。

　本来私があるべき日常は、ほうきである彼女と共に自由の中にあるべきなのです。

「またご迷惑をかけてしまったようですね」

　苦笑しながら私は思い出します。

　以前もこのようなことがありましたね──物が蔓延る国の中で操られていた私を救ってくれたのは、紛まぎれもなく彼女です。

『迷惑だなんてとんでもない』

　ほうきさんは言いました。『わたくしの役割はイレイナ様の旅路を支えること。わたくしはただ、自らの役割を果たしただけです』

「そうですか──」

『いつもの日常へ戻れそうですか？』

「ええ」

　私がそう答えると、彼女は『ではまた張り切って飛ばねばなりませんね』と笑います。

　お恥はずかしい限りです。

　何でもできると過信して一つの国に留まったというのに、そのまま旅路をお休みする羽目はめになったのですから。

「これからまたお世話になりますね、ほうきさん」

『こちらこそお願いいたします』

　そうして私たちは改めて向き合い、いつもの日常へと戻ってゆくのでした。

　さて今日は何をいたしましょう？

『ほうきのお手入れなどはいかがですか？』

　悪くありませんね。

　私は大事なほうきを抱えながら、歩き出すのでした。




「……イレイナ」

　お仕事のサボタージュを決め込んで街を徘徊はいかいしていたところ、突然背後から声がしました。驚き振り返ってみれば、そこに立っていたのは黒髪ロングの綺麗きれいな少女。

「ミナさん」

　でした。

　一体何用でしょう？　じっと睨むように目を細めている彼女の頰ほおはほんのり赤みを帯びていて、まるで恋する乙女おとめのよう。

　はてはて？

「……ん」

　首をかしげていると、彼女はずい、と私に紙袋を寄越よこしました。これは何です？　と私が目で問いかけると、彼女は「昨日の、油」と端的たんてきに言いました。

　昨日──ということはほうきさんと何らかの形でお会いしたのでしょう。どうやら彼女と私を勘かん違ちがいなさっているようです。

「ああ、はい。どうも」袋を素直に受け取る私。もはや街の住民から感謝されすぎて勘違いには慣れっこでした。

「それ、私が普段使っているほうきの手入れ用の油だから」

　使って。と彼女はシンプルに言いました。中を開いてみれば確かに真新しい油瓶が一つ。これは助かりますね。

「ちょうどお手入れしようと思っていたところだったんです。ありがとうございます」


「…………」



「……ミナさん？」

　何ですか？

　何で急に黙るんです？

　困惑する私。みるみるうちにミナさんの表情が惚ほうけていきます。

　何やらよからぬ気配を感じますね……。

「その……イレイナ」

「はい」

「昨日、本当は言おうと思ってたのだけれど……。いくら我慢ができないからって、私にああいうことをされたら……困るわ」

「え？」

　何の話ですか？

「私には姉さんがいるし……、それに、貴女だって旅人でしょう？　お互いそういう関係になるのはやっぱりよくないと思うの」


「？？？？？？？？」



　本当に何の話をしているんですか？　ちょっと？

「ごめんなさい……あなたの気持ちに応えるのは今の私では難しいの。あなたのことは嫌いじゃないけれど……でも、そういう問題でもないもの」

「何言ってんですか？」

「でも……昨日あなたが言ってたみたいに、たまになら、相手をしてあげるのも、その……」途端にもじもじし始める意味のわからないミナさん。「……何でもない。忘れて頂戴」

「マジで何言ってんですか？」

　まったく内容が見えてこない台詞せりふを長々と並べるミナさん。その目の前には頭上に『？』を大量に浮かべた魔女が一人おりました。

　それは一体誰でしょう？

　そう、私です。

　一体なぜこのような事態に陥おちいってしまったのか。

　これは当事者に詳しくお話を聞かねばなりませんね。

「……ほうきさん？」

　私は杖を取り出しほうきに語りかけました。

『……えっと』

　回答はしばしの沈黙を置いたのちに返ってきました。

　一体何があったのか詳しくお話を聞かせていただけますか？

　にこりと笑っている私。そして相変わらず赤面しているミナさん。

　ほうきさんは目の前の現実から視線を逸そらすように、非常に気まずそうな様子で答えるのでした。

『これもまた、時折ある非日常のうちの一つということで……』
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　彼女の葬儀そうぎは慎つつましく行われました。

　魔法統括とうかつ協会で働くために共に学んだ仲間たち。教師たち。懐なつかしい顔ぶれがぼくの周りにはありました。

「姉さん」

　妹のミナがぼくの肩かたに手をかけます。大丈夫だいじょうぶ？　その目は尋たずねるようにこちらを見つめていました。

「大丈夫だよ」

　ぼくは首をゆるく振りながら、答えていました。

　祭壇さいだんにはぎこちなく笑っているモニカさんの写真がありました。魔法統括協会に正式に所属する前、新人だった頃にぼくたち仲間と一緒いっしょに撮とった一枚です。

　騒さわがしい場所にいることがあまり好きじゃないモニカさんは、集合写真に写うつることも少々渋しぶっていました。結局、最後の記念撮影だからと手を引くぼくに連れられて、彼女は渋々、写真の片隅かたすみで笑ったのです。

　ぼくにとってかけがえのない親友は、あの時、どんな風に思っていたのでしょう。

　今はもう、確かめる術すべもありません。

「……大丈夫」

　自身に言い聞かせるように、呟つぶやきました。

　辺りを見渡せば啜すすり泣く声がどこからか聞こえました。周りにいる仲間たちの横顔を時折ハンカチが拭ぬぐいます。

　彼女たちもまた、ぼくと同じように彼女の死を悼いたみ、悲しんでいます。

　大切な人を失った悲しみに暮くれているのはぼくだけではないのです。

　一人では抱えきれないほどに重すぎる悲しみを分かち合うように、ぼくたちは二度と見ることのできない親友の笑顔を見つめるのでした。

　モニカさん。

　かけがえのない親友を見つめながら、ぼくは再び心に誓うのです。

　彼女に恥はじぬ生き方を貫くことを。







　とある国の魔法統括協会の支部にて。

「仕事の依頼いらいです」

　依頼書を受け取りながら、ぼくは少し前に行われた葬儀のことを思い出していました。

　差出人は国の役人。報酬ほうしゅうは驚くほどの金額。値段の高さを裏付けるように依頼内容もまた複雑なものでした。顔をしかめてしまいますね。むむむ。

「ご覧らんの通り、国としても現状にとても困っているようでして……、なんとか魔女を派遣はけんしてもらえないかとのことでした」

　そしてたまたま立ち寄ったのがぼくだったということなのでしょう。

「いやぁ困こまっちゃいましたねぇ……」運がいいのやら悪いのやら。依頼書を手に持ったまま肩をすくめ、ぼくはため息を漏もらしていました。

「何かご予定でも？」支部の職員さんがこてん、と首をかしげます。

　もちろんですとも！

「実はこれからしばらくのんびり過ごす予定だったんです」

　噂うわさで聞いた話ですが、何やら近くに常夏とこなつの国と呼ばれてる素敵すてきな観光スポットがあるそうなのです。夏といえばバカンス、バケーション。そこそこお仕事頑張ったのでお金もちょっと貯まってきたところですし、そこでしばらくぼけーっと過ごそうと思っていたのです。

　そして向かう道中でたまたまふらりと協会の支部に立ち寄ったところ、呼び止められて今に至いたります。

　いやはや困っちゃいましたね。

「そうですか。では、受けていただくのは難しいですか……？」

　一応、緊急の案件なんですけど……、と職員さんもまた困った様子で言いました。

「受けられなくはないですけど、ちょっと難しい依頼内容ですね」ざっと見ただけでも要望が多く、そのうえ場合によっては魔法による実力行使もやむなし。ターゲットの生死は問わず。

　つまりとにかく魔法で解決してくれ──というのが役人様からのお願いということです。

　乱暴な書き方とも言えましょう。

　嫌いやな感じです。

「だからこそ魔女様に受けていただきたいのです」


「…………」



　職員さんが再び「お願いできませんか？」と首をかしげるなかで、ぼくはしばし考えました。

　やはりここで思い出すのは、たった一人で人々を守るために戦い続けたモニカさんの姿。恨うらみを買っても、嫌われたとしても、信念を曲げることのなかった彼女の背中。

　きっとここで断れば、彼女にがっかりされてしまうことでしょう。

　あるいは今のぼくの胸の内を見透みすかして、笑っていたかもしれません。

「ここって観光できそうな国ですか？」

　職員さんは不思議そうな顔をしました。

「？　さあ？　でも、大きな時計台が有名な場所らしいですよ」

「なるほど」

　じゃあついでに軽く観光でもしてきますね──言いながら、ぼくは依頼を正式に受理することを、決めました。

　感謝の言葉と共に嬉うれしそうに何度も頭を下げる職員さん。いえいえとぼくは首を振りつつ、改めて依頼書に目を通します。

　時計郷とけいきょうロストルフ。

　それが協会に依頼を送ってきた国の名でした。





○






　依頼を受理した国から件くだんの国まではそこそこの距離がありました。お急ぎでおおよそ一週間程度の旅の末、ぼくは時計郷ロストルフへと辿たどり着きます。

　門をくぐったぼくの目に見えたのは規律正しく並ぶ背の高い建物たち。まるで両脇りょうわきから監視されているかのような街並みに少々萎縮いしゅくしながら歩くと、広場に突き当たります。

　国の名に冠かんするままに、大きな大きな時計台。

　ぼくがベンチに腰掛こしかけたとき、時計台の針はりは両方揃そろって真まっ直すぐ青空を差しました。ごうごうと鐘の音が重く響き渡ります。

　大きな音に驚いて、鳥たちが慌あわてて飛び去ります。

　そんな光景をぼんやり眺ながめながら、ぼくはただただ思います。

「なんか静かな国ですね……」

　平日の昼間ならもっと騒がしくてもいいと思うのですけど、見渡す限り人の姿はほとんどありません。どころかここに至るまでの通りには休業されてるお店もちらほらと見かけました。

　暇ひまを持て余した風がひゅうひゅうと吹いてぼくの三角帽子を揺ゆらします。

　この国で今、何が起こっているのでしょうか──依頼書を見て確認しただけですし、ぼくは実情というものをまるで知りません。

「……とりあえず聞き込みでもしてみましょうか」

　ぼくは立ち上がり、街の通りを眺めます。

　鐘かねの余韻よいんは既すでに消え去り。

　街は静寂せいじゃくに満ちていました。




「こんにちはー！　ぼくはサヤです。どうもどうもー！」

　せっかくなので街の人々の忌憚きたんない意見が欲しいですね。

　というわけでぼくは宿に荷物を置いたのちに突撃インタビューを敢行かんこうしました。あえて魔女とも魔法統括協会とも名乗りません。服もローブと三角帽子を脱いで、動きやすい私服を身に纏まといました。

　時々いるんですよ。ぼくたちのような魔法統括協会の職員に悪事あくじの片棒かたぼうを担かつがせるために噓うその依頼を送ってくる人。

　今回の依頼主は国の役人さんみたいですし、そんな可能性はないと思いますけど。

　念ねんのため、お話を伺うかがうのも悪くはないでしょう。

　ぼくは街で見かけた通行人にとりあえず声をかけて回りました。

「ぼく実は旅人でして、この国のことをよく知らないんですけどー」

　まず第一声は大体自身の開示から始まり、

「この国ってどんな国なんですかー？」

　当たり障さわりのないことを聞いて、

「何か気をつけたほうがいい事ってありますか？」

　街の治安の状況を尋ねます。

　それから会話によっては軽く雑談混じりに最近起こった事件やこの国特有の風習などを聞き取ります。

　ここまでやれば大抵たいていの国で内情と抱えている問題がぼんやりと見えてくるもので、時計郷ロストルフにおいてもそれは同じでした。

　とある住民はぼくに対してとても珍めずらしいものを見るように言いました。

「こんな時期に観光客かい……？　ただでさえ演劇も自粛じしゅくしてるってのに、見るものなんて何もないだろうに……」

　曰いわく以前からこの国では『二丁目殺人鬼にちょうめさつじんき』なる危険人物の生涯しょうがいを描いた演劇がそれなりに人気を博はくしていたそうですが、現在は公演を見送りにしているそうな。

　あるいはこんなふうに語る住民もいました。

「悪いことは言わないから、早めに国を出た方がいいわよ……？　今のロストルフはとても安全とは言い難いんだから……」

　以前は人の通行が多かった大通りも今は静かに枯れ葉が転がる程度。おかげで外を出歩いている住民を見つけるのも一苦労でした。


「ひっ……！　話しかけないでくれ……！　俺は今急いでいるんだ……！」



　街の住民たちは何かを怖こわがっているように見えました。

　せっかく見つけて手を振りつつ近寄っても、まるで野生動物みたいにささっと逃げてしまう住民が多いこと多いこと。

「あまり騒ぐんじゃない」

　大声を出すことも憚はばかられるのでしょうか。街の住民の一人はぼくが手を振り声を張り上げて歩く様子を見かねて言いました。「今のこの国は危険だ。君も旅人なら早く帰ったほうがいい……」

　ゆえに住民の多くは今や家の中で静かに過ごしているそうです。

　ぼくは通りから背の高い住宅の数々を見つめます。

　開けっぱなしのカーテンから、こちらを見下ろす住民がいました。


「…………」



　けれどひどく警戒されているのか、住民は静かに窓を閉め、カーテンで視界をシャーッと遮さえぎってしまいます。

　なるほど深刻な問題を抱えているというお話は本当のようです。

　しかし彼らは一体何に怯おびえているのでしょう？

　聞き取りの際に住民たちにぼくは尋ねて回りました。

　彼らの答えはすべて、依頼書に綴つづられていたものと同じものでした。

　曰いわく。

「──悪夢あくむ」

　この街には、悪夢がいる。

　彼らは一様に、声を揃えるようにぼくにそう語ってみせました。
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　とある路上にかわいそうな女の子がいました。

　泣きじゃくる女の子。街の人々は見かねて声をかけました。どうしたんだい？　何かあったの？　優しい人々は彼女の周りに集まります。

　女の子は何も語りませんでした。深い悲しみで嗚咽おえつを漏らすばかりで、まともに喋しゃべることもままならなかったのです。

　困り果てた街の住民は顔を見合わせました。やがて住民の一人が気付きます。女の子の足元に、お人形の破片はへんが転がっていたのです。

　きっと大事なお人形が壊こわれてしまって悲しんでいるのでしょう。

　誰かが言いました。

　彼女を助けてあげましょう。

　優しい街の住民はその提案に頷うなずき、女の子を喜ばせるためにそれぞれ人形の破片を持ち寄ることにしました。ある人は頭の破片、ある人は足の破片。胴体、腕、瞳ひとみ。それらをつなぎ合わせて女の子のために人形を作ってあげることにしたのです。

　街の住民たちの呼びかけで、善意に満ちた人が人を呼び、やがて女の子のための素敵すてきなお人形ができあがりました。

「ほら、君のために作ったものだよ」

　人々が集めた部品を繫つなぎ合わせてできたお人形は、世界に一つしかない、彼女のためのお人形。優しさでできたお人形でした。

　街の人々の笑顔に囲まれて、やがて女の子は、顔をあげました。

「さあ、受け取りなさい」

　少女の手に、お人形が渡されます。

　あちこちをつぎはぎされていて、関節はいくつも折れ曲がっていて、歪いびつな笑顔で笑ってる。元々彼女が持っていたお人形とは似ても似つかない、不気味ぶきみで、おぞましいお人形が、そこにはありました。

「──違う」

　わたしの人形は、これじゃない。

　わたしは、新しい人形が欲しかったわけじゃない。

　街の人々に訴うったえかけようとしました。

　けれど彼女が口を開いたとたんに、笑顔だった人々の態度が豹変ひょうへんするのです。

「何だと？」「君のためにやってあげたのに」「お礼も言えないの？」「助けてやったのに！」「恩おん知らずめ！」「生意気なまいきな子！」

　人々の怒声どせいは彼女を押しつぶすように降り注ぎます。

　怒らせてしまった。その場に俯うつむいて、彼女は何度も何度も謝ります。

「ごめんなさい、ごめんなさい、ごめんなさい……！」

　けれど少女の泣き声は、もはや誰の耳にも聞こえませんでした。





「…………」



　気がついたら朝になっていた。

　起き上がり、時計を見る。午前八時。眠りに落ちてから三時間程度。いつもよりは眠ったほうだろう。

　鏡かがみを見る。

　紫色むらさきいろのぼさぼさの髪。金色の瞳は眠そうにうっすら開いている。大きくあくびをする。けれど今からベッドに戻ったところで眠れないのは分かりきっているから、わたしはそのまま服を着替えることにした。

　紫色のローブに、三角帽子。

　薫衣くぬえの魔女としてのわたしの衣装。

　時計郷ロストルフに専属する魔女としての正装せいそう。

「……仕事しなきゃ」

　大きなため息と共にわたしは家を出た。前にどこかで聞いたことがある。仕事を頑張ってほどよく疲れると気持ちよく眠れるらしい。

「……今日は眠れるといいな」

　祈るような気持ちを込めて、わたしはつぶやく。

　あの日以来、わたしはずっと、悪夢を見続けている。





○






　依頼書の内容をここであらためて確認しましょう。

『我が国には現在、魔物が蔓延はびこっています』

　名前は悪夢。

　なんとも抽象的ちゅうしょうてきなお名前ではありますけれど、その姿形もまさしく名前の通り、曖昧あいまいだと言います。

　最初に出現したのは今より三ヶ月ほど前のこと。

　街の二丁目を散歩していたご婦人ふじんが襲おそわれました。幸さいわいにも命に別状はありませんでしたが、腕に深い傷を負うこととなりました。

　一体何が彼女を襲ったのでしょう？

「黒いもやに襲われたそうよ」

　聞き込みをしていた最中、街の住民は教えてくれました。「包丁ほうちょうを持った黒いもやが、急に襲いかかってきたそうなの」

　まさか、そんな馬鹿ばかな。

　ぼくに話してくれた住民含ふくめ、街の人々はご婦人の証言をまともに受け取ることはありませんでした。

「きっと錯乱さくらんしていて見間違えたのだと私も思ったわ」

　結局、二丁目で起きた事件は、この国では有名な殺人鬼を模倣もほうした何者かによる犯行はんこうとして捜査そうさされることになったそうです。

「二丁目殺人鬼ってのがこの国では有名なんだ」

　これもまた住民の一人から聞いたお話です。

　あるところに平凡な家庭で生まれ育った、ごく普通の女の子がいました。

　名前はセレナ。

　とても心優しい、素敵な女の子。彼女は優しいご両親と共に、平穏へいおんな暮らしを送っておりました。

　ところが彼女の日常は突然、壊されることになります。セレナがたまたま出かけていた日のことでした。強盗ごうとうが家に押し入り、ご両親を殺あやめてしまうのです。

　可哀想かわいそうな彼女は叔父おじに引き取られることになりました。

　ご両親を失い、まだ傷きずの癒いえていないセレナ。そんな彼女を再び悲劇が襲います。セレナを引き取ってからすぐに、叔父は人が変わったように毎日のように虐待ぎゃくたいを繰り返すようになったのです。

　ひょっとしたら最初からそのような目的で引き取ったのかもしれません。

　繰り返される苦痛の数々。やがてセレナは心に闇やみを抱え、人を憎むようになりました。悲惨ひさんで救いのない世界を憎むようになりました。

　彼女の衝動しょうどうはやがて形になり、叔父を刺しました。叔父は死にました。

　人を殺める感覚に、彼女は魅了みりょうされました。

　その日を境さかいに彼女は次から次へと人を殺めるようになり、いつしか、『二丁目殺人鬼』と呼ばれるようになったのです──。

「ま、そんな話がうちの国じゃ有名でね、演劇や本の題材にもなったりしてるんだ」

　そして三ヶ月前、わざわざ二丁目で引き起こされた事件は、明らかにセレナを意識したものでした。

　模倣犯を疑われてもやむなしでしょう。

　実際ぼくも話を聞いた直後はそんなふうに思ったものですし。

「でもね、事件はそれだけで終わらなかったの」

　聞き込みの最中に訪れたのは新聞社。

　ぼくは身分と目的を明かして、三ヶ月前から今に至るまでの新聞記事を見せてもらうことにしました。

　対応してくれた記者さんは「もちろん」と頷き、悪夢に関する記事の写しを用意しながらぼくに語ってくれました。

「今に至るまで悪夢のせいで起きた事件は数え切れないほど。一週間くらい毎日のように襲われる人が頻出ひんしゅつしてね、その頃から負傷者だけでなく死者も出るようになったわ。犯人がただの人間じゃないことが分かったのもその頃からよ」

　最初の被害者が語っていたことは事実だったのです。

　見間違いでもなければ錯乱していたわけでもなく、被害者たちを襲っていたのは紛まぎれもなく黒いもや。

　曖昧な人の形を模した人影が、包丁を握りしめ、通りで一人歩いている通行人を襲っているのだと言います。

「悪夢だ……」

　街の誰かが言いました。

　街の人々が頷きました。

　この黒いもやは彼らにとってはまさに悪夢の再来だったのです。

「俺、俺……実はさ、見たことあるんだよ……悪夢」

　運がいいのか悪いのか、聞き取りをしている最中に出会った一人は悪夢と呼称こしょうされている黒いもやの目撃者の一人でした。

「え、そうなんですか？　どんな感じでした？　顔は見ました？」

　千載一遇せんざいいちぐう！　不謹慎ふきんしんながら、犯人に直結する情報は貴重きちょうです。ぼくは身を乗り出して尋ねました。

　怯えた様子で男性は答えます。

　これもまた、依頼書に記載されている内容とまったく同じ。

「セレナ……」

　黒いもやの中に、殺人鬼のセレナの姿があったと言います。

　だからこそ、この国では黒いもやは悪夢の再来なのです。




「……で、それから一日かけて街を徘徊はいかいしているわけですけど」

　むすー、と頰ほおを膨ふくらませてベンチに腰掛けるぼくの姿がありました。時計台を眺めます。時刻はだいたいお昼の十二時頃。

「ぜんぜん悪夢と会えない……！」

　国に着いてから丸々一日が経過けいかしました。

　聞き込み調査に時間をかけ過ぎたことも原因の一つかもしれませんが、国に蔓延る悪夢とやらとまるで遭遇そうぐうできなかったのです。

　これまでの被害者の特徴からして、悪夢が狙ねらうのは武器を持たない一般人。だからこそただの旅人らしい装よそおいをして街を歩き回ってきたというのに。

「何がいけないんですかねぇ……」

　ぼくはため息を漏らしました。漏らしましたがお昼を告げる鐘の音がやかましすぎて全然聞こえませんでした。

　悪夢は殺人鬼セレナの行動をなぞるように、屋外にしか出現しないそうです。けれど霧きりのようにどこからともなく現れるため、住民たちは家に籠こもるようになったといいます。

　自粛ムードの真まっ只中ただなか、広場にいるのはぼく一人。


「…………」



　けれど静かなことはいいことです。

　鐘の音の余韻が消え去ったあと、耳を澄すませてみると、微かすかに物音が響ひびきました。

　どこからでしょう？　顔を向けると街の向こうから細くて黒い煙けむりが空に向かって伸びているのが見えました。

　人通りのない街の外。

　焚たき火びをやってるわけでもないでしょう──きっと悪夢に違いありません。ぼくは確信とともに杖を手に取り、煙のもとへと急ぎました。

　走ってだいたい五分程度でしょうか。

　ぼくが辿り着いたのは、薄暗うすぐらい路地裏ろじうら。

　そこに煙の正体がありました。

　黒いもや。悪夢。

「……あれ？」

　それと、紫色のローブと三角帽子を身に纏った魔女さん。服装と同じく紫色の髪。こちらを振り返りながら彼女は小首をかしげます。

　そういえば依頼書にも、書いてありました。

　この国には、専属の魔女が一人いるそうです。

　優秀な魔女さん。殺人鬼セレナの息の根を止めた張本人ちょうほんにん。昨日、この国に辿り着いてから、聞き込みをする傍かたわらで何度かお家にお邪魔じゃましましたけれども、ずっと留守るすで、お会いすることができませんでした。

　一体どこで何をしているのかと思いましたけれども──どうやらずっとお仕事をしていたようです。

「あ、そっか。魔法統括協会からお手伝いさんが来るって言ってたね」

　杖を握ったまま硬直しているぼくを見つめて数秒。彼女はくたびれたように笑いながら、「こんにちは」と手を振ります。

　細めた金色きんいろの瞳の下には、化粧けしょうでは隠し切れないくらいの隈くまが浮かんでいました。

「これからよろしくね」

　穏やかなご挨拶あいさつとともに、彼女は杖を振るいます。

　直後に足元に転がっていた黒い塊かたまりが、叩たたき潰つぶされたように弾けます。直後に未練みれんがましく立ち上る黒い煙を靴くつで踏み躙にじって消したのち、彼女は何事もなかったかのように、ぼくのほうを向きます。

「まずは自己紹介しなきゃね」

　そして彼女は自らの名を言いました。

　エステル。

　またの名を、薫衣くぬえの魔女と。





○






「お手伝いに来てもらえて助かったよ。この国にいる魔法使いたちも悪夢相手に震ふるえ上がっちゃって、全然手伝ってもらえないからね」

　街の広場まで戻ると、エステルさんは肩をすくめながらお話ししてくれました。「この国の人々にとってはそれだけ悪夢──殺人鬼のセレナは畏怖いふすべき対象ということなんだろうね」

　悪夢がセレナの姿を模していることが判明したその日から、悪夢の対処はすべてエステルさんただ一人に一任されました。

　皆、怖いのです。

　この国を震え上がらせた殺人鬼が。

「三ヶ月間の成果は如何いかほどですか？」

「ご覧の通り」

　彼女は自身のお顔を杖で差しながら言いました。ひどい疲れが滲にじみ出ていて、ぼくと同年代とは思えないほど疲弊ひへいしています。「終わりが全然見えない。倒しても倒しても、何度でも出てくる。どこからともなく、永遠に」

「悪夢みたいですね」

「まさしくね」

「悪夢の総数は大体どれくらいなんですか？」

「さあ？　正確な数はよくわからないけれど──この国にいる優しい人間の数と同じくらいかな」


「んんー……？」



　どゆ意味です……？

「まあ正確な数はよく分からないってこと。三ヶ月もやってるんだし、わたしもまともに数えちゃいないよ」

「つまり終わりの見えない作業をぼくは手伝わされるということですね……」

「お役人さんからの依頼書にそう書いてあったでしょ？」

「現場に来ればもうちょっと詳しいお話を聞けるんじゃないかと思ってました」

「残念ながらわたしもいつまでこの作業を続ければいいのかさっぱりかな」

　なるほどぉ……。

　それってつまり、いつ終わるのかも分からないってことですよね？

　ぼくは恐る恐る、尋ねます。

「ひょっとして、永遠に悪夢の対策をしなきゃいけなくなる……ってことはないですよね？」


「…………」



「いや黙だまらないでくださいよっ！」

　ぼくは旅人ですし魔法統括協会の職員ですし、このままずっとここで働くのは難しいですからね！

　一応念のために宣言しておくぼくでした。

「あはは。大丈夫。分かってるよ」

　エステルさんは肩を揺らしながら笑います。「ま、一週間経ってもダメだったら、君を協会まで戻すようにわたしから伝えておくよ。人員を倍にしても終わらないんだったら、他に手を打つ必要があるし」

「……ならいいですけど」

　疲れているはずなのに、わがままなぼくの意見も笑って流してくれるエステルさん。きっと普段からとても優しい人なのでしょう。

「じゃ、早速さっそく、悪夢の退治たいじを始めよっか」

　ぽん、と肩を叩きながら彼女は言います。「せっかく来てもらったんだし、わたしと同程度の働きはしてもらわないとね」

「……ちなみにですけど普段は一日にどれくらい働いてるんですか？」

「朝から晩まで休みなし」

「勤務形態真っ黒じゃないですか」

　ともあれぼくとエステルさんの悪夢退治はこうして幕を開けたのでした。




「悪夢退治の初日は分からないことも多いだろうし、わたしが悪夢の対処方法を教えてあげる」

　付いてきて、と路地を歩く彼女。揺れる髪からはほんのりとラベンダーの香りが漂ただよいます。

　本格的にお仕事が始まりそうな予感がしたので、ぼくは私服の上にローブを羽織はおり、三角帽子を被かぶってから、彼女の背中を追いました。

　しばし通りを進み、路地裏へと足を進めたところで彼女はぼくのほうに振り返ります。


「…………」



　きっとぼくが付いてきているのかを確認するために振り返っただけだったのでしょうけれど。

　不思議そうに、彼女はぼくの格好を見つめるのでした。

「どうかしました？」べつに魔法使いらしい装いなんて珍しくもないでしょうに。

「あ、ううん」はっとした様子で彼女は首を振ります。「……似合にあってるね、その格好」

「えへへ……」

　照れますなあ。

「そういえば君、まだ名前聞いてなかったけど」

「サヤです。炭すみの魔女のサヤ」

「炭の魔女のサヤ、ね……。うん、覚えた」

　それはどうもです。

「そちらは薫衣の魔女のエステルさん。で合ってます？」事前にもらった資料に彼女のプロフィールと顔写真も載のってましたけれど、一応確認です。

「その通り」然しかりと頷く彼女。「そしてエステルさんの指し示す先にいるのが悪夢だよ」

　ひゅん、と軽く杖を向けた先を、ぼくは辿り、見つめます。

「……うわ」

　噂に違たがわぬ悪夢がそこにはいました。

　数はおおよそ六体ほど。

　人の形を模した黒い何か。姿かたちはまるで煤すすを寄せ集めたようにぼんやりとしていて、目を凝こらしてよく見れば、その奥に血に濡ぬれた包丁を握った女性の姿をかろうじて見ることができます。

「きみたち。こんにちは」

　声をかけるエステルさん。

　直後に貼り付けたように同じ顔の悪夢たちが一斉に振り返ります。

「あれがセレナっていう殺人鬼ですか？」

「……多分ね」

「多分？」

　何年か前に殺人鬼セレナを倒したのはエステルさんご本人のはずでは？

　少々不思議なことを仰るエステルさんにぼくは首をかしげましたが、けれど彼女に詳しく事情を聞くことはできませんでした。


『────』



　嬉しそうな顔をしながら黒いもやに包まれた彼女たちがぼくたちに向かって襲い掛かってきたのです。

　凄すさまじい速さで、それぞれ走り、壁を蹴り、跳び上がり、包丁を強く握りしめながら。

　危ない。襲われる──警戒するぼくの目の前で、エステルさんは慣れた手つきで杖を振るいます。

「この子たちは目が合ったら真っ先に襲ってくるから、見つけ次第こうしてね」

　六体の悪夢は即座そくざに始末しまつされました。

　エステルさんが生み出したのは凝縮ぎょうしゅくされた魔力。杖を横に振るって薙なぎ払えば青白い閃光せんこうが悪夢たちの上半分と下半分を綺麗に分断します。その一撃をかろうじて避けることができた悪夢の頭に同じく魔力を浴びせ、吹き飛ばします。

　街の人々が恐れ慄おののく悪夢であっても、薫衣の魔女の前では何の脅威きょういにもならないのかもしれません。

「ま、仕事自体は単純でしょ？」

　ネズミの駆除くじょだと思ってやってみて。

　立ち上る黒い煙の中で、涼すずしい顔をしながら彼女は言いました。




　見た感じは簡単そうだったけど、実際やってみたら結構大変だった、っていう体験、皆さんにはありますか？

　ぼくはまさしく今、時計郷ロストルフにて大体そんな感じの思いをしている真まっ最中さいちゅうです。


『────』



　軽くやり方を教わったあとはエステルさんとは別行動。ぼくは単独で街に蔓延る悪夢を退治することになりました。

　路地裏をちらりと覗のぞけばにやにやと笑う悪夢さんがおおよそ四体ほど。

「おりゃっ！」

　何も考えずに悪夢を倒すだけならば、ぼくでも対処は難しくありませんでした。杖を振るい、エステルさんがやったように魔力を固めてぶつけます。

　まず最初に気づいたのは、エステルさんが魔法使いとして高い実力を持っていること。

　彼女は簡単そうに六体相手に対峙たいじしていましたけれど、多少の力では吹っ飛ぶどころかよろめく程度。

　悪夢の強度は、おおよそ人よりも少しだけ脆もろいくらい、と捉とらえたほうがいいでしょう。

「……ふうっ」目の前に現れた四体を倒して汗を拭うぼく。「えっと……、この辺りの路地は大体片付いたかな……？」

　ポケットから地図を取り出し、ぼくが今いる路地をペンで赤く塗ぬりつぶしました。

　悪夢退治を協力するにあたってエステルさんから手渡されたものです。

「──これ使って」

　別行動をする直前のことです。「これまでわたしが悪夢退治した位置には印がされているから、参考にして」

「というと？」

「悪夢は一度出た場所にはもう出ない」

「お詳しいですね」

「三ヶ月間もやってるからね」

　つまりエステルさんが印をつけた場所は行く必要はない、と。そういうことですか。

　ぼくは地図をじっと見つめます。

　だいたい半分以上が真っ黒でした。真っ黒。煤まみれみたい。

「何でこれ家も含めて黒く塗りつぶしてるんですか？」

「だって路上だけ分けて塗るの面倒めんどうだったし……」

「もー！　なんか怖いからやめてくださいよー」

「あはは。ごめんごめん。じゃ、サヤさんには新しい地図をあげる」

　苦笑しながら新品の地図をくれるエステルさん。

　ぼくのわがままを聞いてくれるなんて本当にいい人……。

　結局ぼくはそれからエステルさんが作業をした部分にあらためて色を塗り、そしてぼくが対応した部分には赤く色を塗ることにしました。

　改めて見て分かったのですけれど、どうやら昨日ぼくはエステルさんが作業を終えた部分を徘徊していたようです。だから悪夢ともエステルさんとも会えなかったんですね。

「期待してるよ、サヤさん」

　黒く塗りつぶした地図を懐ふところに戻し、彼女は言いました。

　そして別々に分かれて、まだ色を塗っていない路上をランダムに歩き回るのでした。地図とペンを抱えて歩き回る姿はなんだかフィールドワークみたいですね！


『────』



　ま、道中で恐ろしい悪夢とも邂逅かいこうするんですけどね！

「えいやーっ！」

　とはいえ一度力加減を覚えてしまえば簡単かんたんですね。ぼくは杖の先に火球を生み出し、放ちます。

　悪夢たちは避けることすらせず、火球に抉えぐられ、消えていきます。まるで光に集まる羽虫のようにも見えました。

「ふぁいやー！」

　ひょっとしたら知性と呼べるようなものを悪夢たちは持っていないのかもしれません。

　それからぼくは路地を折れる度、家と家の隙間すきまを覗く度に悪夢たちと邂逅しましたけれど、


『────』



　群がる悪夢たちは揃いも揃ってただ襲い掛かってくるばかり。芸がありません。対処は容易ようい。一撃で仕留められるくらいの威力で魔法を放つのみ。


「とりゃーっ！」



　ま、数が多いだけなら余裕ですね。


『────』




　…………。



　噓です！

「疲れました！」

　日が暮れた頃にぼくはエステルさんと再度集合。ぼくはその場で溶けたみたいにベンチでぐったり横になりました。

　ひたすら魔法を使い続ければ消耗しょうもうするのは当然のこと。

　こんな作業を三ヶ月も続けていたんですか。

「エステルさんって凄すごい人なんですねぇ……」

　見上げながら感嘆かんたんの声が漏れてしまいました。ベンチの傍で立っているエステルさんは涼しげな表情で笑っていましたから。

「伊達だてに国専属魔女をやってるわけじゃないってことだよ」

「ひょっとしてまだまだ作業できそうな感じですか？」

「やろうと思えばできるよ。今日はサヤさんが手伝ってくれたおかげでノルマは達成したから、これで切り上げるつもりだけど」

「朝から晩まで休まず働いてたっていう言葉は本当だったんですね……」ぼくなら身が持ちそうにありません……。

「サヤさんはちょっと魔力を浪費しすぎかもね」

　彼女はとても親切な人でした。

　一日の終わり。雑談混じりに魔力の消耗を可能な限り節約して戦う術を教えてくれました。興味きょうみ深いお話。

「すごいですね……」ぼくはふむふむと感心しながらメモをとるのでした。「やっぱり国専属の魔女ともなると、魔力を節約しないと一日の仕事は務まらないものなんですか？」

「うーん……」

　なんとなく尋ねたぼくに、彼女は眉根まゆねを寄せました。

　それから少し申し訳なさそうに、答えます。

　覚えてない。

「何のために魔力を節約して戦ってたのか、わたしもさっぱりなの。ごめんね」

　謝りながらも何かを誤魔化ごまかすように笑う彼女。

　ぼくはただただ違和感いわかんを抱いていました。

「時々、エステルさんって不思議なことを言いますね」

「普通の魔女では国専属の仕事は務まらないってことかもね」

　笑うエステルさん。

　その日は結局、それから情報を軽く共有してお別れとなりました。

　翌日も当然ながらお仕事。

　午前中に軽く顔合わせをして、お互い行く場所を決めて別行動。ぼくはひたすら地図上の路地を塗りながら、悪夢たちに対処していきました。

　同じことをシンプルに繰り返すのみ。

　上手じょうずな戦い方を教えてもらったおかげか、二日目以降は初日とは比べものにならないほど効率的にお仕事をこなすことができました。

「本当に凄いですね、エステルさん」

　一日の終わりにゆるりと雑談できるくらいには余裕ありとも言えます。

　先日と異なりベンチに座りながら感心するぼくに、彼女は照れた様子で答えます。

「わたしが教えた魔法を一日で使いこなせるようになってるきみも相当凄いと思うけど」

「えへへ……照れますねえ」

「あ、謙遜けんそんとかしないんだ……」

　街の地図を塗りながら、ぼくたちは時折顔を合わせては言葉を交わしました。

　会うのはいつも朝と夜の二回だけ。

「よかったら今日はうちで食べていく？」

　何度目かの仕事のあとで、彼女はぼくに提案してくれました。「今のこの国じゃあ外食もままならないし、宿屋の食事も飽あきてきた頃でしょ」

　お食事のお誘い！　嬉しいものです。

「え、いいんですか？」

「散らかってる部屋でも平気ならね」

　なんて言いながらも彼女のお部屋はとても整っていました。学術書の類たぐいや、用途のよく分からない魔法道具の数々が置いてあるだけで、お部屋自体はとても綺麗きれい。窓辺にラベンダーを置く余裕すらありました。めっちゃ綺麗じゃないですかぁ！　とぼくが感動したところ「そうかなぁ……」と微妙びみょうな顔をされていたので、真に部屋が汚いものは花を愛めでることもないのですよ、と教えてあげました。

　晩御飯に彼女が出してくれたシチューも美味びみでした。

　ほどよい満腹感と、一日の仕事を終えた達成感に満ち満ちたぼくたちは、それからしばし、他愛たわいもない会話に花を咲かせます。

　魔女になるために苦労した話。魔法統括協会で師匠ししょうにこき使われてる話。冗談じょうだん混じりにぼくが語り、彼女は穏やかな顔で頷いてくれていました。

「楽しそうな思い出がいっぱいでいいねえ」

　なんだか年老いた人みたいな反応ですね。

「エステルさんも何か思い出話とかしてくださいよー」

「そう言われても、いま話せるような楽しい感じの思い出がないからなぁ……」

「ではぼくと今日一緒いっしょにディナーをしたことが最初の楽しい思い出になるわけですね……」

「すごい自意識過剰じいしきかじょうだ……」

　お仕事を一緒にする相手のことを知れば、お仕事はより楽しく、深くなるものだとぼくは思ってます。

　彼女も同じようなことを考えていたのかは定かではありませんけれども、その日を境に、一日の終わりに彼女の家で食べることが日課になりました。

　ぼくがあれこれ話して、エステルさんが笑う。そんな日々が日常になりました。

「そういえばエステルさん。この写真の子って、誰ですか？」

　何度か彼女のお部屋を訪問していて、ふと気づいたものがあります。窓辺に置かれたラベンダー。

　その横にある、一枚の写真。お部屋に招まねかれた日には気づかなかったものです──青い髪を伸ばした幼い女の子がこちらに笑顔を向けていました。

「ああ、それね」

　夕食後のハーブティーを飲みながら、彼女は何でもないように言いました。「セレナだよ」

「セレナって──あのセレナ、ですか？」

「殺人鬼のことを言ってるのなら、そうだね」

　それから彼女が語ったのは、依頼書にもなく、街の人々からも聞き取ることができなかった事実。彼女しか知らない、事実でした。「わたしはセレナと幼馴染おさななじみなの。小さい頃から彼女とよく遊んでいて、だから殺人鬼になる前の彼女のことを、よく知っている。わたしと彼女は、とても仲の良い親友だった」


「…………」



　けれど今より数年前。セレナさんは殺人鬼となり、エステルさんはそんな彼女を殺さざるをえなかった──。

　嫌なことを思い出させてしまったかもしれません。

「すみません……」

「ううん、気にしないで。謝ることじゃないし」

「……でも」

「それに今言ったことは全部憶測おくそくだから」

「……？」

　憶測？

　首をかしげるぼく。

　彼女は写真を眺めながら言いました。

「わたしね、この写真の子がどこの誰なのか、本当はよく分からないんだ」

　セレナなのかも分からない。幼馴染なのかも分からない。幾いくら写真を眺めても、彼女との思い出が頭に浮かぶことはまったくない──彼女は諦あきらめたような口調で言いました。

「それって……どういうこと、ですか？　記憶喪失きおくそうしつとか？」

「ううん。どうやらそうでもないみたい」

　部屋に山のように積み重なっている学術書や魔法使いとしての技能の高さからも感じてはいましたが、彼女はとても賢かしこい人でした。

　部屋の中に大量に置かれている時間遡行じかんそこうに関する魔法の論文の数々。新聞の切り抜き。一人の少女のことを綴った手記。見知らぬ少女の写真の数々。

　穴だらけの記憶を埋めるように、彼女は知らないものだらけの部屋の中を探り、街の人々にセレナという女性について聞いて回り。

　やがてひとつの結論に至ったそうです。

「わたしはどうやら彼女を救うために過去に戻ったみたい」

　曰くエステルさんは、そのために学術書を部屋の中に積み重ねていき、魔法道具の数々を使い込んでいったのだそうです──もちろんこれも今のエステルさんによる推測ですけれども。

「無事、わたしは過去に戻ることに成功した。でも過去で何かがあったんだろうね。彼女にまつわる記憶はすべてなくなった」

　彼女に残されたのは、必死になって何かのために過去に戻る研究をした日々と、抜ぬけ殻がらになった今だけ。

「何があったのか、見当もつかないんですか」

　尋ねるぼくに彼女は首を振って答えました。

「全然。彼女がどんな人物だったのかも、まったく分からない」肩をすくめて彼女はため息を漏らしていました。「きっと過去のわたしにとってはかけがえのない存在だったんだろうね。今のわたしからすれば、何で過去に戻ろうと思い至ったのかさえ理解できないけどね」


「…………」



「サヤさんは大事な人を亡くしたこと、ある？」

　大事な人。

「ありますよ」

　ぼくは親友のモニカさんのことを、思い出していました。

「そう。……失った時、どんな気持ちだった？」

　生真面目きまじめで、優しくて、信念を最後まで曲げなかった、素敵な親友。

　彼女を失った日からの数日間は、思い出すだけでも胸が張り裂けそうになるくらいに、辛つらい思い出です。

「ちょっと長くなるけどいいですか？」

「教えて」

　知りたいな、と真っ直ぐにぼくを見据みすえるエステルさん。

　少し迷った末、ぼくは彼女の期待に答えることにしました。

「……道を歩くだけでも自然と俯うつむいて目の前が真っ暗になって、どうしようもなく悲しくなります。朝から晩まで何も喉のどを通らなくて、大切な思い出ばかりが頭の中を埋め尽くします。舞台の上で流れている彼女との記憶を眺めているだけのような毎日です。なのに世の中はいつも通りに時間は過ぎていって、世界から置き去りにされたような気分になります。そんな日々が一週間くらい続きます」

　花を見つけるたびに、モニカさんが好きだった花だったな、とか「これを見せたら彼女は喜んでくれたかな」って思ったり。

　本屋さんに立ち寄るたびに、モニカさんが好きだった本だな、とか、「また話したいな」って思ったり。

　宿のベッドで眠るたびに、彼女との会話を思い出して「あのときもっとたくさん話しておけばよかった」「もっと遊びたかったな」「また会いたいな」って思ったり。

　でもそんな風に振り返るたびに、もう二度と会えないことを痛感つうかんして、どうしようもなく悲しくなります──。

　打ち明けるように、ぼくはすべて彼女に話しました。

「……そう」

　俯きながら、エステルさんはぼくに尋ねます。「それ、どうやって乗り越えたの？」

　難しい質問ですね。

　自力で乗り越えられたわけじゃないですし。

「失ってから少しした頃に、大切な人たちに支えてもらいました。そのとき少しだけ前を向くことができるようになりました」

　完全に乗り越えられたように思えたのは、その後のことです。

　ぼくの脳裏のうりに蘇よみがえるのは、モニカさんのお葬式そうしき。

　仲間たちと共に弔とむらった記憶です。

「お葬式に行って、ぼくと同じように彼女の死を悼んでいる仲間たちと顔を合わせました。みんなで泣いて、一人では抱えきれないくらいに大きな悲しみを互いに分け合って、そこでようやく、前を向けるようになりました」

　悲しんでいるのはぼく一人ではないと知りました。

　彼女が多くの人に愛されていたのだと知ることができました。

　葬儀で彼女と向き合って、お別れを言って、ようやくぼくは彼女の死を吞み込むことができました。

「……そっか」

　ひょっとしたら、エステルさんはセレナさんとお別れを言うことがなかったのかもしれません。

　ぼくの話を一通り聞いたのち。

　彼女はぽつりと、つぶやくのです。

「じゃあ、きっとわたしは、そんな悲しみを抱えきれなくなっちゃったんだろうね」

　まるで他人事ひとごとのように漏らす彼女の表情は、ぼくにはとても悲しいもののように思えてなりませんでした。




「──うん、今日もばっちりですね」

　通りに蔓延る悪夢たちを処理したのち、ぼくはいつものように地図に印をつけます。街の路地のほとんどに色が塗られ、ぼくたちの悪夢退治も終わりが見えてきた頃合いと言えましょう。

「こんにちはー！」

　地図をしまったのち、ぼくは近隣の住宅の扉をノックして回ります。これもまた、いつも通りの作業の一つ。

「……何か？」

　心配そうな顔を扉の向こうから覗のぞかせる住民に、ぼくはにっこり笑って言うのです。

「もう出てきても安心ですよ！　この辺り一帯の悪夢はぼくが退治しましたので！」

　えへん、と胸を張るぼく。

　何日か悪夢を退治した頃に気づいたことでした。一度退治をした場所に、悪夢は出ない──であるならば、退治が完了した住宅の区画から自粛生活を順次解放していってもよいでしょう。

　徐々に街に活気を取り戻していかなければ、通りは寂しく風が吹くばかり。そんなのつまらないですし。

　だからぼくは数日前からこうして住民たちに説明をして回っていたのですけれど。

「……そう。ありがとう」

　扉の向こうの住民は、浮かない顔のまま頷くと、ゆっくりと扉を閉めてしまいました。

　これもまた、数日前から何度も見た光景です。

　不思議なことに街の住民たちは、近隣で悪夢が出ることはもうないと説明しても、大半が家に籠こもったまま。

　決して今の生活から出てこようとはしなかったのです。

「うーん……」

　ぼくは魔法統括協会から悪夢の退治を依頼されただけ。

　決してこれはぼくの仕事ではありません。

　けれど、街の人々も救わなければならない──このまま悪夢に怯えて籠もってばかりの街にするべきじゃない。

　放っておけないのです。

　街の人々も。

　それから、エステルさんも。


「…………」



　お友達を失った悲しみのために、過去に戻り、けれどそんな記憶すらも失ってしまった彼女。エステルさんを救ってあげなければならない──そんな風にぼくは思うのです。

　彼女自身に手を差し伸べることは、ぼくに与えられた仕事ではありません。

　それなのに、どうして放っておけないのでしょう。

　きっと彼女はモニカさんと似ているのです。

「なあ、お前。魔法統括協会から派遣された魔女なんだろ？」

　住宅に声をかけて回っていたときのこと。開いた扉の向こうで、住民の一人がぼくを睨にらみながら、言いました。「いつになったら悪夢の元凶げんきょうを断たってくれるんだ？　でないと俺たちはいつまで経っても家から出られねえよ」

「え」

　元凶を断つ？

　何のお話ですか？

　いまいちお話が理解できていないことが、きっとぼくの顔から伝わったのでしょう。

　苛立いらだった様子で住民は続けます。

「この事態を引き起こした薫衣の魔女をどうにかしろって言ってんだよ！　悪夢はあいつのせいで生まれたんだ！」

　住民はそれからエステルさんに対する恨みつらみをぼくに吐きました。街の住民が今も安心して外を出ることができないのは彼女のせいだ──自身に降りかかる不幸のすべてが、彼女の責任だとでも言うように、語り続けました。


「…………」



　守るべき街の住民から恨まれながらも、一人孤独こどくに職務を全まっとうする。

　本当に、エステルさんはぼくの親友と、そっくりでした。

　こんなところまで似なくたっていいのに。





●






　ベッドの中で瞳を閉じる。

　今日も眠ることはできなかった。

　何も考えず気が付いたら朝を迎えられていた頃を思い出す度に羨うらやましくなる。わたしはいつしか眠る方法すら忘れてしまったらしい。

　いつも同じ。

　わたしが眠ろうとすれば、それを妨げるように、脳裏に今までの出来事が蘇る。

「──エステルさん、セレナのことを忘れてしまったんですか……？」

　記憶に不自然な空白が生まれ、しばらくの時が過ぎた頃のこと。わたしは街の人々に尋ねて回った。わたしが写真を持っている女はいったい誰なのか。

　住民は不思議そうな顔を浮かべながら答えてくれた。

　名前はセレナ。

　かつてわたしが殺した凶悪犯であることを。

　そんな大事なことを忘れてしまったわたしを、街の人々は心配してくれた。唯一の国専属の魔女という重い責任がのしかかる仕事であることも相まって、病気に罹かかったのではないかとまことしやかに囁ささやかれた。

　そんな中で誰かが提案した。

「私たちでエステルさんが失ってしまった記憶を取り戻してあげよう！」

　それが誰の声であったのかはどうでもいい。

　結果として、その声に多くの人が賛同さんどうすることになった。

「そいつはいいな」「いつも俺たちはエステルさんに助けられてるからな！」「困っている時こそ、私たちが力になりましょう！」

　ある人は団体を立ち上げ、ある人はお金を集め、魔法使いたちが具体的な策を練ねり、最終的に彼らは数十名のちょっとした団体になった。

　失った記憶はきっと魔法で元に戻せるはず。

　しかし時計郷ロストルフには優秀な魔法使いがいなかった。

　結果、彼らは近隣きんりんの国──わたしが魔女になるために魔法を学んでいた国まで訪れ、優秀な魔法使いを探した。

　見つけたのは幼いながらもとても優すぐれた才を持つ少女だった。

　人助けのために魔法を使ってみないか──事情を説明すると少女は快こころよく引き受けてくれたらしい。

　彼らは少女を連れて国まで戻った。

　大人たちは文献ぶんけんや住民たちの話を集め、セレナとはどのような人物だったのか、その情報を積み上げ、そして少女は時計郷ロストルフの魔法使いたちとともにわたしが失った記憶を取り戻すために研究した。

　大事な記憶を失った可哀想な魔女。それを助ける幼い少女と街の人々。愛に満ちたすばらしい物語を人々が賞賛しょうさんした。

　そして人と人の美しい絆きずなが、一つのものを作り上げた。

「こちらをどうぞ！」

　やがて少女がわたしにくれたのは、魔法薬だった。

　飲めばセレナがどんな人物だったのかを理解することができる。記憶の抜け落ちた部分を埋めるための飲み物だそうだ。

　わたしは彼女たちの善意ぜんいに感謝した。

　作り上げてくれた魔法薬は持ち帰り、家で飲ませてもらった。

　少女たちが作った魔法薬に重大な欠陥けっかんがあるとも知らずに。


「ぐっ……！　う、ううう……！」



　飲んだ直後に鈍器どんきで殴なぐられたようにわたしの頭に痛みが走った。殺人鬼。人殺し。セレナとはただの悪魔のような女のはずで、死んで当然のろくでなし。

　街の人々が抱いている印象がわたしの頭には流れ込んだ。けれどどの印象もわたしの頭には定着しなかった。おぞましい記憶の数々が、頭を流れ、その度に、わたしの魔力を根こそぎ奪っていった。

　製法に問題があったのだろう。

　慣れない環境の中、大勢の人と共に魔法薬を製作するだなんて、幼い少女には重すぎる仕事だったのかもしれない。本来の実力を発揮することができなかったのかもしれない。


「止めなきゃ……、魔法薬の効果を、消さなきゃ……！」



　普段のわたしならば飲んだ直後に吐き出すか、即座に魔法薬の効果を打ち消すことができたはずだった。

　それなのに、わたしはただ混乱するばかりで杖を握ることすらままならなかった。

　違う。

　セレナはそんな子じゃない。

　そんな人間のために過去に戻ろうとするはずがない──街の人々が抱いていた印象と、わたしが捨てたはずの過去には埋めがたいほどに大きな隔へだたりがあったらしい。

　意識は混濁こんだくするばかり。

　結局わたしの頭の中に定着することのなかった殺人鬼セレナに対する記憶の数々は、わたしの中からずるずると黒い霧のようになって抜け落ちて、やがて消えていった。

　体の中から大半の魔力を失ったわたしは、その場で倒れた。

　悪夢が街で目撃されるようになったのは、その翌日からだったそうだ。




　失った魔力を取り戻すために数日間は療養りょうようをすることとなった。

　国の役人から呼び出しがかかったのは悪夢と呼ばれる黒いもやが人を襲うようになってから三日ほど経った頃のことだった。

　現場へと赴おもむいたわたしは、即座に原因に気がついた。

　少女がくれた魔法薬に込められていた殺人鬼セレナに対する記憶。魔法薬を飲んだ直後に失ったわたしの魔力。

　きっと二つが合わさって、街のあちこちに散らばってしまったのだろう。

　まるで煤のような黒いもや。

　人々は悪夢の再来だと恐怖に震え上がった。

　悪夢に妻を殺された夫は、亡骸なきがらに抱きつきながら名前を呼び続けていた。

　人々は再びセレナを退治して欲しいとわたしに頼み込んだ。無論、わたしは頷いた。手始めに魔法を振るってみれば、簡単に悪夢を退治することができた。

　しかし振り返ってみても、人々は浮かない表情でわたしを見つめるばかりだった。

　──どうして急にセレナの亡霊みたいなものが現れたんだろう？

　誰かが呟いた。

　何か問題が起これば、人はその原因を突き止めたくなるもの。

　──そういえば最近、エステルさんがセレナのことを忘れたって言ってなかったっけ。

　──私たちだってもう忘れかけてたのに、突然聞いてきて不思議だったわよね。

　そして誰かが呟いた。

　──ひょっとしてこの悪夢を呼び起こしたのって、エステルさんなんじゃないか。

　一度民衆の中に投げ込まれた言葉は、染み込むように人々の中へと広がっていった。

　そういえば最近の動向は怪あやしかった。そういえば前から変な研究をしていた。そういえば前から魔力を抑えるように戦う癖くせがあった。そういえば殺人鬼セレナを殺すとき、残念そうな顔をしていた。泣いていた。

　ひょっとしたらセレナを復活させようとしていたのではないか？

　面白がってそんな風に語る人もいた。憶測が憶測を呼び、わたしの言葉に耳をかたむけようとする者は結局どこにも見えなくなった。

　民衆の中で、魔法薬をくれた少女が目に涙を浮かべながらこちらを見ていた。

　少女に協力していた大人や魔法使いたちは、わたしと目が合うと、一斉に顔を逸そらした。

　誰だって騒ぎの責任はとりたくない。当たり前の話だった。

「お前のせいだ！　お前のせいで俺の妻つまが死んだんだ！」

　それに、わたしが街の人たちに聞かなければこんなことが起こるはずもなかったのは、紛れもない事実だった。

　愛する妻を失った悲しみと怒りを、男性はわたしにぶつけた。殴りかかろうとする男性を、周囲にいた大人たちが取り押さえた。

　こんなときにどんな言葉をかけてあげればいいのだろうか。

　わたしを見上げながら、尚なおも睨み続けている男性にかけてあげられる言葉は、一つだけだった。

「ごめんなさい」

　わたしが悪いことに変わりはないのだから。

　ただ一言、頭を下げて、謝った。

　そんなわたしの姿は、人々が吐いた憶測のすべてを認めたようにも、見えたらしい。

　筆舌ひつぜつに尽くしがたい罵詈雑言ばりぞうごんの数々が、その場でわたしには浴びせられた。




「この国を出ることも検討してみてはどうかな」

　悪夢への対処を始めた後のこと。役人はわたしを呼び出して語った。

　これまでの功績を加味かみして、君を捕まえるつもりはない。だが君も居心地いごこちが悪いだろう。悪夢への対処が終わったら、別の国でやり直すということもよいのではないか。

　役人が語った言葉は事実上の退職勧告たいしょくかんこくだった。

「魔法統括協会の方にも依頼を出しておいた。早急そうきゅうに解決できることを祈っているよ」

　魔法使いとしてのわたしの実力は、既にこの国の人々からは信頼に値あたいしないものとなっていたらしい。

　すべて終わったとき、国を出てゆくことを、わたしはその場で約束させられた。

　どこで道を誤あやまったのか。誰が悪かったのか。

　後悔をしたところで今更いまさらどうにかなるようなものでもない。

　今となってはもう、何もかもどうでもいい。




「──あれ？」

　こん、こん、とわたしの家の扉に遠慮えんりょがちなノックが二回。

　いつの間にか眠っていたらしい。

　重い頭を持ち上げるように起きて、玄関げんかんまで向かう。誰がきたのだろう。そういえば今は何時なのだろう。

　扉を開きながら思う。

　わたしは遅刻ちこくしたらしい。

　扉の向こうはいつもよりも眩まぶしい日差しに満ちていた。

「あっ、エステルさん。大丈夫ですか？」

　目の前にはこちらを心配するサヤさんの姿。「待ち合わせ場所に来ないので、心配になってきちゃいました」

　優しい子。

　魔法統括協会から派遣されたのが彼女でなければ、きっとわたしの苦しみはもっと長く、辛いものになっていたことだと思う。

「うん。大丈夫だよ」

　寝坊ねぼうしちゃった。少し待っててくれる？

　軽く言いながら、わたしは再び扉を閉めて、急いで仕事の支度したくを整える。再び扉を開けたとき、彼女は「お寝坊なんて珍しいですね」と軽く笑いながら言った。

「ひょっとして、終わりが見えてきたから気が抜けちゃいました？」

　二人で悪夢の対処を行ってからしばらく経つ。わたしの手にある地図は既にほとんど真っ黒になっていた。

　おそらく今日が最後になることだろう。

「あはは。そんなとこ」

　笑って返しながら、わたしは彼女に言った。

「今日も頑張ろうね」

　とっくに限界を迎えている自分自身に言い聞かせるように。





○






　きょうはぼくとエステルさんの二人で一緒に路地に現れる悪夢を退治して回りました。

　先日まで頑張った甲斐かいがあってか、残りの作業はあとわずか。

「──この調子なら、お昼過ぎには終わりそうですね！」えいっ、と杖を振るいながらぼくはエステルさんに語りかけます。

　悪夢の退治が終わる。

　つまり言い換えればぼくのお仕事はそこでおしまいということでもあり、同時にこの街が元の姿に戻れるようになるということでもあります。

　嬉しいことではないでしょうか。

「そうだね……」

　しみじみとした様子でエステルさんは頷き、杖を振るっていました。

　いつものように黒いもやのような悪夢たちが、散っていきます。二人並んで杖を持てば何の脅威にもなりません。

「ええっと、次は──」

　黒い煙が空へと昇るなか、ぼくは地図を取り出し、印をつけながら、次の目的地を探します。ほとんどの道が赤く塗られていて、未踏の場所を探すだけでも一苦労。

「次は大通りを挟んだ向かい側みたいですね！」

　ほどなくしてぼくは通りの向こうを指差しながら、エステルさんに言いました。

　無言で頷く彼女を連れて、ぼくは歩きます。

　ひょっとしたら終わりが見えてきたことを街の住民たちもそれとなく気づいているのかもしれません。狭い路地から大通りへと出ると、それなりに人の通りが見受けられました。

　少なくともぼくが入国した当日よりは賑にぎわってます。

「サヤさんはこの仕事が終わったあとはどうするの？」

　大通りへと出たところで、エステルさんはぼくに尋ねていました。

　どうしましょう？

「せっかくですから、何日か観光してから帰ろっかなー、と思ってますよ」

「観光、ねえ……」

　わあ微妙そうな顔。

「せっかくですし、観光案内してくださいよ。エステルさん」

　エステルさんおすすめのお店とか、おすすめの場所とか、行ってみたいなー、とぼくは媚こびる可愛かわいい女の子みたいなツラして言いました。柄がらじゃないですけど。

「うーん……、それはちょっと難しいかも」

　そしてとても微妙な顔を浮かべるエステルさんでした。やっぱ柄じゃなかったですか。「わたしね、この仕事が終わったら、この国を出ていくことになるだろうし──」

「え？」

　何ですかそれ？

　どういうことですかそれ？

　初耳ですよ？

　大通りの真ん中で、立ち止まり、ぼくは戸惑とまどいながら彼女を見つめていました。

「ああごめんね、言ってなかったっけ」

　涼しい顔をしながら、大したことでもないように。

　あるいはもう、どうでもよさそうに、彼女は言いました。

「わたしね、今回の責任をとって国専属の魔女から降り──」

　ぱりん。

　エステルさんの言葉を遮ったのは、ガラス瓶でした。どこからか飛んできて、彼女の頭に当たって弾けます。

「──エステルさんっ！」

　頭を押さえ、その場にうずくまる彼女のもとにぼくは駆け寄りました。ぽたぽたとこぼれ落ちるのは瓶の中に入っていた飲み物。

　それと、彼女の血でした。

「大丈夫ですか……！　傷口、見せてください」

「あ、サヤさん……」ゆっくりと顔を上げる彼女の額ひたいから、一筋の血が流れます。「大丈夫だよ、このくらい──」

「ぜんぜん大丈夫じゃないじゃないですか！」

　ぼくは応急処置としてハンカチを彼女の傷口にあてがいます。幸い、頭を少し切っただけのようです。「しばらくその場で押さえていてください！」

「いや、いいよ。このくらい。それより仕事を──」

「いいからじっとしててくださいっ！」

　このわからずや！

　ぼくはエステルさんを守るように頭を押さえながら、辺りを睨み、牽制けんせいします。

　誰ですか。

　一体どこの誰がエステルさんにひどいことをしたんですか。ぼくの視線は、やがて一人の男性に留まります。

「自業自得じごうじとくだろ」

　彼はエステルさんを冷たく見下ろして言いました。「そいつのせいで俺たちは大迷惑を被こうむってるんだぞ」

　彼が瓶を投げたのでしょう──ぼくは直感しました。

　大通りを往来おうらいする人々は一人、また一人と立ち止まり、ざわつき始めます。

　エステルだ。まだ悪夢を退治してないの？　エステルのせいなのに。早く解決しろよ。迷惑ばっかりかけて。早く国から出ていけばいいのに──。

　ぼくたちを取り囲むように民衆はやがて集まり。

　誰もが無責任に言葉を投げました。

　どこからかゴミが投げ入れられました。

「魔法統括協会の魔女さん、その女を早く捕まえてちょうだい！」「そいつのせいで俺たちの生活はめちゃくちゃだ！」「責任をとれ！」

　罵声ばせいの数々が反響しあって、大きくなりました。

「ごめんね、サヤさん。わたしのせいで、こんな──」

　傍らにいるエステルさんの声は、消え入りそうなくらいに小さく、かすかに響きました。

　きっと街の誰にも彼女の声は届かなかったことでしょう。

「エステルさん……」

　ぼくには理解できませんでした。

　何故謝っているのでしょうか。

　謝らなければならない理由がどこにあるのでしょうか。

　彼女は何も悪いことなんてしていないのに。

　許せませんでした。

「──謝ってください」

　ぼくは民衆に向かって、叫びます。「いまエステルさんにガラス瓶を投げた人。ゴミを投げた人。罵声を浴びせた人。全員今すぐ彼女に謝ってください」

　絶えず投げられていた罵声の数々がぴたりと止まります。

　わざわざ口を閉じて考えなければ、ぼくの言葉を正確に理解することすらできなかったのでしょう。彼らは顔を見合わせ、困惑こんわくした様子で口々に囁ささやき合います。

　あの子は何を言ってるの？　何も分かってないんだな。所詮しょせんは余所者よそものだものね。エステルがどんなことをしていたか知らずに仕事してたの？　魔法統括協会も落ちたものだな──。

　敵意が徐々に、ぼくへと向けられてゆくのを感じました。

　誰かが主導権を握っているわけではありません。ぼくとエステルさんがこれまで対峙してきた悪夢のように形のないぼんやりとした敵意だけが、群衆に言葉を語らせていました。

「彼女は人々のために力を尽くして頑張ってくれてます。あなたたちもこの国に住む人間ならば、応援したいと思わないんですか？」

　ぼくの言葉を、誰かが笑いました。

「何言ってんだよ。そいつのせいでこんな事態になったのに──」

「誰がそう言ったんですか？」

　声がした方向を睨むぼく。人々はぼくから目を逸らしました。

　代わりにまた別の方向から、誰かが言います。

「みんなそう言って──」

「みんなって誰ですか？」

　顔を向ければまたしても人々は顔を逸らします。

「あなた、目の前が見えないの？　これだけの人数に囲まれているのに──」

「囲んでるから何なんですか？　数が多ければ言ってることが正しいんですか？」

　ぼくの言葉に誰かが声を荒あららげました。

「何だその言い方は！　悪夢のせいで大事な人を亡くした人間だっているんだぞ！」

　誰かが言い放ったその言葉に人々は同調しました。まるで自分たちの怒りの要因を今更確認し合うように。

　私たちは悪くない。正しいことのために、正しく怒っている。

　そんな言葉が、彼らの顔に浮かんで見えました。

　大間違いです。

　ひどい勘違かんちがいです。

「彼らは誰一人としてエステルさんのことを恨んでません！」

　ざわついていた人々の言葉が止まります。戸惑い、笑い出す人すら見えました。何を馬鹿なこと。

「実際に聞いてきたのかよ」

「聞いてきましたよ」

　ぼくは言いました。

　エステルさんを抱いたまま、彼らに向けて言いました。

「悪夢の被害に遭あった方、全員に聞いてきましたよ」




　この国に来てからまるまる一日間使って、ぼくは聞き込み調査を実施しました。

　国のこと、悪夢のこと。

　本当のことは自分の目で見なければわからないものです。

　客観的事実を知りたかったのです。

　街の人々に聞き込みをする最中に伺った新聞社にて、ぼくはこれまで起きた事件の被害者たちの情報をすべてまとめて、一人ひとり直接伺って、確認していきました。

　何があったのか。

　被害者たちは突然の訪問にもかかわらず詳細に教えてくれました。悪夢とはどんな存在なのか。

「最初の被害者は私だった」

　腕に傷を負ったご婦人は俯きながらも言いました。「誰も私の証言なんて信じてくれなかった。彼女以外はね」

　エステルさんだけがご婦人に対して真摯しんしに向き合ってくれたと言います。

「俺は妻を失った」

　被害者遺族の男性は言いました。「当時は悲しみと怒りで、彼女にひどいことを言ってしまった──」

　エステルさんに謝りたいと、彼はぼくに話してくれました。

　誰に尋ねても、結果は同じ。

　エステルさんに対して感謝していたのです。

　街ではエステルさんが悪夢を引き起こしたとされているのにもかかわらず、彼らはまったく彼女を恨んではいませんでした。

「──悪夢に襲われた被害者たちのもとに、少女が大人たちを引き連れて訪問していたそうですよ」

　少女はエステルさんのためにこの国の魔法使いたちと共に魔法薬を作ったこと、けれどその調合が誤っていたことを被害者たちに説明しました。

　つまるところ原因はエステルさんではなく、自身たちにあるのだと釈明しゃくめいして回っていたのです。

　少女たちは街の人々にも同様に触れ回りました。新聞社にも記事の掲載をお願いしました。

　数ヶ月前の新聞記事には確かに悪夢の原因を説明する文書が一面に記載されていました。けれど人々の大半が彼女たちに耳を貸すことはしなかったのです。

　既に人々の中では、エステルさんがすべての元凶という風に決まっていたから。

　騒ぎ立てる群衆の声に、彼女たちの小さな自白は飲み込まれてしまったのです。

「ぼく知ってます。エステルさんを責めることができるのは、あなたたちが無関係で無責任な人だからです」

　エステルさんを取り囲むすべての人々に、ぼくは言いました。

「もっと冷静に周りを見渡してみてください。騒ぎ立てるあなたたちのことを見つめている視線に気付けませんか？」

　ぼくの言葉に、群衆の一人ひとりが、ゆっくりと視線を辺りに向けます。

　住宅の窓からこちらを見下ろす方がいました。通りの隅から心配そうに視線を向ける方がいました。

　エステルさんとぼくを取り囲む民衆は、結局のところ街の住民たちのごく一部でしかありません。大多数の静かな住民たちから、彼らは疎うとまれ、拒こばまれ、蔑さげすまれていました。

　本当にこれが正しいことをしている者の姿なのでしょうか。


「…………」



　民衆の中から、誰かが静かに立ち去りました。

　一人抜けた途端にその近くにいた人がまた抜け、その様子を見た者が更に抜け──やがてぼくたちを取り囲んでいた人々は、次から次へと競うように去っていきます。

　まるで霧が晴れたように、ぼくたちの視界は、やがて開けていきました。

「サヤさん」

　隣となりで声がします。

　震える肩。血は治まり、代わりに透き通った雫しずくが頰を伝って落ちています。

「ありがとう」

　エステルさんが、俯いたまま呟いていました。

　だからぼくは彼女のお顔を拭って言うのです。

「お礼を言うのはまだ早いですよ」

　ぼくたちのお仕事は、まだ終わってませんからね。





○






　ぼくと頭に包帯ほうたいを巻いたエステルさんが並んで路地に立ちます。
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「……頭、だいじょうぶですか？」

「うん」

　ぼくに頷きながら、彼女は包帯を軽く撫なでます──騒ぎが去ったあと、近隣住民の一人が応急おうきゅう処置しょちを施ほどこしてくれたのです。

　助けられなくてごめんなさい──近隣住民は、エステルさんに謝りながら包帯を巻いてくれました。

「街の全員がエステルさんのことを敵視してるわけじゃないんですよ」

　薄暗い路地を歩み始めたぼくたちの目の前に現れた悪夢たち。

　エステルさんは魔法で一つずつ切り裂きながら、つぶやくように言います。

「それでもわたしがこの事態を引き起こしたことに変わりはないけどね」

「あー！　またそんなこと言って！」まったくもう。ネガティブですね。「エステルさんは悪くないって何度言ったら分かるんですか？」

　このわからずや！

　頰を膨らませるぼくに、彼女は苦笑します。

「これはセレナにお別れを言えなかったわたしの問題でもあるってことだよ」

　次から次へと煙となって消えてゆく黒い悪夢。

　その向こうでエステルさんは言います。

「サヤさんが前に教えてくれたでしょ？　お別れをきちんと言えたら、前を向くことができるようになったって」


「…………」



「話を聞いて思ったの。きっとわたしは昔のことをずっと引きずるばかりで、目の前でわたしのことを心配してくれる人たちのことを見ることができなかったんだって」

　だから今度こそ、ちゃんとお別れを言わなきゃね──彼女は杖を振るいながら、言いました。

　黒い煙の数々は、徐々じょじょに晴れてゆきます。

　残された悪夢は、あと一体だけでした。

　他の悪夢と同様に、黒いもやの向こうで青い髪の人物が見えました。けれど姿は小さく、顔立ちも幼く、女性というよりは小さな子どものような姿を模しています。

　悪夢は人々の記憶から生み出された殺人鬼セレナの姿。

　奇くしくもその姿はエステルさんが持っていた写真と同じような容姿ようしをしているように見えました。

「こんにちは、セレナさん」

　悪夢の前でエステルさんはしゃがみます。

　そしてこちらをじっと見つめて動かない悪夢に、彼女は語りかけるのです。


『────』



　悪夢は言葉を語りません。

「君にお別れを言わなきゃね」

　けれども構わずエステルさんは語ります。

「セレナ」

　君を助けてあげられなくて、ごめんなさい──。

　悪夢を見つめ、ゆっくり手を伸ばし、両手で抱きしめながら、エステルさんは囁くように語りかけるのでした。


『────』



　突然抱きつかれたことに驚き、ぴくりと反応した悪夢が包丁を強く握りしめます。

　けれどエステルさんを刺すことはありませんでした。

　杖を握り、エステルさんが魔力を込めます。

　直後に小さな悪夢が崩れていきました。

「さようなら、セレナ」

　やがてエステルさんの腕の中から立ち昇る煙は、細い線のように空へと昇り。

　晴れた空の中に吸い込まれるように、消えていきました。





●






「……悪夢の対処が終わったら国から出ていくという話。あれは撤回てっかいさせてはもらえないかな」

　すべてが終わったあとのこと。

　国の役人は唐突とうとつにわたしを呼び出し、これまた唐突なことを言い始めた。

　撤回？

「急にどうしたんですか？」

「いや……」

　こほん、と目を逸らす役人。

　曰く、魔法統括協会の魔女がわたしの処遇しょぐうは不当であるとして直接意見をしにきたらしい。

『こんなに頑張ってる魔女さんを解雇かいこしようとしてるんですか？　この罰ばち当たり！』

　役人の前に積み上げられたのは被害者たちに直接訪問して得た証拠の数々。悪夢はわたしが引き起こしたものではなく、不幸の積み重ねによって起こった事故である──彼女がまとめた報告書にはそのように書かれていた。

「一部の声に耳をかたむけた結果、誤った結論を出してしまったようだ……」

　申し訳ない。

　役人はわたしに頭を下げ、もう一度国で働いてみないか、と問いかける。


「…………」



　驚くことにサヤさんが役人のもとを訪れたのは、わたしと出会った直後のこと。

　出会ったばかりでわたしがどんな人間なのかもまだ分からなかったはずなのに、彼女はわたしを信じてくれたということらしい。

　本当に、いい子。

「いえ、結構です」

　わたしは役人に首を振る。

　断られるのは想定外だったようで、役人は目を丸くしながらわたしを見つめていた。なぜ？　と言いたげな様子にも見えた。

　べつにこの国が嫌いになったわけでもないし、もちろん働こうと思えばこれからだって働ける。

　けれど今の私の胸の奥には、別のものが見えていた。

　何と言えばいいかな。

　それから少し考えたのちに、わたしは言った。

「しばらく休暇きゅうかをとらせてください」

　戻ってきたら、また国専属として働きますから──と。




「ええー！　役人さんのお話、断っちゃったんですか？」

　仕事のあとにサヤさんがわたしの家に来るのは日課のようなもので、最後の悪夢を倒したあとも例外じゃなかった。

　わたしはついさっき起こった出来事を簡単に説明し、結果、サヤさんを驚かせることとなった。

「必死に説得したのにぃ……」

　しょんぼりと肩を落とす彼女に、わたしは「いずれ戻ってくるから大丈夫だよ」と宥なだめる。どのみち休暇でちょっと出ていくだけだし。

「どのくらいで戻ってくる予定なんです？」

「うーん……、一年……いや二年くらい……かな？」

「結構な休暇ですね……」

「ちょっとやりたいことがあってね」

「ほうほう。何です？」

「秘密」

「ええー！　教えてくださいよぉ！」

　むっとするサヤさん。風船のように丸みを帯びた彼女の頰を突くと、とたんに萎しぼんで小さくなった。「何するんですか！」

　まったくもう！　と再び頰を膨らませる彼女。

「あはは。ごめんね」面白いから、つい。

　わたしは再び彼女の頰をつつきながら、また笑った。

　他愛もない平和なやりとり。

　こんな風に自分に課せられた役割のことも忘れて、ダイニングで座り、ただの同年代の女の子と笑い合ったのはいつ以来だろう。

　長い間止まっていた時間が、ようやく動き出したような気がした。

「ねえサヤさん、よかったらこれまで旅をしてきた国のこと、教えてよ」

「ふっふっふ。いいんですか？　ぼく、こう見えても結構いろんな国に行ってきましたから、今夜は眠れなくなってしまうかもしれませんよ……？」

　とたんに得意げな顔になるサヤさん。

「聞かせて？」

　身を乗り出すわたし。

「いいでしょう！」

　それから彼女が語った物語の数々は、夜が更ふけるまで続いた。それでも彼女は外の世界の物語を目を輝かせながら語り続けた。

　眠り、目を覚ました頃には、わたしは国を出ていくことになる。

　だからわたしは一語一句漏らさないように、耳をかたむけた。

　こんな時間が続けばいいのに。

　楽しそうに語る彼女を眺めながら、まどろみながら、わたしはずっと、そう願っていた。

　まぶたが瞳に降りるそのときまで、ずっと願っていた。

「──起きてください、エステルさん」

　肩に触れる温かい手の感触に、わたしは顔をあげた。

　窓辺のラベンダーが朝日を受けて揺れている──いつの間にか眠ってしまったらしい。

　起き上がる。どういうわけかわたしはベッドで寝かされていた。

　……横になった記憶はないはずだけれど、一体なぜ？

「よく眠れましたか？」サヤさんはベッドの隅っこに腰掛けた。「昨日、お話の途中で寝ちゃったので、ぼくがベッドまで運んだんですよ」

「ああ、そういうことね……」

　てっきりまた記憶が飛んだのかと思った。

「ちなみに朝食も近くのお店で買ってきましたので、あとで一緒に食べましょうね」

　その手にはパン屋の袋が握られていた。悪夢が出没しゅつぼつしている間、ずっと休業していた店舗てんぽのものだ。

　悪夢が去った今、街は元通りになりつつあるらしい。

　感謝しないと。

「ありがと」

「どういたしまして！」

　本当に、優しくていい子。

　彼女のようになれたらと、思うほどに。

「感謝のついでに、昨日言ってたやりたいことを話してくれてもいいですよ？」

「それは秘密」

「もー！」





○






　休暇のついでにと来たこの国ですが、結局お仕事をしただけで国を出ることとなりました。

　侘わびしいような、けれど思い返してみれば街の路地をひたすら歩き回ったわけですし、これ以上見るものもないような気もします。

　もしくは、最終日である今日、ようやく一番見たかったものが見られたから、満足できたのかもしれません。

「平和そうな街ですねえ」

　通りを歩けば人の往来が目に映ります。

　お客を呼び込む声。通りの隅に身を寄せて他愛もない会話を交わす人たち。これまで買い物を控えていたぶん、両手いっぱいに食材を抱える人。再会を喜び合う人たち。

「そうだねえ」

　ぼくの隣で頷くのはエステルさん。

　役目を終えたぼくと一緒に、彼女もまた、自らの意思で国を出ることになりました。

　やりたいことがあるそうです。それが何なのかは結局教えてもらえませんでしたけど──隣で歩く彼女は、憑つき物ものが落ちたみたいに、晴れやかな表情を浮かべていました。

「……なに？　サヤさん。わたしの顔ばっかり見て」

　おっといけません。

「何でもありませんよー」

　ぼくが見惚みとれてたみたいじゃないですか。誤魔化すように首を振るぼく。ちょうどそのとき十二時を告げる鐘の音が、ぼくたちの背中の向こうから響きました。

　街の活気かっきに紛れて、いつもよりも控えめに。

「あれも見納みおさめですねえ」

　振り返り、時計台のそばを飛んでゆく鳥たちを眺めながら、少しだけしんみりとした気分になってしまいます。

　時計台の下で待ち合わせをして、エステルさんと一緒にお仕事をする日々も、これでおしまい。

　ぼくは旅に出て、エステルさんもまた、国を出て行きます。

「でも、べつにこれが最後ってわけでもないでしょ」おかしなものを見るみたいに彼女は笑います。「時計台くらいどこの国にもあるんだから」

「……それはそうですけど」

　まだまだエステルさんとお話ししてみたいことはぼくにとってはあったわけで、そういった意味でもこれがお別れというのは名残なごり惜おしさがあるものです。

　とはいえ、お互い大人ですし、駄々だだをこねてもう一泊しましょうよー、なんて言えませんけど。

「楽しみだなぁ……」

　それにそんなことを言えるような雰囲気でもありませんでしたし。

　少なくともエステルさんは振り返ることよりも、国を出た後に待ち受けているこれからの日々のほうを見据えて浮き足立っているように見えました。

　ここにもう少し留まろうだなんて言うのは野暮やぼというものです。

　やがてぼくたちは門の近くまで辿り着きます。

　二人揃って足が止まりました。

「──あの」

　一人の少女が、ぼくたちを呼び止めたのです──歳は十歳程度。ぼくにとっては初対面の相手でした。

　けれどエステルさんにとってはそうではなかったようです。

「こんにちは」

　仄ほのかに笑みを見せながら、彼女は少女と目線を合わせました。「魔法薬をくれた子、だよね」

　セレナさんにまつわる記憶を失ったエステルさんのために、街中から集められた記憶をもとに魔法薬を作った少女。被害者の人たちに、悪夢の原因を説明して回ってくれていた、張本人。

「あの、その──」

　エステルさんと再び顔を合わせるのは、悪夢が生まれて以来初めてなのかもしれません。

　スカートをぎゅっと握りしめ、緊張した面持おももちで、エステルさんに何かを伝えようとしていました。

　ごめんなさい。

　私のせいです。

　許してください。

　そんな風に罪を告白しようとしていたのでしょう。

　けれどエステルさんは、彼女の言葉を待つことはありませんでした。

「大丈夫だよ。きみがしようとしてたことはわたしには分かるから」

　両手で優しく少女を抱きしめながら、彼女は語ります。「きみは人のためになろうと正しい方法で魔法を使ってくれた。今のわたしがあるのは、きみのおかげ」

　謝ることなんて何もないんだよ。

　優しく、彼女は諭さとすように語りかけるのです。

「これからも、人を助けるために魔法を使ってあげてね」

「……っ」

　エステルさんの胸の中で、少女の肩が震えます。

　何度も何度も頷く少女の髪をそっと撫でて、彼女はそれから語りかけるのです。

「忘れないで。正しいことをしている姿を、いつだって誰かが見てくれているから」

　──正しいことをしている限り、きっと誰かが味方になってくれるから。

　──孤独になることなんて、絶対にないから。

　少女に対して語りかけていたその言葉は、彼女が自身に対して言い聞かせているようにも思えました。

　やがて泣き止んだ少女が顔を上げ、エステルさんの腕の中から離れます。

　別れを惜しむように、小さく手を振り、「さようなら」と呟きます。

「うん」

　手を振りかえし、微笑みかけてから、エステルさんは踵きびすを返しました。「行こうか、サヤさん」

「はい」

　彼女の背中を、ぼくは追います。

　エステルさんが国を出るまで、ずっと少女は手を振っていました。

　少女のそばにいた誰かが遅れて手を振りました。その傍にいた誰かがまた、手を振ります。

　人々の静かな見送り。

　エステルさんが振り返ったのは、街の外に出てからでした。

　平原に立った彼女は、揺れる草花の中で振り返りながら、笑います。

「またね」

　簡潔かんけつで、爽さわやかな一言。

　その言葉を最後に、彼女はほうきに乗って、青と緑に包まれた世界の中へと飛んでいきます。

　不思議なことに寂しさはありませんでした。

　遠く離れてゆく彼女の背中を眺めながらも、何だかすぐにまた会えるような、そんな気がしたのです。





○






「仕事の依頼です」

　とある国の魔法統括協会支部へと立ち寄ったときのこと。

　ぼくは「しまった！」とシンプルに思いました。

　何せぼくはこれから休暇のために観光スポットに行く気でいたのですから。魔法統括協会に寄った理由も単純にちょっとした書類を届けに来ただけであり、つまるところ職員さんから期待を込めた眼差しを向けられる謂いわれはまったくと言っていいほどないのです。

「いやぁ……ちょっと困りましたねぇ……」

　すすす、と距離を置くぼく。

「何かご予定でも？」

「これから休暇に行くところでして」

「休暇……。そうですか、休暇ですか……」

　職員さんはため息混じりに言いました。「緊急の依頼なのに……」

　ぐぬぬ。

「ほかの魔女さんとかにはお願いできませんか……？」

　お伺いをたててみるぼく。

　職員さんは頷きました。

「実は既に協会所属の魔女が向かってくれています」

「なんと！」

　じゃあ別にいいじゃないですか！　ぼくが協力しなくてもその魔女さんにお任せすれば万事解決ですよ！

　途端に喜ぶぼくでしたが、しかし職員さんの表情は浮かないまま。

「ええ、一応魔女なのですが……、しかし魔法統括協会に所属したばかりでして」


「…………」



　ほほう？

　少々嫌な予感がする言い回しですね。

「差し支えなければ炭の魔女様のようなベテランさんにも同行していただければと思うのですが──」

　やっぱり！

　まったくもう、困っちゃいますね。ぼくはこれから常夏とこなつの国でのんびり過ごすつもりだったのに！

「その新人魔女さんって一体どこのどなたですか？　まったくもう。依頼書見せてください」

「こちらです。既に現場に向かってくれている魔女様のお名前は下にあります」

　職員さんから受け取り、ぼくは依頼書をむむっと睨みます。新入りの魔女とは一体どんな人なのです？　面倒臭めんどうくさそうな人だったらぼくは断りますからね！　と念押ししつつ、上から下まで読み込みます。

　直後に決めました。

「行きます！」

　断言だんげんでした。即決そっけつでした。行かない理由が皆無かいむでした。

　感謝の言葉と共に嬉しそうに何度も頭をさげる職員さん。いえいえとぼくは首を振りつつ、改めて依頼書に目を通します。

　そこには見覚えしかない名前がありました。

　薫衣くぬえの魔女、エステル。

　それが新しく魔法統括協会に所属した、魔女の名でした。







「あ、来たね」

　依頼を送ってきた国に着いた直後、ぼくを迎えてくれたのは、紫色のローブに三角帽子、それから同じく紫色の髪をした一人の女性。

　薫衣の魔女。

　かつて時計郷ロストルフを守っていた彼女でした。

「久ひさしぶり」

　ひらひらと緊張感がまるでないお顔で手を振りながら、彼女は言いました。「これから魔法統括協会に所属することになったから、よろしくね」

　胸には真新しい月をかたどったブローチが輝いていました。

「魔法統括協会に所属する気だったなら言ってくださいよー！」

　再会するなり彼女の肩をぐわんぐわんと揺らすぼくでした。その気があったなら最初からそう言ってくれればよかったのに！

「あはは」

　ごめんごめん、と大して悪びれることなく彼女は笑っていました。

　なに笑ってんですか！

「でも、こういう大切なことって、簡単には言わない方がいいと思って」

「何ですかそのこだわり！」

　まったくもう！

　ぼくはいかにも「怒ってますよ！」と言いたげな雰囲気で頰を膨らませてみましたが、多分彼女には伝わっていないことでしょう。頰を指でつつかれました。

　なにするんですか！　と再び頰を膨らませてはまた同じく指で突かれ、大体そんなやりとりを何度かしたのちに、彼女はようやく事情を語ってくれました。

「時計郷ロストルフを出るときから決めてたんだ」

　曰く彼女は国を一度離れたのちに魔法統括協会に所属するための試験を受けに行ったのだと言います。魔女という称号もあり、そしてこれまでの功績も見事なもの。彼女はすぐに本採用となり、ぼくと同じように旅をしながら依頼を受ける立場になったのだそうです。

「休暇のつもりで国を離れたんじゃないんですか？」

「ついでに人助けもしてみようかなって思って」

　きみみたいにね、とエステルさんの指先が、ぼくを差します。

　これが彼女のやりたかったことなのでしょう。

「というわけで、これから協会所属の魔女として活動していくから、よろしくね？　サヤさん」

　ぽん、とぼくの肩に手を置く彼女でした。

　国を離れてからすぐにまた会えるような気はしてましたけど──まだまだ彼女とは話し足りないと思っていたところでしたけれども。

　まさかこんな形で会うことになるとは思っていませんでした。

　安心したような、拍子抜けしたような、変な気分です。

「こちらこそよろしくです」

　気の抜けた返事をするぼく。

　彼女はにこりと笑います。

「それで、最初は何をしたらいいかな」

　おっと。

　いけません。再会に喜ぶばかりじゃだめですね。ぼくたちは仕事のためにこの国に来たのですから。

　気を引き締め直さねば。

「いいですか？　エステルさん、これからベテランとしてぼくがエステルさんを逐一ちくいちサポートしていきますから、ちゃんと言うことを聞いて下さいね？」

「はいはい」

　ぼくたちは二人並んで街の中を歩きます。

　景色がゆっくりと流れていく中で、エステルさんだけが変わらずぼくの傍かたわらにいます。

「まずは依頼書の内容と国の実情に齟齬そごがないことを調べるために、聞き込み調査から実施して、それから──」

　得意げな顔で仕事の哲学てつがくっぽいことをぺらぺらと喋るぼく。彼女は何度も頷きながら、楽しそうに笑みを浮かべます。

　ぼくたちはそれから時間を忘れてたくさん歩きました。

　穏やかな日差しの中で、道端みちばたに揺れる花を眺めながら、隣にいる彼女と共に。

　一歩ずつ、ゆっくりと。
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「予定通り本日付で魔法統括とうかつ協会のお仕事から抜けたいと思います」

　応接室に入るなり灰はいの魔女イレイナさんはきっぱりと言い放ちました。一日たりとも延長えんちょうするつもりはない。相談も受け付けるつもりはない。

　応接室のソファに腰掛こしかけ待っていた魔法統括協会の支部代表を前にして毅然きぜんとした表情を浮かべるイレイナさんからは揺ゆるがない決意が見えました。

　代表が彼女を応接室まで呼び出したのはまさしく延長を打診だしんするためでしたが、もはや相談するまでもないことでした。

「……そう」

　優秀な人材を手放すのは惜おしい。

　代表はため息混じりに頷うなずきながらも、これから先に投書係に待ち受けている苦難くなんの日々を憂うれえました。ただでさえ忙いそがしいというのに彼女が抜けて上手うまく回るものでしょうか？

「私が抜けてもそのうち上手くいくようになりますよ」

　代表の胸の内を覗のぞき見たようなことをイレイナさんは言いました。

「そのうち、ね……。いつ頃になるかしらね？」

「さあ？　一年後か、二年後か……ひょっとしたら七年後くらいになってしまうかもしれませんね」

「長い道のりね……」

「気長に待ってはいかがでしょうか」

　既すでに投書係の仕事を頭から切り離しているのか、イレイナさんの口調はどこか他人事ひとごとのようでした。少しの間、従業員の一人として働いたとはいえ、本来は旅人。

　投書係の仕事もまた、傍観ぼうかんしていてよいものの一つなのです。

「特別許可証、いただけますか？」

　イレイナさんは尋たずねます。

　元々、彼女が代表の提案を吞んだのは協会支部の図書館、食堂、ラウンジを自由に使うため──特別許可証を手に入れるためです。

「そうね、そういう話だったわね……」

　予定通り特別許可証を手渡せばそれでおしまい。イレイナさんはきっとすぐにでも国を出てしまうことでしょう。


「…………」



　特別許可証が入っている鞄かばんに手を伸ばし──しかし代表は、思い出したように彼女を見ます。「ああ、そういえばイレイナさん。最後に紅茶こうちゃはいかが？」

　せっかくだし、一杯飲んでいかない？

　代表は笑みを浮かべながら提案していました。

　イレイナさんが仕事をしやすいようにここ一週間、毎日のように投書係の執務室まで出向いて淹いれて差し上げていたものです。

「おお、いいですね」

　せっかくですし、とイレイナさんも頷きます。

「じゃあ淹れるわね」

　代表は立ち上がり、部屋の隅すみに用意していたティーポットを手に取り、紅茶を注ぎました。「これも最後になるのだと思うと悲しくなるわね」

「そうですねえ」

　背中の向こうにいるイレイナさんがぼんやりと返事をする気配がありました。

「残ってくれてもいいのよ？」

「それはちょっと」

「どうしてもダメ？」

「無論むろんです」

「……そう」

　カップに紅茶が満ちました。「砂糖とミルクは使わないのよね？」

「ええ。いつも通りでお願いします」

「分かったわ」

　代表は頷き。

　そしていつも通り紅茶の中に魔法薬を混ぜました。

（こんな便利な子を手放すわけにはいかないわ）

　なぜ今まで旅の魔女としてふらついていたのか理解できないほど、灰の魔女イレイナは代表の目から見れば優秀な魔法使いでした。

　ずっとこの国で魔法統括協会の従業員の一人として働けばいい──一週間前に応接室で特別許可証を餌えさに釣ったその日から、代表は彼女を引き止めることを決めていました。

「さあどうぞ」

　紅茶をイレイナさんの前に置きながら、代表は微笑ほほえみます。

　危険な成分は入っていません。ただほんの少しだけ、目の前のことしか見えなくなってしまうだけのお薬です。

（毎日飲ませていたから今日も延長の打診を受け入れてくれると思っていたんだけど……）

　しかし今日、目の前にきたイレイナさんはきっぱりと延長を断っていました。

　おかしな話です。薬の効果が切れてしまっていたのでしょうか？

（でも大丈夫だいじょうぶ。今回は強めに魔法薬を入れておいたから）

　きっと紅茶を飲んだあとに改めて延長の打診をすれば、よい返事がもらえるはず──代表が見守るなかで、イレイナさんの口元にティーカップが運ばれてゆきます。


「…………」そして口をつけた直後。「話は変わりますけど、特別許可証ってどんなことをしたら貰もらえるものなんですか？」



　イレイナさんは思い出したように尋ねました。

　もう少しだったのに。

　代表は内心で舌打したうちしながら答えます。

「特別許可証は魔法統括協会に大きく貢献こうけんした外部の魔法使いに贈られるものよ。魔法統括協会からの特別な感謝のしるしとも言えるわね」

「ほうほう。じゃあ魔法統括協会が困こまっているときに助けて差し上げれば貰える可能性があるということですね」

「まあそうね」

「それって例えば魔法統括協会の内部にいる悪い人間を懲こらしめても貰えるんですか？」

「……？　ええ、まあ……」

　貰えるけれど。

「そうですか」

　イレイナさんは不敵ふてきな笑みを浮かべながら、ティーカップを置きました。「安心しました。あなたを捕らえたらもらえなくなってしまうんじゃないかと思っていましたので」

「……は？」

　私を、捕らえる？

　代表は困惑こんわくしました。同時に確信しました。目の前の彼女は紅茶に魔法薬を紛まぎれ込ませていたことに気がついている。

　一体いつからこちらの策さくに勘かんづいていたのかは分かりません。

　どうすべきでしょう？　白しらを切るか、それとも魔法で黙だまらせるか。ほんの一瞬、頭に浮かんだ二択。代表は即座そくざに選びました。

　杖つえを出し、イレイナさんへと差し向けながら。

「残念だわ──！　あなたとは仲良く仕事ができると思っていたのに！」

　直後、床ゆかから無数の蔦つたがイレイナさんへと伸びました。動きを封じて改めて魔法薬を飲ませればいいのです。

　そうすればこの場で行われたやりとりもなかったことになる。彼女は魔法統括協会で働いてくれる。完璧な作戦。代表は確信していました。

　一つ見落としていたことがあるとすれば、目の前のイレイナさんが本来は旅の魔女であること。

　このような危機に直面したことが何度もあるということ。

「私も残念です。魔法統括協会のような大きな組織には悪い人間は紛れ込んでいないものだと思っていましたから」

　代表の体が硬直こうちょくします。自ら生み出したはずの蔦の数々は、彼女の意志に反して自身の体を縛しばり上げていました。

　一体なぜ？　代表が当惑とうわくする中、蔦が徐々じょじょに視界を覆おおっていきます。

「あまり旅の魔女を侮あなどらないでもらいたいですね」

　徐々に覆われゆく視界の中、杖を手に冷静に語る灰の魔女イレイナさんの姿が見えました。「私にとって魔法を弾き返すことなど造作ぞうさもないことです」

　そして。

　灰の魔女イレイナさんは言いました。

「私にとってこの国は狭せますぎます」

　だから今日から旅に戻ります。

　黒のローブ、黒の三角帽子。胸元には星をかたどったブローチ。決して派手はでではない格好かっこうを身に纏まとう彼女は旅人であり、そして魔女でもありました。

　この国で投書係のお手伝いをしたのはあくまで自身の経験のため。長々と働き続けるつもりなど毛頭もうとうないのです。

「まあ、今回はいい経験になりましたよ」

　お世話になりました──蔦に囲まれてもごもごと呻うめく代表に語りかける彼女は一体誰でしょう？

　そう、私です。





○






　代表はそれからほどなくして協会の職員たちによって身柄みがらを取り押さえられました。

　曰いわく協会本部へと連行し、正式な処分を決めるそうです。とはいえ解雇かいこは当然。牢ろうに入れられる期間をこれから本部で協議することになるそうです。

「迷惑かけたな」

　本日たまたま支部に居合いあわせていたシーラさんが私に事情を説明してくれました。

　トップが悪事に手を染めていたことが明らかになり内部は混乱。私とシーラさんが話す真横を忙しそうに職員たちが往復おうふくしていました。

　曰くこれから支部の代表を新たに選任しなければならないそうです。

「次の代表は誰になるんですか？」

「さあなあ」

「ひょっとしてシーラさんとか」

「まさか。柄がらじゃねえよ」

　煙けむりを吐きながら苦笑するシーラさん。混乱に乗じて喫煙所きつえんじょでも何でもないただの廊下ろうかで堂々どうどうと吸うさまは、「あたしが代表になったら喫煙所が増えると思え」と職員たちを牽制けんせいしているようでもありました。

「ところでお前、特別許可証をもらう予定だったんだっけ」

　煙管きせるを咥くわえながら彼女は首をかしげていました。

　私は煙に顔をしかめつつ、

「まあそんなところです」と頷きます。

「じゃ、これやるよ」

　ほい。

　まるで子どもに飴玉あめだまでも渡すように軽い雰囲気ふんいきで彼女はポケットから許可証を取り出し、私の手の上に置きました。

「いいんですか、大事なものなのに」

「一応引き渡しの許可は貰ってる。それだけ協会に貢献してくれてたってことだろうな」

　いえ雑にポケットに入れていたことに対して言ったのですけど……、まあいいでしょう。

「感謝します」

　これさえあればこれからは大きめの国では協会支部の食堂やらラウンジやらを使い放題。旅路たびじは一層楽になること請うけ合あいでしょう。

「分かってるとは思うが、他国で指名手配されるようなことはするなよ？　支部に来た瞬間捕らえなきゃいけなくなるからな」


「…………」



「目ぇ逸そらすんじゃねえよオイ」

　おほほほほ。私が指名手配されるようなことをするとでも？　ご冗談じょうだんを。

「バレないようにするから大丈夫です」

「全然大丈夫じゃねえじゃん……」

　特別許可証返してもらおうかな……呆あきれながらため息漏もらすシーラさん。

　ま、ご冗談はさておき。

「とりあえず欲しいものも手に入ったことですし、私はお暇いとましても大丈夫ですか？」

　ほとんど魔法統括協会と宿の往復ばかりだったとはいえ、この国には既に随分ずいぶんと滞在たいざいをしています。

　これ以上この国に留まる必要もないでしょう。

「そうだな。行っていいぞ」

　軽く頷きながらシーラさんは言います。「あとはあたしたちのほうで何とかできるしな」

「感謝します」

「感謝されるまでもねえよ」

　じゃあな、と私に対して軽く手を挙あげながらシーラさんは言いました。まるで明日も会うかのようなご挨拶あいさつ。私も彼女に軽くお辞儀じぎをしたのち、「それではまた」と応えます。

　どのみち私も彼女も世を渡り歩く身。

　いずれまたお会いする機会もあることでしょう。

　私は踵きびすを返し、歩き出します。

「一応聞いておきたいんだが」背中の向こうから声がしました。振り返ればシーラさんが軽く首をかしげています。「魔法統括協会で働く気はないんだよな？」

　私の答えは決まりきっています。

　振り返りながら、私は言いました。

「ええ。柄がらじゃないですから」
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　平原の中をほうきが三つ並んで飛んでおりました。

　アルテさん、リナリアさん。それからわたくしプリシラの三名による旅路たびじはまだ続いておりました。

　わたくしたちの旅──歴史探訪れきしたんぼうは、各国の重要文化財を巡めぐる旅。

　発案者のリナリアさんからはざっくりとそのように聞いております。

　つまり価値ある文化財がある限り、わたくしたちの旅はいつまでも続くということなのでしょうか。そういえばこの旅の終着点は一体どこなのでしょうか？

　雲一つない空の下、お日様がぽかぽかと平原を照てらすなかで、わたくしはふと気になり、リナリアさんに尋たずねておりました。いかがかしらリナリアさん？

「あ、次の国で終わりよ」

　次の国で終わり！

　雷かみなりに撃たれたような衝撃がわたくしを襲おそいました。お空は晴天せいてんなのに！

「唐突とうとつですわね！」

　わたくしまだ数ヶ国しか回っていませんわ！

　これでは歴史探訪ではなくちょっとした小旅行ですわ。せっかく仲良くなってきたと思ったのに！　わたくしのお顔は途端とたんに悲しみで満ち満ちてゆきました。

　しゅん……。

「あ、いや、ごめんなさい。語弊ごへいがあったわね」落ち込むわたくしにリナリアさんは慌あわてた様子で弁明べんめいいたしました。「次の国で歴史探訪が終わるだけで、旅自体はまだ続くわ。ただ重要文化財を見て回ることがなくなるというだけ」

　以前もお話をしていただいた通りリナリアさんとアルテさんの歴史探訪はあくまで学校が長期休みに入る期間を利用して行っているもの。

　つまり学校が再び始まるまでには戻らなくてはならず、日程的にはここから先は帰り道とした方がよいのだそうです。

「なるほどですわ」

　では仕方ないですわね──わたくしは肩かたを落としながらも納得していました。

　長期休みがいずれ終わるのはわたくしも同じこと。

　学生の身分ではいつまでも羽を伸ばして自由に飛び回っていられないということなのでしょう。

「いつか本当に旅人として世界中を渡りたいですねー」

　アルテさんはわたくしたちが進む先を見つめながら呟つぶやいておりました。

「同感ですわね」

　釣られてわたくしも先を見据みすえます。

　国の姿が平原の先に見えてきました。

　そういえば次はどのような国なのでしょう？　記念すべき最後の国。歴史探訪の終着点。

　リナリアさんはわたくしの思いを見透みすかしたように言いました。

「時計郷とけいきょうロストルフ」

　それがあの国の名前よ──と。




　あらまあ、と思いましたわ。

　門をくぐったわたくしたち。迎え入れるのはまるでわたくしたちを見守るように規律きりつ正しく並んでいる背の高い建物たち。

　穏おだやかに人が賑にぎわう通りを抜ければ広場に突き当たります。

　国の名に冠かんする通りに、象徴的しょうちょうてきな時計台が聳そびえていました。

　もう一度言いますわね。

　あらまあ、と思いましたわ。

「はあ……すてき。歴史の重みを感じさせる時計だわ……」

　それは決して時計台にしがみついてうっとりとしているリナリアさんに若干じゃっかん引いてるからではありません。

　街の住民たちから「ちょっと変な観光客だな……」「どうする……？　通報しとく？」と囁ささやかれているからでもありません。

「わたくしこの国に来たことありますわ」

　わたくしは言いました。「来たことあるというか、ちょくちょく来てますわ」

　一度や二度だけでなく。

　結構な頻度ひんどで時計郷ロストルフの地に足を踏み入れております。

　平原をほうきで走っている途中でなぜ気づかなかったのかと思うほどに、街の様子は既視感きしかんに満ちておりました。

　真昼の暖かな日差しが差し込むなか、穏やかな日常風景が眼前には広がっていました。

　あちこちから街の人々が談笑だんしょうする声が響き渡ります。建物の窓辺には色とりどりの花が並べられ、風にのってふわりと花びらを落としておりました。

　いつもの平和な街の姿がここにはあるばかり。

「こんな素敵すてきな国にちょくちょく来ている……ですって？」

　目をくわっと見開き驚おどろくリナリアさん。「あなた一体、何者なの……？」

　何者と言われましても……。

「わたくしが今住んでいる国はこの近くにありますの」

　まとめてお休みがもらえれば来られるような距離の国ですし、長期休みになるたびに小旅行としてこの国まで来ていましたの。

「そんなにいい国なんですか？　ここって」

　不思議そうな様子でアルテさんは首をかしげます。

　時計台がすごいとか？　もしくは街並みが綺麗きれいなの？　彼女の表情はわたくしにそのように尋ねているようにも見えました。

　いえいえ、違いますわ。

「別に国自体は特別でもないですわ」

「ではなにゆえです？」

「ここはわたくしが魔法薬学に一層いっそうのめり込むきっかけになった国なんですの」

　わたくしの原点の一つといってもいいかもしれませんわ。

　だから、見るものがなくても、何度もここを訪れているのです。

　一度旅に出てしまいましたけれども。

　今、この国には彼女がいますもの。

「こら」

　つん、とリナリアさんの肩を杖つえが突いたのはそのときのこと。

　わたくしたちの間に、一人の魔女が立っていました。

「時計台は抱きつくものじゃないよ」

　呆あきれた様子でリナリアさんを窘たしなめるのは、紫色むらさきいろのローブと三角帽子を身に纏まとった魔女でした。

　恐らくはこれまでの国でもこのようなことは何度となくあったことなのでしょう。アルテさんが「わ、怒られた」と苦笑くしょうしていました。

　冷静さをようやく取り戻したのか、リナリアさんはここでようやく時計台から離れました。

「つい興奮してしまったわ。ごめんなさい」

「べつに珍めずらしいものでもないでしょうに」

　時計台くらいどこの国にもあるんだから──魔女様は金色きんいろの瞳ひとみでリナリアさんを優しく見つめます。

　七年前の話ですわ。

　魔法学校に通い始めたばかりのわたくしの耳に、とある噂うわさが届きました。

　近くの国の魔女が記憶を失い、困こまっている。魔女を助けるために住民がわたくしたちが住む国までやってきて、魔法使いに声をかけて回っている。

　けれど嘆なげかわしいことに近隣きんりんの国の見知らぬ魔女を助けるために手を挙あげる者は、いませんでした。

　わたくし以外は。

「わたくしがやりますわ！」

　意気揚々いきようようと前に出たわたくしに、大人たちはとても渋しぶりました。当時のわたくしはまだ十歳そこそこ。大きな責任を負わせることに抵抗ていこうがあったのでしょう。

　それでもわたくしは誰かの力になれればと思いましたの。

　正しいことのために魔法を使いたいと、そう願っていましたの。

　幼い頃、誤あやまった方法で魔法を使い続けていたわたくしにとって、それは自身を変える大きなチャンスだと思いましたの。

　それに、わたくしは魔法薬学は得意分野。

　きっと力になれると信じていました。

　けれど結果は大失敗。

　大人たちや初めて会ったばかりの魔法使いに囲まれながら、魔法薬の開発をしたのはそれが初めてのことでした。

　わたくしは魔法薬を作る段階で製法を誤ってしまったのです。

　結果、街には悪夢が放たれ、時計郷ロストルフは混乱に陥おちいりました。事態の責任を負わされ、国専属の魔女は一人、悪夢と戦う日々を強しいられました。

　当時の後悔をわたくしは今でも忘れていません。

　──忘れないで。正しいことをしている姿を、いつだって誰かが見てくれているから。

　彼女がわたくしに語ってくれた言葉も。

「エステルさん」

　わたくしは彼女の名を呼びます。

　こちらに向けられるのは、穏やかな金色の瞳。

「あれ、プリシラ。来てたんだね」

「ご無沙汰ぶさたしていますわ」

　わたくしはリナリアさんが決して怪あやしい者ではないことを懇切丁寧こんせつていねいに説明して差し上げました。違いますの。アレですの。重要文化財を見るとちょっと気持ちが盛り上がっちゃうだけですの。

「あはは……」

　エステルさんは困った様子でわたくしの弁明に頷うなずきながら、「この国、今はご覧らんの通り結構平和でね。……変なことをしてるとちょっと目立っちゃうから、気をつけてね」

　おかげで久々ひさびさの通報だったよ、と肩をすくめるエステルさん。

　昔は殺人鬼さつじんきがいた国でした。その後、魔法による騒さわぎが起きた国でした。

　けれどまさしく時間は人と国を変えてゆくものなのでしょう。今、この国において凶悪きょうあく事件は驚くほど少なく、誰もが穏やかな日々を過ごしています。

「ふっ……時計台を見ることができたから私はもう満足よ」

　涼すずしげな表情で髪をふぁさぁっと靡なびかせるリナリアさん。先ほどまでだらしない顔で時計台をハグしてた人とは思えませんわ。

「この国って他には面白いところとかはありますか？」

　アルテさんは言いました。「せっかくですし、重要文化財だけでなく、おすすめのお店とか、おすすめの場所とか……、そういうところも見てみたいです」

　あらまあ。

　ひょっとしてわたくし、期待されています？

「たしかにわたくし、この国は何度も来ていますけれども……」

　しかし観光案内をするならわたくしよりも適任がいるのではなくって？

　わたくしはちらりと視線をエステルさんへと向けました。

「折角せっかくですし、ここはこの街出身の方に案内していただきたいですわ」

　そのほうがきっと楽しく過ごせそうな気がしますわ。

「え、いま仕事時間中なんだけど……」

　エステルさんはわたくしの提案に少々戸惑とまどった様子を浮かべていましたが、やがて肩をすくめて、軽くため息を漏もらしながらも応えてくれました。

「……まあいっか。どうせ暇ひまだし」

　いいよ。

　案内してあげる。

　昔から変わらず、穏やかに彼女は笑っていました。

　それからエステルさんはわたくしたちを導くように、歩き出します。

　昔はただ眺めるだけだった彼女の背中をアルテさんたちと共に追いかけながら、わたくしは期待に胸を膨ふくらませるのです。

　彼女が案内してくれるのはどんなお店でしょう？　どんな場所でしょう？　想像もつきません。けれどきっと、素敵な場所に違いないのです。

「楽しみですわ」

　隣となりを歩くアルテさんたちと共に、わたくしは笑いながら言いました。

　こうしてわたくしたちの旅は終わり。

　日常へと、帰ってゆくのです。







[image: ]








○






　再び旅の日常へと私は帰ってきました。

「またいらしてください」

　背中の向こうでは門兵さんが敬礼けいれいひとつ。

　私は会釈えしゃくで応えつつ、少し歩いて国を出ます。

　やがて私の靴くつは柔やわらかい土を踏ふみました。

　眼前には平原。

　晴れた空を見上げれば、丸い雲が果てなく続く蒼あおの中を泳いでいます。雲の影かげは草花の上を滑すべり、走り回る風はさらさらと音をたてながら平原を彩いろどります。

　まるで私との再会を喜んでくれているかのようにも見えました。

「久々ですね──」

　息を吸い込み、私はほうきを取り出します。しばらくのお休みののちにようやく出番を迎えた我がほうきさんはいつもよりも浮き足立っているように見えます。

　きっとそんな風に目に映るものすべてが喜びに満ち溢あふれているように見えるのも、私自身、この瞬間を心待ちにしていたからなのかもしれません。

　まだ見ぬ出会いと別れの日々が平原の向こうには広がっているのです。

　少しの間、旅をお休みしていた分、喜びも増すというものです。

　草花の上でふわりと浮かぶほうきに腰掛こしかけ、私は大地を軽く蹴けりました。

　風に乗って、私はほうきと共に平原の上を走ります。

　行き先はまだ決めていません。

「次はどんな国でしょう？」

　ぼんやりと考えながら、私は旅路の中で目を細めました。

　あてもない旅が、そうして再び始まるのです。










あとがき







　僕ぼくの兄の一人が九月に結婚式けっこんしきを挙あげることになった。

　ことの発端ほったんは六月某日ぼうじつのこと。我が家のグループメッセージにて報告がなされたのは突然のことだった。とはいえ僕はさほど驚おどろくこともなく、祝福しゅくふくに沸わくメッセージを眺ながめていた。やはり長年連れ立った家族だからだろうか。そもそも今年の序盤じょばんからなんとなく動向どうこうが怪あやしかったというか、言葉にはうまくできない微妙びみょうな変化に僕は気づいていた。それはまるで空気や匂においでこれから降り注ぐであろう雨を予測するが如ごとし。だから驚くことはない。何なら見事的中して僕はご満悦まんえつだった。

　兄から名指しで僕にメッセージが送られたのはその直後のことである。

「乾杯かんぱいの挨拶あいさつ、独断どくだんと偏見へんけんでお前にしたから」

　いやそれは驚く。

　それは驚くよ兄さん。

　普段兄さんなんて呼ばないのに動揺どうようして兄さんって書いちゃったよ兄さん。

　これまでの人生で乾杯の挨拶をしたことは皆無かいむ。結婚式に参加した経験も片手で数えられるほど。どこかで誰かが「乾杯！」とグラスを掲かかげていた姿など既すでに記憶の彼方かなた。焦あせった僕はＹｏｕＴｕｂｅでひたすら乾杯の挨拶の動画を漁あさる日々を送ることとなった。

　とはいえ結婚式という人生の晴れ舞台で乾杯の挨拶を任されることはなかなか光栄なことで、緊張きんちょうこそするものの嫌いやな気持ちは微塵みじんもない。

　そも人生とは何事も挑戦すべきもの。新しい挑戦の機会に恵まれたことはひとえに嬉うれしいものだった。

　ところで挑戦といえば話は変わるけど最近、ひげの脱毛だつもうを始めました。

　何事もノリと勢いが大事。別に特別ひげが濃こいわけではないのですけれども、毎日剃そるのがかねてから面倒めんどうで、かといってひげが似合にあうような面つらでもないため、煩わずらわしく感じていたのです。結婚式での乾杯の挨拶をするということもあり、かねてから計画していた脱毛を敢行かんこうすることにした。

　ということで僕は最寄もよりの皮膚科ひふかの扉とびらを叩たたくに至いたった。

　さらりと書いていますが実のところ、皮膚科に行くのはとても不安でした。脱毛を思い至ったときに当然のごとく僕は事前にネットで情報を調べていたのですが、出てきた情報の大半たいはんで「痛いです」とシンプルに書かれていた。

　何かを捨てるためには痛みを伴ともなわなければならない──まるで格言かくげんのようだ。ひげ捨てるだけなのに。

　ともかく不安とともに僕は皮膚科で担当医さんから説明を受けた。だいたい六回ほどでわりと薄うすくなる。月に一回の頻度ひんどで通う必要があるというもの。なるほどなるほど。

「ところでどれくらい痛いんですか？」

　いやもう頻度とか値段とかはこの際置いといて、一番気になるのはやはりそこである。

「……やっぱり気になります？」

「気になります」

　担当医さんに強く頷うなずく僕。

　彼女は朗ほがらかな様子のまま軽く言った。

「まあ痛いことは痛いですけれど、死ぬほどではないので大丈夫ですよ」

「本当ですかぁ？」

「ええ。実はうちの医師の一人が以前、おひげの脱毛をしたことがあるんですけどぉ」

「はい」

「だいたい弾丸だんがんを顔にぶち込まれたみたいって言ってました」

　死ぬじゃん！

　どう考えても死ぬじゃん！　何だそのたとえ！

「あ、でも麻酔ますいをすればそこまでの痛みはありませんよ」

「……本当ですかぁ？」

「はいっ。大丈夫です。完全にゼロにすることはできませんけれども、それでも大半の痛みはカットできますよ」

「どのくらいですか？」

「顔面に輪ゴムでパチンと叩かれた感じの痛みですね」


「…………」



　──そこそこ痛いじゃん。

「その痛みが大体十回以上続きます」


「…………」



　──そこそこ続くじゃん。

　説明を聞けば聞くほどひげの脱毛は怖こわくて仕方なかった。が、しかしせっかくならば兄の晴れ舞台には綺麗きれいな状態で出向きたいもの。僕は「ちょっと麻酔濃いめでも大丈夫です」という謎の注文をしたのち施術台せじゅつだいに転がった。

　そして麻酔を効きかせて三十分後。

「じゃあやっていきますねー」

　担当医が極めて軽いノリで僕の目にゴーグルを嵌はめて機材を口の端はしにあてがう。

　ばつん！　一回目の照射しょうしゃが終わった。

「どうですか？」

　麻酔のおかげだろうか。ほんの少し針はりで突つかれた程度の痛みのみだった。「あ、大丈夫……ですぅ……」と呟つぶやきながらも内心では安堵あんどしていた。何なら余裕よゆうでは？　とすら思っていた。

　そうして慢心まんしんする僕に担当医は囁ささやく。

「まあ端っこのほうは痛くないですからねー」

　端っこの方は……痛くない？

「だいたい皆さん顔の中心あたりが一番痛いと言われますね。こんな感じです」

　ばつん！


「いっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっった」



　まさしくゴムでパァン！　されたような痛み。担当医の比喩ひゆは正しかった。麻酔剤を塗ぬっていても痛いものは痛い。

「大丈夫だいじょうぶですか？」

　ダメだといえば止めてもらえるのだろうか。しかし料金を支払い、施術台に上がった時点で僕には退路たいろはない。

　だから僕は小刻こきざみに震ふるえながら頷くだけだった。

「あっ……大丈夫、ですぅ……」

　僕は泣いた。

　兄さん結婚おめでとう。

　きっと結婚式の日にはそこそこひげが薄い状態で登壇とうだんできることでしょう。

　というわけで著者ちょしゃ近況きんきょうでした。

　話は変わりますがここから先は各話コメントに入るので、ネタバレを見たくない方は迷わず回れ右でお願いします！　それではどうぞ！




●投書話とうしょばなし１『イレイナさんの一日いちにち』

　規則きそく正しい生活を送ってちょっと早めに出勤しゅっきんするという、別人のように真面目まじめに働くイレイナさんの一日でした。日常ではなくあくまでこの国での一日ですね。もしくは前振まえふりともいう。




●第一章『シャロン様さまと未来みらいが見みえる少女しょうじょの話はなし』

　まさかこの二人が絡からむことになるとは……。

　シャロン様が絡むせいか絶対にシリアスな展開にはならないという謎の安心感があったので僕自身も書いてて楽でした。前向きになることはよき未来に目を向け歩むことだと僕は思うのですが、アネモネさんは今後もきっと前向きに生きていけることと思います。




●投書話とうしょばなし２『とある姉妹しまいの話はなし』

　ちょっと長めの投書話です。日常に変化が訪れると戸惑とまどって嫌な気分きぶんになってしまいますよね。でも案外あんがい踏み出してみると楽しかったりもするもので、その場に止まって首を振るだけでなくちょっと触れてみると人生は面白くなるのかもしれません。合わなければまた戻ればいいだけですし。




●第二章『危険きけんなお薬くすりを売うる魔法使まほうつかいと歴史探訪れきしたんぼう』

　歴史探訪してる二人とヤク作り（※お薬作り）が得意なプリシラさんのお話ですわ。おほほ。

　プリシラさんのお話は設定的に九巻以降でも出す気満々だったのですが、他のキャラと同様にタイミングがなく十九巻になってしまいました。余談よだんですがこの話を書いた頃に例のヤク（※『ヤクルト１０００』のこと）が流行はやり始め、「は？　そんな都合つごうのいい飲み物があるわけないだろ！」と思いました。飲みました。毎日快眠かいみん。すげえやヤクルト。




●投書話とうしょばなし３『元気げんきが出でるお薬くすりの正ただしい広ひろめ方かた』

　大人イレイナさんとプリシラさんの再会話は元々やる気でしたので、このタイミングでやることに。第五章でも触れた通りに、人はよいだけのものを与えられると裏側を疑うたがってしまうもので、情報社会の昨今さっこんでも陰謀論いんぼうろんなんかが一部界隈かいわいで幅を利きかせているのもその辺りの事情があるのでしょう。

　疑いの目を向けられないようにするためには、都合の悪い部分や見返りも見せてしまった方が信頼は勝ち取れるものかもしれません。もしくは与えるのではなく奪うばわせるといいのかもしれませんね。




●第三章『ほうきさんの非日常ひにちじょう』

　真面目に働いているイレイナさんのためにお使いをするという非日常。のお話でした。この巻のオチの前振りとも言えます。ほうきさんはかわいい。




●第四章『時計郷とけいきょうの悪夢あくむ』

　エステルさんの再登場回に関してはずっと前からかなりの要望ようぼうをもらっていましたが、エステルさんの話の続きを書くことは『魔女まじょの旅々たびたび』の中で開けていた行間ぎょうかんを一つ埋うめることになるため、書くかどうかはかなり悩みました。とはいえ十九巻はキャラクターたちの『その後の物語』という枠組わくぐみで書いている話なわけで、あえて書かない理由ももうないだろうと思い書くことになりました。

　一応話の全体の流れはモニカさんのお話との対比的な構成になっています。

　笑顔で前を向いて歩く姿を描えがけてよかったです。




●第五章『イレイナさんの日常にちじょう』

　イレイナさんが日常に帰るまでのお話ですね。このお話と九章で一つの話、みたいな感じの構成になってます。混乱こんらんに乗じょうじてここぞとばかりにマナー違反いはんするシーラさんにもご注目。

　まあ、いい看板かんばんのお店や組織に属ぞくしているからといって素晴すばらしい人ばかりということはありませんよね……。何ならそういう組織こそ（以下略）




●第六章『旅たびの終おわり、旅たびの始はじまり』

　担当編集氏から初稿しょこうのチェックをもらった後にあれこれやっていたら増えたお話になります。平和な時計郷ロストルフが舞台の一つになってます。

　時間が経たてばよく変わるもの、というのは投書話３辺りでも触れたテーマでしたね。




　というわけで恒例こうれいの各話コメントでした。

　読み返してみたら今回はシンプルなタイトルが多めになっていましたね。特に意図いとしていたわけではありませんが、十八巻から十九巻までの話はあくまで登場人物たちの「その後の話」という意識で書いているので、物語的なタイトルというよりはこちらのほうが様さまになってるのかもしれません。

「魔女旅」十九巻ではドラマＣＤ付き特装版とくそうばんも同時発売で出ますね。もうドラマＣＤは聞かれたでしょうか？　各所かくしょで言っているのですがドラマＣＤの原稿げんこうを書いている瞬間しゅんかんが僕は作家として活動している中では一番好きな時間でして、いつも基本的にはノリノリです。今回のドラマＣＤもそんな趣味しゅみ全開でノリと勢いで書かせてもらいました。いつもながらにコメディ極振ごくふりな内容なので、頭空っぽにして楽しんでもらえたら嬉しいです！　ドラマＣＤは生きがい。

　いやあもっとドラマＣＤ書いていきたいなー。あと「リリエール」もドラマＣＤ書きたいなー（ＧＡ文庫編集部のほうをじっと見つめる著者）。

「魔女旅」の次の巻は２０２３年の三月。ちょっと間あいだが空あきますが、完全新作の『ナナがやらかす五秒前ごびょうまえ』と同時発売。同時購入をすると『魔女の旅々 学園がくえん』がついてくる特装版もあるので、お待たせするぶん、披露ひろうできる物語は多いのかなと思います。

　ちなみに十九巻を読んでいただけたらわかる通り、二十巻ではイレイナさんのいつもの一人旅が再開することになると思います。十八巻からは他のキャラたちに焦点しょうてんを当てていたので、少しお久ひさしぶりな感じもありますね。

　イレイナさんのいつもの旅路たびじをまた見守ってもらえたら嬉しいです。

　と同時に完全新作のコメディ連作短編「ナナかす」とか、番外編のコメディ連作短編「魔女の旅々 学園」などなども楽しんでもらえたら嬉しいです。

　連作短編だらけだ……。

　とはいえいま現在、三月の刊行に向けてたくさんの人に動いてもらっていて、ノベル作品として物凄ものすごい大きなことが起きているなぁという印象があります。どれも楽しんでもらえるような作品になると思うので、是非是非ぜひぜひ何卒なにとぞよろしくどうぞ！

　というわけで謝辞しゃじを。

　担当編集Ｍ様。

　今回も諸々もろもろ意見やコメントなどありがとうございました！　話は変わりますがきゅうりの漬物つけものは教えてもらって以来毎日作ってます。

　あずーる様。

　今回も神……。特装版の表紙は特にラフの段階から可愛かわいさが溢あふれてて完成を心待ちにしていました。これからも何卒！

　読者さん。

　いつも本当に感謝です！　『魔女の旅々』がここまで長くシリーズを続けてこられたのは間違まちがいなく皆さんの応援おうえんあってのことです。

　これからもイレイナさんの旅路はゆるりと続いていきますので、イレイナさんの旅を見守るよき仲間としてこれからも共にいられたら白石しらいしは嬉しいです。

　というわけで今回のあとがきも長くなってしまいましたが、次回も何卒よろしくどうぞ！

　白石定規じょうぎでした。
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ファンレター、作品の感想をお待ちしています




本書に関するご意見・ご感想は

下のQRコードよりお寄せください。

※アクセスの際に発生する通信費等はご負担ください。
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